
よる

断熱材（断熱工法の場合）

　厚さ　・(　　　　㎜)　　・図面図示による

・C－1　　・C－2　 ・C－3
・C－4

・D－1　　・D－2 　・D－3
・D－4

・DI-1　　・DI-2

（保護層は図示による）
・E－1　　・E－2

・M3DI　 ・M4DI
・P0DI

・M3D　　・P0D

・M4C・
露
出
防
水

・屋内
・P1E　　・P2E

　防水

仕上げ塗料の種類･使用量　　※材料製造所の仕様による

脱気装置の種類･設置数量　　※材料製造所の指定とする。

改修用ドレン（P0D，P0DI工法の場合）　・設ける　　　・設けない

アスファルトルーフィング
　・改質ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄ
　　　種類･厚さ　※表3.3.3から表3.3.9による　　・(　　　　　　　　)

　・部分粘着層付改質ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄ
　　　種類･厚さ　※表3.3.3から表3.3.9による　　・(　　　　　　　　)

押え金物の材質･形状･寸法　※アルミニウム製　L-30×15×2.0mm

　　　　　　　　　　　　　・図面図示による

絶縁用シート

　・保護防水工法　　　※ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ　厚さ0.15mm以上

平場の保護コンクリート
　厚さ　　・80mm以上(こて仕上)　　・60mm以上(床ﾀｲﾙ等仕上げあり)
　種類　　※普通コンクリート　Fc-18N/mm2　SL15cm又は18cm

立上り部の保護
　・れんがの種類　　　※JIS R1250のれんが

　・乾式保護材の材料　※材料製造所の仕様　　・図面図示による
　・保護コンクリート　工法(　　　　　　　　　　　　　　　　)

既存露出防水層表面の仕上げ塗装　 ・除去する　・除去しない

　・ルーフドレン回りの張りじまい位置　　・(　　　　　　　　　　)

屋上排水溝の適用　　※図面図示による　　・(　　　　　　　　)

　・立上り部周辺の張りじまい位置　　　　・(　　　　　　　　　　)

保証期間（　　　　）年間

保証期間（　　　　）年間

　 ・除去する　・除去しない
既存露出防水層表面の仕上げ塗装

　　　　　　　　　　　　　　・図面図示による

押え金物の材質･形状･寸法　　※アルミニウム製　L-30×15×2.0mm

 　厚さ　・(　　　　㎜)　　・図面図示による

 　　　　・A種硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ保温板2種(・1号 ・2号)(透湿係数を除く)

　 材質　・硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ断熱材2種(・1号 ・2号)(透湿係数を除く)

　 　 種類･厚さ　※表3.4.1から表3.4.3　　  ・(　　　　　　　　)

断熱材（ASI-T1，ASI-J1工法の場合）

　・部分粘着層付改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄ

　 　 種類･厚さ　※表3.4.1から表3.4.3　　  ・(　　　　　　　　)

　 　 種類･厚さ　※表3.4.1から表3.4.3　　  ・(　　　　　　　　)

　・粘着層付改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄ

　・改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄ（JIS A6013）

改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄ

改修用ドレン（P0AS，P0ASI工法の場合）　・設ける　　　・設けない

仕上げ塗料の種類･使用量　　※材料製造所の仕様による

脱気装置の種類･設置数量　　※材料製造所の指定による

　　　　　・設置する　　　・設置しない

防湿用シートの設置（ASI-T1，ASI-J1工法の場合）

新規防水層の種別

・AS－T1　　・AS－T2　　・AS－J2

・AS－T3　　・AS－T4　　・AS－J1
・AS－J3

・ASI－T1　・ASI－J1
・P0ASI工法
・M4ASI工法
・M3ASI工法

・P0AS工法

・M3AS工法

・M4AS工法

施工箇所種類

（４節　改質アスファルトシート防水）

（５節　合成高分子系ルーフィングシート防水）

種 類

・S3S工法
・S3SI工法

・M4S工法

・M4SI工法

・SI-F1・SI-F2
・S-F1 ・S-F2

接 着 工 法

新規防水層の種別
仕上塗料

機械的固定工法 保護密着
使用分類

・軽歩行

※非歩行・カラー

・シルバー

・S-C1

・S-M3 ・SI-M1 
・S-M1 ・S-M2

・SI-M2

・S-M1 ・S-M2

・S-M3 ・SI-M1 

・SI-M2

・S-F1 ・S-F2

・SI-F1・SI-F2

・POS工法
・P0SI工法
・S4S工法
・S4SI工法

・P1S工法

脱気装置の種類･設置数量　　※材料製造所の指定による

仕上げ塗料の種類･使用量　　※材料製造所の仕様による

改修用ドレン（P0S，P0SI工法の場合）　・設ける　　　・設けない

立上り面のシート厚さ（S-M2，SI-M2工法の場合）　※1.5mm　　・(　　㎜)

防湿用フィルムの設置（SI-M1，SI-M2工法の場合）

　　　　　・設置する　　　・設置しない

工事名称 図面名称 A3 縮尺 No

A1 縮尺 日付
株式会社　海　渡　設　計 福岡県知事登録第1ｰ30027号

一級建築士　第323073号

　　　　　　神崎信二

特記仕様書（1）
―

―

［3.5.3］
［表3.5.1～3］
［表3.1.1］

5.種別及び工程

［表3.1.1］
［表3.4.1～3］
［3.4.3］

4.種別及び工程

　１）材料
［3.4.2］

　３）保証期間

［3.4.4］
　２）施工

　３）保証期間

［3.3.4］
　２）施工

　１）材料
［3.3.2］

　　　　　　　　　　　　・A種硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ保温板2種(・1号 ・2号)(透湿係数を除く)

　　　　・露出断熱工法　・硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ断熱材2種(・1号 ・2号)(透湿係数を除く)

　材質　・保護断熱工法　・押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ断熱材3種bA(ｽｷﾝ層付き)

屋根露出防水絶縁断熱工法の断熱材の施工

Ⅰ 工事概要

　・保護防水断熱工法　※ﾎﾟﾘﾌﾟﾛﾋﾟﾚﾝ,ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ等を平織りしたﾌﾗｯﾄﾔｰﾝｸﾛｽ(70g/m2)

　
１
　
各
章
共
通
事
項［

１
章］

・別紙「建築改修工事監督基準」による　　・標準仕様書による。

章 項　　目 特　　記　　事　　項

1.適用基準等 （１節　一般事項）
図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、全て国土交通省大臣官房

官庁営繕部監修「公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）」（令和４年

版）による。
　なお、新築・増築工事を含む場合は「公共建築工事標準仕様書（建築工事

編）」（令和４年版）により、解体工事を含む場合は「建築物解体工事共通

仕様書」（令和４年版）による。

１．共通仕様

（１）　図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、全て国土交通省大臣官房官庁営

　　　繕部監修「公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）」（令和４年版）による。

　なお、新築・増築工事を含む場合は「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）」

（令和４年版）により、解体工事を含む場合は「建築物解体工事共通仕様書」

（令和４年版）による。

　貸与するＣＡＤデータを当該工事における施工図及び完成図書を作成するため以外
３．ＣＡＤデータ　　　　　　・有　　　　　　･無

市に帰属する。また貸与したＣＡＤデータは工事完成検査までに返却すること。
に使用してはならない。これに基づく完成図書、施工図のＣＡＤデータの著作権は本

当該項目、当該図又は当該表を示す。

（４）各項目に記載の（ 　 ）内表示番号は、公共建築工事標準仕様書（建築工事編）の

（５）形状寸法の単位は、特記なき限りミリメートルとする。

当該項目、当該図又は当該表を示す。

　　　・ 印と ※ 印の付いた場合は、共に適用する。

　　　・ 印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

（１）項目は、番号に   印の付いたものを適用する。

（２）特記事項は、・ 印の付いたものを適用する。

２．特記仕様の適用

Ⅱ．建築改修工事仕様

（３）各項目に記載の［ 　 ］内表示番号は、公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）の

2.工事実績情報ｻｰﾋﾞｽ

　の登録（コリンズ）

［1.1.4］

に関するデ－タを(一財)日本建設情報総合センター(JACIC)に登録し、下

記の区分で10日（土日祝日を除く）以内に登録し、「登録内容確認書」
を監督員に提出すること。

※請負金額500万円以上の工事は、監督員の確認を受けた後に、当該工事

受注時、途中変更時、訂正時、竣工時

３.監督基準

［1.2.4］

撮影者は建築完成写真の撮影経験がある者で、監督員
注記

完成時

施工中

着工前

区　分

が承諾する撮影者とする

工事日報は、工事記録を兼ねることができる。
写真は下記要領で撮影し、原版は撮影者が保管する。
撮影方法・提出方法は下記による他、監督職員との協議による。

（２節　工事関係図書）
※提出する

（３節　工事現場管理）

各工程ごとに作業時の状況が分かるように黒板、スケール等をあて撮影する

部　数

※１部
・（　　）

※１部
・（　　）

・（　　）
※２部

原版の大きさ
※ 700万画素以上

・(　)万画素以上

※ 700万画素以上

・(　)万画素以上
※ 700万画素以上

・(　)万画素以上

撮影機材はデジタルカメラとする。

撮影箇所は監督員との協議による

４.工事の記録

分類・規格
RGB（フルカラー）

JPG形式

JPG形式
RGB（フルカラー）

JPG形式
RGB（フルカラー）

電子データはCD-Rで提出する

古賀東小学校他２校 体育館等 空調設備設置工事

古賀東小学校他２校 体育館等 空調設備設置工事 特記仕様書

び公衆が見やすい場所に掲げるとともに、監督員に提出する施

受注者は、工事を施工するために下請契約を締結した場合は、

その金額にかかわらず施工体制台帳を作成し、工事現場に備え

るとともに、その写しを監督員に提出すること。

　また、国土交通省令に従って、各下請負人の施工の分担関係
を表示した施工体系図を作成し、工事関係者が見やすい場所及

（３）施工体制台帳等の提出

工体制台帳に添付すること。

（４）　警備契約書及び警備計画書等で取り決めた警備業務の範囲に
基づき、交通誘導員の労働災害防止対策の徹底を図ること。

によること。
露防止及び石綿飛散漏えい防止対策徹底マニュアル」(環境省)

及び改修工事を行う場合は、「建築物等の解体等に係る石綿ばく

（２）　本工事施工中は、別途工事施工業者と連絡を密にし当該工事
関係者と協力し、工事全体の円滑な推進を図るように建築主体
業者が責任を持って指導すること。

（３）　本工事において、アスベスト(石綿)を含有した建材等の除去

５．安全管理

５．他工事との関係

の抑制・適正処理を行い、再生資材及び再生資材製品の活用を

図ること。

（２）本工事の施工においては｢建設リサイクル法｣に基づき廃棄物

をしないこと。

労働安全衛生法第３０条第２項に基づく特定元方事業者とし当
（１）　設備関連工事等が別途工事となる場合の建築工事受注者は、

現場の関連事業者を含めて、労働災害を防止するための、必要
な措置を講じること。

６．その他 （１）　本工事の施工に伴う工事用資材等の輸送においては、過積載

 

２．工事場所

古賀東小学校他２校 体育館等 空調設備設置工事１．工事名称

・古賀東小学校　体育館

・古賀北中学校　体育館・武道場

・古賀中学校　体育館・武道場

福岡県古賀市新久保2丁目1番1号

福岡県古賀市久保107番地

福岡県古賀市千鳥四丁目４番１号

・余裕工期設定工事・入札時清算数量書活用法式対象工事

・週休２日促進工事　 ・快適トイレ設置工事

（〇印のついたものを適用する）４．その他

空調設備工事 内部改修工事 外構工事３．工事概要

本空調設備工事は、別途内装工事と工程が関連する場合がある

ため、施工計画立案時に相互の工事内容を確認すること。

当該施工時期・施工範囲については、別途内装工事受注者と十分
な工程調整を行い、相互の施工に支障を来さないようにすること。

施工調整は監督職員の指示のもと行うものとする。

（６）標準仕様書の監督職員は監督員と読み替える。

［1.4.1］

　国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（グリーン購入法）

（４節　材料）

８.環境への配慮

特別産業廃棄物

廃ＰＣＢ

廃石綿等

「電気事業法」及び「ポリ塩化ビフェニル廃棄の適正な処理の推
進に関する特別措置法」に従い、報告書の作成、届け出を行うと
共に、適正に保管できるようにして施設管理社に引き渡す

年７月１日施工）」従い収集、運搬、処理を行う

水・大気環境局大気環境課）」及び「石綿障害予防規制（平成17
「建築物の解体等に関わる石綿飛散防止対策マニュアル（環境省

・適用する(工事用電力設備の保安責任者が兼ねる）　・適用しない５.電気保安技術者

［1.3.3］

［1.3.5］

６.施工条件

その他の廃棄物

廃プラスチック　ガラス・陶器くず　廃石膏ボード　金属くず　繊維くず

ドライン（平成１８年６月12日事務次官通知）」に従い、

汚泥

（コンクリート塊）

（アスファルト塊）

建設発生土

木くず

がれき類

指定副産物（原則として再資源施設へ持ち込むもの）

指定副産物の工事現場からの搬出、再生資材等の利用等

については、「リサイクル原則化ルール（平成１８年６

により実施する。

汚泥の再生利用を推進する。

建築汚泥については、「建築汚泥の再利用に関するガイ

［1.3.12］
７.発生材の処理等 ※参考受け入れ場所は現場説明書による

資源の有効活用、環境負荷の低減等を図り「循環型社会」を構築するため、
建築副産物の発生抑制、再利用、適正処理を推進する。

当工事の空調設備・金物等の取付部位のコンクリートについて、必要に応じて

強度試験を実施し、設計基準強度（Fc＝21N/mm?）を満足する事を確認すること。

確認方法は、圧縮強度試験、非破壊試験等を含め、監督職員と協議のうえ決定

すること。
※ その他の施工条件は現場説明書による

により、環境負荷を低減できる材料を選定すること。指定品目、判断基準

1)合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤ
及び性能を有すると共に、次の1)から4)を満たすものとする
本工事の建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質
は「環境等物品の調達に関する基本方針（環境省）」によること。

Ｆ、パーティクルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着
剤、保温材、緩衝材、断熱材、塗料、仕上塗材は、アセトアルデヒド及び
スチレンを発散しない又は発散が極めて少ない材料で、設計図書に規定す
る「ホルムアルデヒドの放散量」の区分に応じた材料を使用する
2)接着剤及び塗料はトルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少
ない材料を使用する
3)接着剤は可塑剤（フタル酸ジ-ｎ-ブチル及びフタル酸ジ-２-エチルヘキ
シル等を含有しない難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていない材料を
使用する
4)１）の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器等は、
ホルムアルデヒド、アセトアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散
が極めて少ない材料を使用したものとする

10.特別な材料の工法

11. 石綿等
［1.5.1］

　改修標仕及び、標仕に記載されていない特別な材料の工法については、

監督員の承認を受け、材料製造所の指定する工法によることができる。

工事に先立ち石綿含有建材等（石綿含有吹付け材、石綿含有保温材等、
石綿含有仕上塗材）の有無を確認し、監督員に報告し、指示を受ける。
事前調査結果の概要を公衆が見えやすい場所に掲示すること。

（５節　石綿含有建材の調査）

［1.4.2］

　本工事に使用する材料は、設計図書に定めるもの又はこれらと同等のも９.材料
のとする。ただし、同等のものとする場合は監督員の承諾を受ける。
　なお、国土交通大臣官房官庁営繕部監修「建築材料・設備機材等品質性
能評価事業建築材料等評価名簿」により省略することができる。

12.技能士 （７節　施工）
［1.6.2］

適用工事

技能検定職種工事種別 備　　考

・木工事 ・建築大工

・塗装工事

・金属工事

・塗装

・内装仕上げ施工（鋼製下地工事作業）

・家具製作

・内装工事 ・内装仕上げ施工

（木質系床仕上げ工事作業、ボード仕上げ工事作業）

及び揮発性有機化合物

の測定

室内空気中化学物質の濃度測定　　　・行う　　・行わない

［1.6.9］

13.ホルムアルデヒド

・提出する ・提出しない

工事完了後は監督員の指示する施工図を提出する。
施工図等の著作権に係わる、当該建築物に限る使用権は発注者に移譲する
ものとする。

14.施工図

ホルムアルデヒド測定の検体数　　　・（　　　）箇所

測定対象室　　　※現場説明書による

VOC測定の検体数　　　・（　　　）箇所

（H21年４月１日告示第６０号）に基づきVOC等の測定を行う
※学校施設については、文部科学省「学校環境衛生基準」

測定方法等は「揮発性有機化合物の室内測定要領」参照

測定時期、測定位置、方法については、測定前に監督員に相談する

提出図書
15.完成時の （９節　完成図等）

て使用することを目的として作成する。

ものであり、工事目的物の維持保全及び将来の改修,増改築等のための基本情報とし
［1.9.1～3］

　※ 作成する（※ 完成図　・ 保全に関する書類　  ・（　　　　　　　　　　　） ）

完成図は設計図に準拠して作成するものとし、次の図面を作成すること。
※ 配置図,平面図,立面図,断面図,仕上表,矩計図,部分詳細図,平面詳細図,

16.完成写真

［表3.1.1］
［表3.3.3～10］

［3.3.3］
3.種別及び工程

［3.2.6］

2.既存下地の処理

1-2.保守管理ﾌﾟﾚｰﾄ

1.施工一般

［3.1.3］

　　・図面図示による　　※監督員と協議

（２節　既存防水層の処理）

・P2AI

・P2A

・
保
護
防
水

・P1BI

・P1B

・A－1　　・A－2　 ・A－3

・AI－1 　・AI－2　・AI－3

・BI－1　 ・BI－2　・BI－3

・B－1　　・B－2　 ・B－3

新規防水層の種別施工箇所防水改修工法の種類

（３節　アスファルト防水）

　　・設ける（　　　　箇所　）

　　・設けない

保守管理用プレート　壁プレート（300×250程度）

補修箇所の形状，長さ，数量等　※図面図示による　・(　　　　　　　　)

搭屋出入口部等の欠損部及び防水層末端部の納まり部の処置

設備機器架台,配管受台,パラペット,貫通パイプ回り,手すり・丸環の取付け部,

　
３
　
防
水
改
修
工
事［

３
章］

（１節　共通事項）

降雨等に対する養生方法　※3.1.3(5)による　・(　　　　　　　　　　　)

構内既存の施設　※利用できない　・利用できる（※有償　・無償）

構内既存の施設　※利用できない　・利用できる（※有償　・無償）

※ 監督員の指示による

工事用車両の出入口では、一般通行人及び一般車両の安全確保に努めること

7.工事用水

8.工事用電力

9.工事表示板等

10.工事車両の出入口

交通誘導員　　・配置する（ 4 ）名　　・配置しない

　取り合い 復旧すること。
　工事中，接合部その他本工事範囲外の部分に汚損を生じた場合は原形に6.既存建物との

［2.4.1］
　備品等

・備品等の数量（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・備品等の種類（　　　　　　　　　　　　　　　　　）
・設備の種類　※監督員と協議　　・(　　　　　　　　　)5.監督員事務所の

［2.4.1］ ・（　10　m2）程度

・設置する   　　　・設置しない4.監督員事務所

［2.3.2］

3.仮設間仕切

［表2.3.1］

［2.3.1］

（３節　養生）

備品等の移動　　　・行わない　　　　※行う（図示）

2.養生

既存家具等の養生　※ビニルシート等　　　　・（　　　　　　　　　　　）　

既存部分の養生　　※ビニルシート、合板等　・（　　　　　　　　　　　）　

※片面フラッシュ程度　・　
※合板張り程度　・　※木製扉

・仮設扉

・C種

※B種

・A種

種　別 下　地

※軽量鉄骨
・木下地

単管下地 ・防炎シート　　・（　　　　）

※せっこうボード(※9.5 ・　 ）

仕上材（厚さ　mm）

・合板（※9.0　・　　　　） ・(　　　　　)

厚さ(　 　mm)

充てん材 塗　装

※無し

・片面

※無し
・有り

仮設間仕切り等の種別

設置箇所　　・図面図示による　　　・(　　　　　　　　)

（４節　仮設物）

　　　材等の運搬

［表2.2.1］

・Ａ種　　・Ｂ種　　・Ｃ種　　・Ｄ種　　・Ｅ種　３）材料，撤去
専用足場方式により行うこと。
よる足場の組立て等に関する基準｣の２の(2)手すり据置方式又は(3)手すり先行
について手すり、中さん及び幅木の機能を有するものとし、「手すり行工法に
」により、足場の組立、解体、変更の作業時及び使用時は常時、全ての作業床
（厚生労働省　平成21年4月24日）の「手すり先行工法等に関するガイドライン
※　足場を設ける場合は、｢｢手すり先行工法に関するガイドライン」について｣

　１）仮囲い

　２）足場

仮囲い　　・設ける（種類　　　　　　　　　　）　　・設けない

外部足場　種別　・枠組足場　・くさび緊結式足場　・単管本足場　・(　　)
　　　　　範囲　・図面図示による　　・(　　　　　)

　　　　　防護シートによる養生　　※行う　・行わない

　
２
　
仮
設
工
事［
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（２節　足場等）1.足場その他[2.2.1]

内部足場　種別　※脚立，足場板等

ある製品等でも同等品以上であれば使用できる。（ﾒｰｶｰ仕様の図面）

参考図の製品等の使用にあたっては、参考図以外の形状等に多少の相違が17.参考図の取扱

DVD-Rにて提出する。
　電子データは、フルカラーのBMP形式またはJPG形式の最高画像とし、CD-Rまたは

・ 電子データ 外部（　　 ） 内部（　 　） ※ 2 ※ 500万画素以上　・

外部（4 ） 内部（20 ）

工事完成時に次の写真を撮影し、監督職員に提出する。

・ カラー ※ キャビネ版

外観正面（ ※ 1   ・ 　　 ）

※ 2

※ 5

※ 500万画素以上　・

　・

分類・規格 撮影箇所数 提出部数 画素数・画質等

監督職員の指示

2DVD-R等

CD-R

電子媒体

縮小版

様式 サイズ 体裁 備考

1

2

2

部数

3つ折り図面ケース入り

2つ折り製本

2つ折り製本

A3判

A1判

A1判

陽画焼付け

陽画焼付け

原図

提出物
排水経路図,その他監督職員が指示する図面

提出期限について監督職員の指示がある場合は、それによる。

実際の施工に使用した仕上材料の製造所名,品名,品番,色番等のデータは、完成図

d.完成図は、原則として工事目的物の完成後1か月以内に監督職員に提出する。ただし、

の仕上表の備考欄に記載するか、又は別紙一覧表として作成する。

2.総合図（床,壁,天井,主要展開）
3.建築基準法12条5項の報告に必要な各種図面

4.許認可書類　（確認申請書,確認済証,検査済証,省エネ関係,消防関係,その
他諸手続,許認可書類一式）

5.完成引渡書類　（引渡図書目録,現場組織図,下請負者リスト,主要材料,機器

一覧表,その他監督職員が指示する図書）

6.内外装仕上一覧表（採用材料の品番等）

1.防火区画図,排煙区画図

　c.完成図に添えて、次のものを提出する。

データのファイル形式は、原則として

jwwデータ（Jw_cad）及びPDFデータ

とし、作成要領は監督職員の指示に

b.完成図の作成

a.完成図は、完成した工事目的物に関する情報を整理,記録し、完成時の状態を表現し

Ａ-０１
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・X－1

特記仕様書（2）

工事名称 図面名称 A3 縮尺 No
　　　　　　神崎信二

一級建築士　第323073号
A1 縮尺 日付

福岡県知事登録第1ｰ30027号株式会社　海　渡　設　計

―

―

 改修工程

　
３
　
防
水
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修
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事［

３
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（

続
　
き）

固定金具の材質･形状･寸法　・図面図示による　　・3.5.2(3)(ｲ)による

断熱材（断熱工法の場合）

 　　　　　　　　　　・ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ断熱材(密度及び熱伝導率の規格適合品)

 　　　　　　　　　　・A種ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温材(密度及び熱伝導率の規格適合品)

　厚さ　・(　　　　㎜)　・図面図示による

立上り部防水層撤去（P0S,P0SＩ工法の場合）

　・撤去する　(補修･処置　※3.2.6(4)(ｳ)(f)による)

接着工法の目地処理（ﾌﾟﾚｷｬｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ下地の場合）　　　　　 　・図面図示による

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ下地入隅部の増し張り（S-F1，SI-F1工法の場合）・図面図示による

モルタル塗厚（S-C1工法の場合）　　　・(　　　　mm)

立上り部の保護モルタル塗厚（S-C1工法の場合）　　※7mm　　・(　　　㎜)

保証期間（　　　　）年間

絶縁用シート　※発泡ポリエチレンシート

　種類･厚さ　 ※表3.5.1から表3.5.3による　　・(　　　　　　　　　　　)［3.6.2］
　１）材料

［3.6.4］
　２）施工

　３）保証期間

１）保証期間

種　類

・X－2

施工箇所 新規防水層の種別

・Y－2

・カラー

・シルバー

6.種別及び工程

（６節　塗膜防水）

仕上塗料
［3.6.3･4］
［表3.6.1･2］
［表3.1.1］

 　　　　　　　　　　・A種硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ保温板2種(・1号 ・2号)(透湿係数を除く)

 　　　　　　　　　　・A種硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ保温板2種(・1号 ・2号)(透湿係数を除く)

　材質 ・機械的固定　・硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ断熱材2種(・1号 ・2号)(透湿係数を除く)

　　　 ・接着工法　　・硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ断熱材2種(・1号 ・2号)(透湿係数を除く)

　
４
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壁
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修
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ルーフィングシート（JIS A6008）
 記号

 記号

 内容

①鉄筋はつり出し  露出鉄筋部を中心に，ﾊﾝﾏｰ，ﾀｶﾞﾈ等で健全部が露出す
 るまではつり出す。

⑤埋戻し

④防錆剤塗布

③ｱﾙｶﾘ性付与材塗布

②錆落し，清掃

 鉄筋に防錆剤を塗布する。

 断面修復用ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙを用い，欠損，はつり部分を埋戻す。

 ｺﾝｸﾘｰﾄ表面の脆弱層にｱﾙｶﾘ性付与材を塗布する 。

 露出鉄筋の錆を、ﾜｲﾔｰﾌﾞﾗｼ、ｻﾝﾀﾞｰ等でｹﾚﾝし、ﾌﾞﾗｼと高圧
 ｴｱｰ等で清掃する。

 （ｼｰﾘﾝｸﾞ材）  D-1工法

 内容 改修工程

①Uｶｯﾄ処理

②清掃

③ﾌﾟﾗｲﾏｰ塗布

④ｼｰﾘﾝｸﾞ材充填

⑤埋戻し  ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙをｺﾝｸﾘｰﾄ，ﾓﾙﾀﾙ表面に合わせて平滑に塗り込む。

 3～5mm程度低めに充填し，ヘラで押さえる。
 ｼｰﾘﾝｸﾞ材を空隙，打残しがないように，ｺﾝｸﾘｰﾄ，ﾓﾙﾀﾙ表面から

 ﾌﾟﾗｲﾏｰを溝内部に塗残しのないよう，刷毛で均一に塗布する。

 溝内部に付着している切片，粉じん等をﾜｲﾔｰﾌﾞﾗｼ，刷毛等で
 除去する。

 ひび割れ部に沿って電動ｶｯﾀｰ等を用いて幅10mm程度，
 深さ10～15mm程度にＵ字型の溝を設ける。

 記号

 内容 改修工程

 ｼｰﾙ工法
（可ﾄｳ性ｴﾎﾟｷｼ樹脂） D-2工法

①清掃

②ﾌﾟﾗｲﾏｰ塗布

③ｼｰﾙ材塗布

 汚れを除去し清掃する。
 ひび割れ部に沿ってワイヤーブラシ等を用いて，幅50mm程度

 刷毛を用いてﾌﾟﾗｲﾏｰを塗布する。

 可とう性ｴﾎﾟｷｼ樹脂をﾊﾟﾃへら等で幅10mm，厚さ2mm程度に
 塗布し，その表面を平滑に仕上げる。

 記号

 内容 改修工程

 汚れを除去し清掃する。

 自動式低圧ｴﾎﾟｷｼ
 樹脂注入工法  E-1工法

①清掃

②注入器具取付

③仮止めｼｰﾙ処理

④ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入

⑤注入後処理

 ひび割れ部に沿ってワイヤーブラシ等を用いて，幅50mm程度

 注入器具又は台座をひび割れの中心にくるようにして，
 仮止めｼｰﾙ材等で取り付ける。注入間隔は200mm～300mmとする。

 ひび割れ部に沿って仮止めｼ-ﾙ材をﾊﾟﾃへら等で幅30mm，
 厚さ2mm程度にｼｰﾙする。

 ｴﾎﾟｷｼ樹脂を注入器具に入れ，ｺﾞﾑ，ﾊﾞﾈ，空気圧等により，
 注入圧0.4N/m㎡以下として注入する。

 注入完了後は注入器具を取り付けたまま硬化養生を行う。
 エポキシ樹脂注入材の硬化を見計らい仮止めシール材，
 注入器具を適切な方法で撤去し清掃を行う。

 記号

 内容 改修工程

 充てん工法
 （ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ）  F-1，F-2工法

①はつり出し

②ﾌﾟﾗｲﾏｰ塗布

③埋戻し

 浮き部を中心にﾀﾞｲﾔﾓﾝﾄﾞｶｯﾀｰ等で健全部分と縁を切り，
 劣化部分をはつり取る。

 刷毛を用いてﾌﾟﾗｲﾏｰを塗布する。

 ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙを1回当たりの塗り厚は7mm程度とし表面を
 金ごてで加圧しながら平滑に仕上げる。 

 記号

 内容 改修工程

 充てん工法

①はつり出し

②ﾌﾟﾗｲﾏｰ塗布

③埋戻し

 浮き部を中心にﾀﾞｲﾔﾓﾝﾄﾞｶｯﾀｰ等で健全部分と縁を切り，
 劣化部分をはつり取る。

 刷毛を用いてﾌﾟﾗｲﾏｰを塗布する。

 （ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ）  F-3工法

 ﾌﾟﾗｲﾏｰの粘着性があるうちに，ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙを充填し
 表面を金ごてで加圧しながら平滑に仕上げる。

 工法名

 工法名

 工法名

 工法名

 工法名

 工法名

 記号

 内容 改修工程

 充てん工法

①はつり出し  浮き部を中心にﾀﾞｲﾔﾓﾝﾄﾞｶｯﾀｰ等で健全部分と縁を切り，
 劣化部分をはつり取る。

 （ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ）

 工法名

 F-4工法

②はく落防止  ｽﾃﾝﾚｽ製ｱﾝｶｰﾋﾟﾝを構造体ｺﾝｸﾘｰﾄに打込み、ｽﾃﾝﾚｽ製ﾗｽまたは、
 溶接金網、ﾈｯﾄ等を取り付ける。
 ｽﾃﾝﾚｽ製ｱﾝｶｰﾋﾟﾝは構造体ｺﾝｸﾘｰﾄに30㎜以上打込み、
 ﾋﾟｯﾁはﾀﾃ、ﾖｺとも＠200㎜程度とする。

 ﾌﾟﾗｲﾏｰの粘着性があるうちに，ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙを充填し
 表面を金ごてで加圧しながら平滑に仕上げる。

 ﾌﾟﾗｲﾏｰの粘着性があるうちに，ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙを充填し
 表面を金ごてで加圧しながら平滑に仕上げる。

④埋戻し

③ﾌﾟﾗｲﾏｰ塗布

 記号

 内容 改修工程

 工法名

 ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ部分
 ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法  G-1，G-3工法

①ﾏｰｷﾝｸﾞ  穿孔位置をﾏｰｷﾝｸﾞする。
 なお，ひび割れが生じている場合は、ひび割れから5cm以上

（G-1工法）

（G-3工法）

 穿孔位置は16本／㎡とし、浮き面積が1㎡以下の場合は標準

 穿孔位置は5本／ｍとする。

②注入孔の穿孔

④ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入

③清掃

 構造体ｺﾝｸﾘｰﾄ中に30mm程度の深さまで穿孔する。
 ｺﾝｸﾘｰﾄ用ﾄﾞﾘﾙを用いて、ｱﾝｶｰﾋﾟﾝより1～2mm大きい直径で、

 除去する。
 孔内をﾌﾞﾗｼ等で清掃後、圧搾空気または吸引機等で切粉等を

 孔内の乾燥後、ｱﾝｶｰﾋﾟﾝ固定用ｴﾎﾟｷｼ樹脂を手動式注入器に

 （充填量は注入孔１ヶ所穴当たり25mlとする。）
 よりｱﾝｶｰﾋﾟﾝ固定部の最深部から徐々に充填する。

⑤ｱﾝｶｰﾋﾟﾝ挿入

⑥孔埋め

 ｱﾝｶｰﾋﾟﾝのﾈｼﾞ切り部分にｴﾎﾟｷｼ樹脂を塗布し、気泡の巻き
 込みに注意しながら最深部まで挿入する。

 仕上げに応じて目立たない色のﾊﾟﾃ状ｴﾎﾟｷｼ樹脂等で仕上げる。

 記号

 内容 改修工程

 工法名

 ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

①ﾏｰｷﾝｸﾞ  穿孔位置をﾏｰｷﾝｸﾞする。
 なお，ひび割れが生じている場合は、ひび割れから5cm以上

 ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面  G-2工法

 穿孔位置は13本／㎡とし、浮き面積が1㎡以下の場合は標準

②注入孔の穿孔

④ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入

③清掃

 構造体ｺﾝｸﾘｰﾄ中に30mm程度の深さまで穿孔する。
 ｺﾝｸﾘｰﾄ用ﾄﾞﾘﾙを用いて、ｱﾝｶｰﾋﾟﾝより1～2mm大きい直径で、

 除去する。
 孔内をﾌﾞﾗｼ等で清掃後、圧搾空気または吸引機等で切粉等を

 孔内の乾燥後、ｱﾝｶｰﾋﾟﾝ固定用ｴﾎﾟｷｼ樹脂を手動式注入器に

 （充填量は注入孔１ヶ所穴当たり25mlとする。）
 よりｱﾝｶｰﾋﾟﾝ固定部の最深部から徐々に充填する。

⑤ｱﾝｶｰﾋﾟﾝ挿入  ｱﾝｶｰﾋﾟﾝのﾈｼﾞ切り部分にｴﾎﾟｷｼ樹脂を塗布し、気泡の巻き
 込みに注意しながら最深部まで挿入する。

⑥残存浮き確認，ﾏｰｷﾝｸﾞ

 離れたところにﾏｰｷﾝｸﾞする。

 配置ｸﾞﾘｯﾄﾞを当てはめた最大本数程度とする。

 配置ｸﾞﾘｯﾄﾞを当てはめた最大本数程度とする。

 離れたところにﾏｰｷﾝｸﾞする。

 標準配置ｸﾞﾘｯﾄﾞを当てはめた最大本数程度とする。
 する。穿孔位置は12本／㎡とし、浮き面積が1㎡以下の場合は
 ﾃｽﾄﾊﾝﾏｰ等により残存浮き範囲を再確認し、穿孔位置をﾏｰｷﾝｸﾞ

⑦注入孔の穿孔

⑧ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入

⑨孔埋め

 程度の深さまで穿孔を行い，③に準じ孔内の清掃を行う。
 ｱﾝｶｰﾋﾟﾝ固定部の効果を待ってから、構造体ｺﾝｸﾘｰﾄ中に5mm

 注入用ｴﾎﾟｷｼ樹脂を手動式注入器により打診しながら全面に
 充填する。（充填量は注入孔１ヶ所穴当たり25mlとする。）

 仕上げに応じて目立たない色のﾊﾟﾃ状ｴﾎﾟｷｼ樹脂等で仕上げる。

 記号

 内容 改修工程

 工法名

 H-1工法 ﾀｲﾙ部分張替え工法

①はつり出し処理  浮き部を中心にﾓﾙﾀﾙをﾀﾞｲﾔﾓﾝﾄﾞｶｯﾀｰ等で健全部と縁を切って，
 損傷が拡大しないようにﾀｲﾙ目地に沿って切り込み，ﾀｲﾙ片を
 のみ，たがね等 ではつり取る。

（埋戻し前処理）

②ﾀｲﾙ張付け

 場合は、適切な工法により処理する。）
（ﾀｲﾙを撤去した後、露出鉄筋、ひび割れ等が確認できた

（タイル面と貼付けモルタル間の浮きの場合）
 よく乾燥させた張替え下地面に、接着剤を塗布し、ﾀｲﾙを
 張り付ける。

（貼付けモルタルと下地モルタル間の浮きの場合）
 水湿しまたは吸水調整剤の塗布を行った張替え下地面とﾀｲﾙ
 裏面の両面にﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙを塗り付け、ﾀｲﾙを張り付ける。

③目地詰め  ｺﾞﾑごて等を用いて、ﾀｲﾙ厚の1/2以下まで目地ﾓﾙﾀﾙを塗り込む。

 記号

 内容 改修工程

 工法名

 ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ部分
 ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

①ﾏｰｷﾝｸﾞ  穿孔位置をﾏｰｷﾝｸﾞする。

 H-2工法

 穿孔位置は16本／㎡とし、浮き面積が1㎡以下の場合は標準
 配置ｸﾞﾘｯﾄﾞを当てはめた最大本数程度とする。
 なお，穿孔位置がﾀｲﾙ陶片にかかる場合は，近傍のﾀｲﾙ目地
 部分に釣り合いを保ちながら移動する。

②注入孔の穿孔

④ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入

③清掃

 構造体ｺﾝｸﾘｰﾄ中に30mm程度の深さまで穿孔する。
 ｺﾝｸﾘｰﾄ用ﾄﾞﾘﾙを用いて、ｱﾝｶｰﾋﾟﾝより1～2mm大きい直径で、

 除去する。
 孔内をﾌﾞﾗｼ等で清掃後、圧搾空気または吸引機等で切粉等を

 孔内の乾燥後、ｱﾝｶｰﾋﾟﾝ固定用ｴﾎﾟｷｼ樹脂を手動式注入器に

 （充填量は注入孔１ヶ所穴当たり25mlとする。）
 よりｱﾝｶｰﾋﾟﾝ固定部の最深部から徐々に充填する。

⑤ｱﾝｶｰﾋﾟﾝ挿入

⑥孔埋め

 ｱﾝｶｰﾋﾟﾝのﾈｼﾞ切り部分にｴﾎﾟｷｼ樹脂を塗布し、気泡の巻き
 込みに注意しながら最深部まで挿入する。

 仕上げに応じて目立たない色のﾊﾟﾃ状ｴﾎﾟｷｼ樹脂等で仕上げる。

・ 複層仕上塗材

・ 厚付け仕上塗材

・ 薄付け仕上塗材 ・外装薄塗材Ｅ
・可とう形外装薄塗材E

耐候性

・有

・無

・1種

・2種

※3種

・吹付け
・ﾛｰﾗｰ
・ｺﾃ塗り

・吹付け
・ﾛｰﾗｰ・複層塗材ＣＥ

・可とう形複層塗材ＣＥ

・可とう形改修塗材Ｅ
・可とう形改修塗材ＲＥ
・可とう形改修塗材ＣＥ

　 仕上塗材
・ 可とう形改修用

・吹付け
・ﾛｰﾗｰ

・外装厚塗材Ｃ
・ｺﾃ塗り
・吹付け

・外装厚塗材Ｓｉ
・外装厚塗材Ｅ

・ﾛｰﾗｰ
・ｺﾃ塗り

・吹付け

・外装薄塗材Ｓ ・吹付け

・可とう形外装薄塗材Ｓｉ・ﾛｰﾗｰ
・吹付け・外装薄塗材Ｓｉ

呼　び　名種  類 工  法 備　考

種類及び工法

※ 水系

・ 溶剤系

・ 弱溶剤系

・ 水系 ・ つや無

※ つや有　　・ つや無

・ つや有　　・ つや無

・ つや有　　・ つや無　　・ ﾒﾀﾘｯｸ

　・ ふっ素系

　・ ｼﾘｶ系

　・ ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ系
　・ ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系
　※ ｱｸﾘﾙ系

樹脂　　　　　　溶媒　　　　　外観

[4.2.2]
[表4.2.4･5]

　２）塗り仕上げ

 改修工程  内容

 脆弱した塗膜の表面及びふくれ等をｽｸﾚｰﾊﾟｰ等で除去する。

（下地処理）
 適切な工法により処理を行う。
 脆弱部を除去後，下地のひび割れ，浮き等がある場合は，

 また，③下地調整に影響が出るほど不陸が生じている
　（3mm以上等）場合はCM-2等を用いて平滑に処理する。

 不陸が1mm程度以下の場合，下地調整塗材（C-1）を全面に

 粉化物，付着物等を高圧洗浄機にて除去し清掃を行う。
 水圧は100kg/cm２（9.8MPa）を標準とする。

（A-2工法）

（A-1工法）
 合成樹脂ｴﾏﾙｼﾞｮﾝｼｰﾗｰを塗布する。

 塗付けて平滑にする。

 塗付けて平滑にする。

（A-3工法）
 不陸が1～3mm程度の場合，下地調整塗材（C-2）を全面に

　１）既存塗膜の除去
　　　及び下地調整

 鉄筋腐食補修工法  B-1，B-2，B-3，B-4，B-5，B-6，C工法

5.仕上げ塗材改修

6.保証期間

1.露出鉄筋処理

2.ｸﾗｯｸ処理

3.ﾓﾙﾀﾙ浮き処理

4.ﾀｲﾙ面処理

［3.8.2･3］
［表3.8.4］
 (13.5.3)(4)

材種　　・配管用鋼管

　　　　※硬質ポリ塩化ビニル管　（※カラー　　・素地）

　　　　・硬質塩化ビニル雨どい　　・（　　　　　　　）

防露材のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量は，F☆☆☆☆とする

（８節　とい）

掃除口　　  　　　・設ける　　・設けない

ルーフドレンの取付け  　 ・図示　※3.8.3(8)による

たてどい受金物の取付工法  　・図示　※標仕13.5.3(4)による

既存のといその他の撤去･降雨等に対する養生方法　　・(　　　　　　)

鋼管製といの防露巻工法　　　・有り（表3.8.4による）　・無し

受金物　材種　　　　※ステンレス　 　・溶融亜鉛めっき鋼板製

　　　　取付間隔　　※表3.8.2による　・(　　　　　　　)

※シーリング充填工法　　　　　・シーリング再充填工法　　　　

8.材料

（７節　シーリング）

種類　　　　※表3.7.1による　　　　・図面図示による

施工箇所　　※図面図示による

9.目地寸法
［3.7.3］

接着性試験

　 ※簡易接着性試験　・引張接着性試験(JIS A1439)

・拡幅シーリング再充填工法　　・ブリッジ工法

7.ｼｰﾘﾝｸﾞ改修工法の
　種類

10.ｼｰﾘﾝｸﾞ材の試験

［3.7.8］

［3.7.2］
［表3.7.1］

［3.1.4］
［表3.1.2］

・図面図示による　　　・3.7.3(1)による　　　・(　　　　mm)

表面処理種　類 固定間隔

・250形

・300形

・350形

・100形

隅角部及び突当たり部

等の役物は本体製造所

の仕様による。

備　　考

固定方法及び

間隔は品質計

画で定める

呼称肉厚(mm)

1.6以上

1.8以上

2.0以上
・

（９節　アルミニウム製笠木）

・AB－1種
［3.9.2･3］
［表3.9.1］

12.材料･工法

11.材料･工法

・複層塗材Ｅ
・複層塗材Ｓｉ

・防水形外装薄塗材Ｅ

・複層塗材ＲＥ

・防水形複層塗材Ｅ
・防水形複層塗材ＲＥ
・防水形複層塗材ＣＥ

・受渡し完了の日から（　　　）年間

保証期間（　　　　）年間10

　・図面図示による　　・(　　　　　　　　　　　)

風圧力･積雪荷重に対応した工法

板材折曲げ形の取付工法　　　 ・図面図示　　・(　　　　　　　　　)

　・固定方式等　　　　・(　　　　　)　　　・図面図示による

　・固定金具の間隔　　・(　　　　　)　　　・図面図示による

既存笠木の撤去，新規アルミニウム製笠木の下地補修工法

　

仕上げの形状　　※図面図示による

防火材料の指定　　※図面図示による

上塗材の種類（ ・ 複層仕上塗材　　・ 可とう形改修塗材 ）

・P0X工法

・L4X工法

・P1Y工法

・S3X工法 教室棟・管理棟 屋根

　　　　　　　　　　　　　　　(注)X-1の立ち上がり部は全てX-2工法とする。

3．下地調整

2．水洗い・清掃

1.既存塗膜除去

脱気装置の種類･設置数量（X-1工法の場合）　　　　※材料製造所の指定による

仕上げ塗料の種類･使用量（X-1，X-2工法の場合）　 ※材料製造所の仕様による

塗材は特定化学物質無配合1成分形ウレタン塗膜防水材とする

（エバーコートZSR-300工法　同等品以上）

板材折曲げ形　笠木本体幅　　 ・図面図示　　・(現場採寸による)

・BB－1種

・BA－1種

　　　　　　　板厚　　　　　 ・図面図示　　※2.0mm　　・(1.9mm)

古賀東小学校他２校 体育館等 空調設備設置工事

　・撤去しない(補修･処置　※3.2.6(4)(ｳ)(g)による)

 Uｶｯﾄｼｰﾙ材充填工法

Ａ-０２
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工事名称 図面名称 A3 縮尺 No
　　　　　　神崎信二

一級建築士　第323073号
A1 縮尺 日付

福岡県知事登録第1ｰ30027号株式会社　海　渡　設　計
特記仕様書（3）

―

―

等級

　
５
　
建
具
改
修
工
事［

５
章］

（１節　共通事項）

新規建具を設ける壁の開口方法、周囲の補修方法･範囲　※図面図示による

建具見本の製作　　・行う　　　※行わない

特殊建具の仮組　　・行う　　　・行わない

建具の種類

・アルミニウム製建具

・鋼製建具
・内部

・ステンレス製建具

・鋼製軽量建具

・外部

工　　　法

・かぶせ工法　・撤去工法

・かぶせ工法　・撤去工法

・かぶせ工法　・撤去工法

・かぶせ工法　・撤去工法

・かぶせ工法　・撤去工法

1.改修工法の適用

［5.1.3～5･7］

2.性能及び構造 外部に面する建具

防音ドアセット，防音サッシ　　・適用する(等級　　　)　　・適用しない

・Ａ種 　Ｓ－４
　Ａ－３ 　Ｗ－４

種別 耐風圧性 気密性 水密性

※70　 ・100
・Ｂ種 　Ｓ－５

・Ｃ種 　Ａ－４ 　Ｗ－５ ※100　・（　　）

枠の見込み寸法（mm）

　Ｓ－６

耐震ドアセット　・適用する(面内変形追随性等級　　　)　　・適用しない

断熱ドアセット，断熱サッシ　　・適用する(等級　　　)　　・適用しない

網戸　　※合成樹脂製（線径0.25mm以上，網目16～18ﾒｯｼｭ）

　　　　・ガラス繊維入り合成樹脂製（線径･網目　　　　　　）
　　　　・ステンレス製(SUS316)（線径･網目　　　　　　）

3.材料

4.形状及び仕上げ 表面処理　　外部　・BB-1種　・(       )
　　　　  　内部　・AC-1種　・(       )

結露水処理　※図面図示による

水切り板，ぜん板等　　※図面図示による

※内はずし　　　・外はずし　　　・図示

学校施設については、内はずしを標準とする。

（２節　アルミニウム製建具）

6.障子取り外し方式

鋼板類の厚さ　※表5.5.1による　　・図面図示による

（注）　片開き、親子開き及び両開き戸の１枚の戸の有効開口幅が950mm
　　　又は有効高さが2,400mmを越える場合は表16.5.1は適用しない。

・召合せ､縦小口包み板等の材質
　　　※鋼板　　・ステンレス鋼板　　・アルミニウム合金の押出形材

鋼板 めっき付着量

・溶融亜鉛めっき鋼板(JIS G3302)

・電気亜鉛めっき鋼板(JIS G3313)

・ビニル被覆鋼板(JIS K6744) ・SG ・SE

※Z06又はF06　　・(　　　　)

※E24　　・（　　　　）

・カラー鋼板　・塗装溶融亜鉛めっき鋼板

・Z06又はF06　・E24

※Z06又はF06　　・(　　　　)

・電気亜鉛めっき鋼板 ※E24　　・（　　　　）

（５節　鋼製軽量建具）

簡易気密型ドアセット　※適用する(等級：Ａ－３)　・適用しない

防音ドアセット，防音サッシ　　・適用する(等級　　)　　　・適用しない

断熱ドアセット，断熱サッシ　　・適用する(等級　　)　　　・適用しない

耐震ドアセット　　・適用する(面内変形追随性等級　　)　　・適用しない

［5.5.2］

［5.5.3］

［5.5.4］

外部に面する鋼製建具の耐風圧性　　・Ｓ-４　　・Ｓ-５　　・Ｓ-６

簡易気密型ドアセット　　　※適用する(Ａ-３，Ｗ-１)　　　・適用しない

防音ドアセット，防音サッシ　　・適用する(等級　　)　　　・適用しない

断熱ドアセット，断熱サッシ　　・適用する(等級　　)　　　・適用しない

耐震ドアセット　　・適用する(面内変形追随性等級　　)　　・適用しない

（注）　片開き、親子開き及び両開き戸の１枚の戸の有効開口幅が950mm
　　　又は有効高さが2,400mmを越える場合は表16.4.2は適用しない。

鋼板類の厚さ　　※表5.4.2による　　・図面図示による
［5.4.4］
［表5.4.2］

［5.4.2］

（４節　鋼製建具）

（６節　ステンレス製建具）

外部に面する鋼製建具の耐風圧性　　・Ｓ-４　　・Ｓ-５　　・Ｓ-６

簡易気密型ドアセット　　　※適用する(Ａ-３，Ｗ-１)　　　・適用しない

防音ドアセット，防音サッシ　　・適用する(等級　　)　　　・適用しない
断熱ドアセット，断熱サッシ　　・適用する(等級　　)　　　・適用しない
耐震ドアセット　　・適用する(面内変形追随性等級　　)　　・適用しない

材質　屋外　※SUS304　・SUS430JIL　・SUS443J1　・(　　　　）
　　　屋内　※SUS304　・SUS430JIL　・SUS443J1　・(　　　　）

表面仕上げ　　※ＨＬ　　・(　　　　　　　）

曲げ加工　　　※普通曲げ　　・角出し曲げ

［5.6.2］

［5.6.3］

［5.6.4］

［5.6.5］

7.性能及び構造

8.形状及び仕上げ

9.性能及び構造

10.材料

11.形状及び仕上げ

12.性能及び構造

13.材料

14.形状及び仕上げ

15.工法

備　　　考

ガラスブロックの表面形状，呼び寸法及び厚さ，壁用金属枠及び補強材，

ガラス留め材　・シーリング

　　　　　　　・グレイジングガスケット（グレイジングビート形）
　　　　　　　・グレイジングガスケット（グレイジングチャンネル形）

溝の大きさ　　※建具製造所の仕様　　・(　　　　　)

板ガラス　　　材料はＪＩＳ規格品とし、厚さ・種類等は図面図示による。

   寸法 ，形状等

   積み

目地部の横力骨の納まり　　※製造所の仕様による　　　・図面図示による

化粧目地モルタル色　　　　・（　　　　　　　）

金属製化粧カバーの材質，寸法，形状　　　　　　　※図面図示による

品質JIS A 5759による

飛散防止率　D1

名　　称 種　類 張り面 性能値

※内張り ・外張り第2種※ガラス飛散防止フィルム

　
６
　
内
装
改
修
工
事［

６
章］

19.材料

20.ガラス溝の

21.ガラスブロック

22.ガラス用フィルム

（１節　共通事項）

1.改修範囲
［6.1.3］

既存壁の撤去に伴う当該壁の取合う天井、壁、床の改修範囲

天井内の既存壁の撤去に伴う当該壁の取合う天井の改修範囲

天井の撤去に伴う取合部の壁面の改修

［5.2.2］

［5.2.3］

［5.2.4］

5.工法［5.2.5］

　 寸法

握り玉，レバーハンドル，押板類，クレセント等の取付け位置
　　※図面図示による

・マスターキー　　※製作する　　・製作しない　　・既存に合わせる
・鍵の本数　　　　※３本１組　　・（　　　　　　）

・鍵箱（既製品）　・用意する　　・用意しない

16.材質，形状及び

17.取付け施工

18.鍵

14.形状及び仕上げ

15.工法

（７節　木製建具）

［5.7.2］
16.材料

含水率　　※Ａ種　　・Ｂ種

［5.7.3］

［5.7.4］
ふすま　縁仕上げ　・図面図示による

・図面図示による。

（８節　建具用金物）

金物の種類及び見え掛り部の材質　　※図面図示する　　・表5.8.1
樹脂製建具金物に使用する丁番　　　※表5.8.3による

［5.8.2］

［5.8.3］

［5.8.4］

（１４節　ガラス）

［5.14.2］

［5.14.3］

［5.14.5］

目地幅の寸法　　　　　　　※5.14.5(2)(ｳ)(a)による　　・(　　　　　　)
伸縮調整目地の位置　　　　※5.14.5(2)(ｳ)(b)による　　・(　　　　　　)

2.既存床の撤去及び
　下地補修

［6.2.2］

ビニル床シート等の撤去

　・　下地モルタルとも（ ・ 図示による　　・ 撤去範囲全て）　

　※　仕上材のみ（接着剤とも）

合成樹脂塗床材の除去工法

 ・ 機械的除去工法　・ 目荒し工法
既存のコンクリート又はモルタル面の下地処理に用いるポリマーセメントモルタル
及びエポキシ樹脂モルタルは、4章外壁改修工事による。

改修後の床の清掃範囲

　・　壁厚程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う
　※　図示の範囲

　・　壁面より両側600mm程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う
　※　図示の範囲

　・　既存のまま
　※　図示の範囲

　下地補修
3.既存壁の撤去及び

［6.3.2］

間仕切壁撤去に伴う他の構造体の補修

 ※　図示による

 ※　改修標準仕様書4.4.9によるモルタル塗り

 （塗り厚25mmを超える場合の処理　※　図示による）

4.施工一般

［6.5.2］

材料のホルムアルデヒド放散量

 ※　F☆☆☆☆又は改修標準仕様書6.5.2(1)(ウ)(b)による

・製材 ・JAS 1083-5 製材-第5部に基づく下地用製材

施工箇所 寸法（mm)

※2級

・

※2級

・

・JAS 1083-2 製材-第2部に基づく造作製材

施工箇所 寸法（mm)

・

・

※上小節

※小節以上

※A種　・B種

含水率

※A種　・B種

保存処理等級

※A種　・B種

※A種　・B種

含水率 保存処理

見え掛り面

見え掛り面

以外

・JAS 1083-6 製材-第6部に基づく広葉樹製材

施工箇所 寸法（mm)

・

・

含水率 保存処理等級

※1級

※1級

※1級

・

※10%以下

・A種　・B種

※10%以下

・A種　・B種

※10%以下

・A種　・B種

・JAS 1083（製材）以外の製材

施工箇所 寸法（mm)

・適用する

・適用しない

防虫処理

※A種

・B種

・

含水率材面の品質

造作材の場合

（　　　　）

（※A種 ・B種）

・適用する

・適用しない

※A種

・B種

・

造作材の場合

（　　　　）

（※A種 ・B種）

・適用する

・適用しない

※A種

・B種

・

造作材の場合

（　　　　）

（※A種 ・B種）

・造作用集成材 ・「集成材の日本農林規格」による造作用集成材

施工箇所 品名 樹種名 寸法（mm)
材面
見付け 見付け材面の品質

※1等 ・2等

※1等 ・2等

※1等 ・2等

・「集成材の日本農林規格」による化粧ばり造作用集成材

施工箇所 品名

化粧薄板：

化粧薄
板の厚

寸法
（mm） 材面

見付け 見付け材面の品質
さ(mm)

※1等 ・2等

※1等 ・2等

※1等 ・2等

樹種名

芯材：

化粧薄板：

芯材：

化粧薄板：

芯材：

・「集成材の日本農林規格」以外の造作用集成材

施工箇所 含水率樹種名 寸法（mm) 見付け材面の品質

※15%以下

・

※15%以下

・

・「集成材の日本農林規格」以外の化粧ばり造作用集成材

施工箇所

化粧薄板：

樹種名

芯材：

化粧薄板：

芯材：

化粧薄板：

芯材：

寸法

（mm）

化粧薄板の

厚さ(mm)

見付け材面

の品質
含水率

※15%以下

・

※15%以下

・

※15%以下

・

　単板積層材

・造作用

施工箇所 品名 表面の品質
寸法

（mm）
防虫処理

・適用する

・適用しない

施工箇所 防虫処理

・適用する

・適用しない

寸法

（mm）
表面の品質 含水率

・

※14%以下

・JAS 0701以外の造作用単板積層材

・JAS 0701に基づく造作用単板積層材

・JAS 3079に基づく直交集成板

施工箇所 強度等級
接着性能
(使用環境)

種別品名 樹種名
寸法
（mm）

・合板等 ・「合板の日本農林規格」による普通合板

施工箇所
（mm）
厚さ 単板の

樹種名
接着の
程度

防虫処理

※5.5

板面の品質

広葉樹

※2等以上

※1類 ・適用する・1等

・ ・2類 ・適用しない針葉樹

※C-D以上

・

施工箇所

・「合板の日本農林規格」による構造用合板

※2級以上

・1級

等級
単板の
樹種名

※1類

・特類

接着の
程度

板面の
品質

※C-D以上

・

厚さ
(mm)

※12

・

・適用

する

・適用

しない

強度
等級

・適用する

(　　)

・適用しない

防虫
処理

・「合板の日本農林規格」による化粧ばり構造用合板

施工箇所
厚さ
(mm)

単板の樹種名 接着の性能 防虫処理

・適用する

・適用しない

・特類

・1類

・「合板の日本農林規格」による天然木化粧合板

施工箇所 化粧板に使用する単板の樹種名
厚さ
(mm)

接着の性能

・1類

・2類

防虫処理の適用

・適用する

・適用しない

・「合板の日本農林規格」による特殊加工化粧合板

施工箇所
厚さ
(mm)

接着の性能

・1類

・2類

単板の樹種名 化粧加工の方法 防虫処理の適用

・適用する

・適用しない

・パーティクルボード

施工箇所 厚さ
(mm)

表裏面の状態に
よる区分

曲げ強さに
よる区分

耐水性に
よる区分

難熱性に
よる区分

・15

・

※13タイプ

・

※P又はM

・

・構造用パネル

施工箇所 品名
(mm)

・MDF

施工箇所

寸法

厚さ
(mm)

表裏面の状態
による区分

曲げ強さに
よる区分

接着剤に
よる区分

難燃性に
よる区分

造作材の化粧面の釘打ち5.接合具等
［6.5.3］ 　※　隠し釘打ち

　・　釘頭埋め木

　・　つぶし頭釘打ち

　・　釘頭現し

諸金物

　※　かすがい、座金、箱金物、短冊金物

　　　（改修標準仕様書表6.5.3～5に示す程度の市販品　表8.20.1のF種程度)

　・　　　　　　　（形状：　　　　　　寸法：　　　　　　　　　・　　　　　　　（形状：　　　　　　寸法：　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　材質：　　　　　　　）

6.接着剤
［6.5.3、4］

接着剤のホルムアルデヒド放散量

　※　F☆☆☆☆

　・

色調　　　　※シルバー色

古賀東小学校他２校 体育館等 空調設備設置工事

防火戸の指定、｢防犯建物部品｣の適用　※図面図示による

壁補修 箇所

壁 補修箇 所

捨 胴縁

見 切材

現況に よる

現況に よる

23.アルミパネル
  表裏アルミ板 t1.0mm  芯材：アルミハニカム

アルミハニカムパネルとする

古賀 中学校

体育 館

横羽 目板

古賀 中学校

体育 館

木製 笠木

Ａ-０３

2025年12月



芯材：フラッシュ戸

　

24.カーテンボックス

溝幅90×深さ150

・行わない

・行う

厚さ ※図示による ・(  mm)

表面性能(         )
 ・塗装

 ・オーバーレイ ・プリント

化粧加工の方法

種類 規格 防虫処理

・行わない

・行う

厚さ  ※図示による  ・(  mm)

化粧板の樹種名

・行わない

・行う

板面の品質

表板の樹種名

厚さ  ※図示による  ・(  mm)

・特殊加工化粧合板

・天然木化粧合板

・普通合板

合板［6.13.2］

 ※図示による
［表6.13.1］ 表面への化粧張り等の加工

 ※F☆☆☆☆
MDF及びパーティクルボードのホルムアルデヒド放散量［6.13.2］

・9.5(準不燃)

　（トラバーチン）

・化粧せっこうボード

・12.5(不燃)幅440mm程度

専用下地材有り

模様 (・柾目  ・板目)・化粧せっこうボード(木目)

・9.5・せっこうラスボード

・強化せっこうボード

・12.5(不燃)・シージングせっこうボード

・9.5(不燃)

・化粧有(トラバーチン模様)

・化粧無(下地張り用)・不燃積層せっこうボード

・12.5(不燃)  ・15(不燃)

・12.5(不燃)  ・15(不燃)・せっこうボードせっこうボード製品

・25(ガラスクロス包)・グラスウール吸音ボード32K

・25・ロックウール吸音ボード1号

(・9(不燃) ・12(不燃)・  )

・凹凸タイプ

(・9(不燃) ・12(不燃)・  )

・フラットタイプ・ロックウール化粧吸音板吸音材料

・10 ・12

・塗装

規格名称

木質系セメント板

繊維強化セメント板

繊維板

(VSボード)

火山性ガラス質複層板

パーティクルボード

・プラスチックオーバーレイ

・単板オーバーレイ・化粧パーティクルボード

・10 ・12 ・15 ・18

・無研磨板 ・研磨板

（・天井仕上げ ・内装仕上げ

　（・無研磨板 ・研磨板）

　（・無研磨板 ・研磨板）

　（・無研磨板 ・研磨板）

　（・無研磨板 ・研磨板）

・9　・12　・15　・18

 ・　　　　）

A級

厚さ(mm)等

・2.5　・3.5　・5　・7

・内装用化粧ハードボード

・素地ハードボード

・2.5　・3.5　・5　・7

・内装用化粧ハードボード

・素地ハードボード

・3　・7　・9　・12

・15　・20　・25

・15　・20　・25

・15　・20　・25

・12　・15　・18　・21

タイプ2（無石綿）・6　・8

・

・30

・単板張りパーティクルボード

種類

・インシュレーションボード

　（テンパードボード）

・ハードボード

　（スタンダードボード）

・ハードボード

　ファイバーボード(MDF)

・ミディアムデンシティ

・火山性ガラス質複層板

・けい酸カルシウム板

・普通木片セメント板

・硬質木片セメント板

・普通木毛セメント板

・中質木毛セメント板

・硬質木毛セメント板

せっこうボード、その他ボード

［6.13.2］
   及び合板張り
   その他のボード
20.せっこうボード、

 ・ウレタン樹脂ワニス塗り

現場塗装仕上げ［6.11.6］

 ※合成樹脂発泡シート

接着工法の場合の不陸緩和材

※改修標準仕様書6.11.6による

※改修標準仕様書6.11.4による

※改修標準仕様書6.11.2による

種類

・複合フローリング

　ボード1等

・

・

・

厚さ、幅、長さ

・

・

・

樹種

・接着工法

・釘留め工法(直張り)

工法

・釘留め工法(根太張り)

複合フローリング

・

・

・

厚さ、幅、長さ

・

・

・

・

樹種

・接着工法

・接着工法

・釘留め工法(直張り)

工法種類

・釘留め工法(根太張り)

　ブロック1等

・フローリング

　ボード1等

・フローリング

単層フローリング
 ・

 ※改修標準仕様書6.11.2(2)による
フローリングのホルムアルデヒド放散量等

［6.11.2～5］

18.フローリング張り

 ※F☆☆☆☆

塗床材のホルムアルデヒド放散量［6.10.4］

［6.8.4］

※平滑仕上げ

・樹脂モルタル工法
・厚膜流しのべ工法
・薄膜流しのべ工法

・防滑仕上げ

・平滑仕上げ

・つや消し仕上げ
・防滑仕上げ
※平滑仕上げ

仕上げの種類工法施工箇所

・薄膜型塗床材

　エポキシ樹脂系塗床材

・厚膜型薄塗材

種別

　弾性ウレタン樹脂系塗床材

・厚膜型薄塗材

［6.10.3］
17.合成樹脂塗床

 形状等　※図示による

 種類（　　　　）

 材質（　　　　）

見切り、押え金物

 階段部分　※模様流し　・市松敷き　・（　　　　）

 平場　※市松敷き　・模様流し　・（　　　　）

タイルカーペットの敷き方

 ※F☆☆☆☆

タイルカーペット用接着剤のホルムアルデヒド放散量

・

※6.5

・

※500×500

・

※6.5

・

※500×500

・

※6.5

備考総厚さ(mm)

・

寸法(mm)

※500×500

・カット・ループ併用
・第一種

・第二種

・第一種
・カットパイル

・第二種

施工箇所

・第二種

種類

※第一種
※ループパイル

パイルの形状

・タイルカーペット

 ※F☆☆☆☆
タフテッドカーペット用接着剤のホルムアルデヒド放散量
 ・

 ※反毛フェルト（JIS L 3204）の第212号　呼び厚さ　8mm

備考

・適用しない

・適用する

帯電性工法

・グリッパー工法

・全面接着工法

パイルの長さ(mm)

・

・4～6　・　

・5～7　・　

パイルの形状

・カット、ループ併用

・ループパイル

・カットパイル

・タフテッドカーペット［6.9.3］［6.9.2］

 ※反毛フェルト（JIS L 3204）の第2種1号　呼び厚さ　8mm

下敷き材

 ※ヒートボンド工法　・つづり縫い
織じゅうたんの接合方法［6.9.3］
 ・

 ※無地の織りじゅうたんの種別（・A種　　・B種　　・C種)
パイル糸の繊維種等

色柄（※模様のない無地　　・　　　　　　）

・適用しない

・適用する

パイル形状

・カットパイル

・ループパイル

・カット/ループパイル・アキスミンスターカーペット

織り方

・ダブルフェースカーペット

帯電性

・ウィルトンカーペット

・織じゅうたん
［表6.9.1］［6.9.2］

16.カーペット敷き

15.ビニル床タイル

14.ビニル床シート

寸法(mm)　（　　　　）×（　　　　）

厚さ(mm)　・3.0　・4.5　・6.0　・9.0

色柄　（　　　　）

種類　・単層品　・積層品・ゴム床タイル

 ※1.5以上

厚さ(mm)

 ※60　　・75　　・100

高さ(mm)

 ・軟質　　・硬質

材質の種類・ビニル幅木

寸法：　　厚さ：

厚さ：

厚さ：

形状：

寸法：　　厚さ：

厚さ：

ー

・防滑性床タイル

・防滑性床シート

・耐動荷重性床シート

厚さ、寸法、形状(mm)性能種類

・視覚障害者用の床タイル

・帯電防止床タイル

・帯電防止床シート

シート・タイルの種別
・特殊機能床材

・FOB

・FOA ・

・3.0・500×500

・柄物

※KT

・FT ・2.5・450×450

・2.0・300×300

寸法（mm） 備考厚さ（mm）

・TT

色柄

・無地

種類の記号

　※熱溶接工法

目地処理する場合の工法

備考

※2.0

・

厚さ（mm）色柄

・柄物

・マーブル柄
・

※FS
・無地

種類の記号
［6.8.2、3］

　※改修標準仕様書6.7.4(5)による

出入口及びこれに準ずる開口部の補強［6.7.4］

　※図示による

スタッドの高さが5.0mを超える場合［表6.7.1］
　・

　・図示による

スタッドの高さによる区分に応じた種類
　※改修標準仕様書表6.7.1による

スタッド、ランナの種類

［6.7.3］
13.軽量鉄骨壁下地

（補強方法　※図示による）

（補強箇所　※図示による）

・天井の下地材における耐震性を考慮した補強

（補強方法　※図示による）

（補強方法　※図示による）

・天井のふところが3.0mを超える場合

・吊りボルトの間隔が900mmを超える場合

　・行わない

　　　　　　　　　400N程度)

　　　　　　　　　部材等の単位面積あたりの質量が20kg/㎡以内の天井の場合は
　（確認強度　　※吊りボルト受け等の間隔が900mm程度以下かつ天井面積構成
　（試験箇所数　※屋内の場合、当該階において3箇所)
　・行う

施工アンカーの確認試験

　・使用する　　・使用しない

既存の埋込みインサート［6.6.4］

［6.6.3］

　・図示による

　野縁の間隔

　・図示による

　周辺部の端からの間隔

　・図示による

　野縁受、吊りボルト及びインサートの間隔

屋外の形状及び寸法

　※19形　　・25形

　屋内

　※25形　　・19形

　屋外

野縁等の種類

［6.6.2］
天井下地

12.軽量鉄骨
　・

　※杉又は松

・壁及び天井下地に用いる木材の樹種名(製材を用いる場合)
［6.5.9］

11.壁及び天井下地
　・

　※ひのき

・緑甲板及び上がりがまちに用いる木材の樹種名(製材を用いる場合)
［6.5.8］

10.床板張り
　・

　※吊元枠、水掛りの下枠及び敷居はひのき、その他は松又は杉
・窓、出入口その他に用いる木材の樹種名(製材を用いる場合)

［6.5.7］
　出入口その他
9.窓、

　・

　※杉又は松

・床組に用いる木材の樹種名(製材を用いる場合)
　・
　※杉又は松

・間仕切軸組に用いる木材の樹種名(製材を用いる場合)

［6.5.6］
　及び床組み
8.内部間仕切軸組

　 適用部位（　　　　　　　　　　　　）

・合板等の加圧注入処理等の適用

　 適用部位（　　　　　　　　　　　　）

・薬剤の接着剤への混入による防腐・防蟻処理

・

薬剤の種類

※JIS K 1571に適合又は同等品

適用部材

・

・

処理の方法

※改修標準仕様書6.5.5(1)(b)②による

・薬剤の塗布等による防腐・防蟻処理

・K2　・K3　・K4

・K2　・K3　・K4

・K2　・K3　・K4

保存処理性能区分適用部材

・薬剤の加圧注入による防腐・防蟻処理

［6.5.5］
7.防腐・防蟻処理

下敷き材(グリッパー工法の場合)

　
６
　
内
装
改
修
工
事［

６
章］

(

続
き
　
１）

二重床仕様：（・乾式二重床　　・湿式二重床）

耐火構造とする

19.OAフロア

90.耐火間仕切り

遮音性能を考慮し、壁内にグラスウール(24kg/m3 50mm厚)を充填する

　

施工箇所

天井

ホワイトボード
※福岡県黒板工事特記仕様書の項目を適用する ・図示による

（廻り縁）

材種　※アルミニウム押出型材　・塩化ビニル製

22.点検口

21.天井見切縁

23.黒板及び

　

　合板類 ホルムアルデヒド放出量　※　F☆☆☆☆

ホルムアルデヒド放出量　※　F☆☆☆☆

24.造作家具類

下地：軽量鉄骨壁下地（スタッド65型 ランナー75型）

（遮音性能　TLD-50程度とする）
上貼面材：強化石膏ボード12.5mm等の二重張り

床仕上げ高さ＝既設FL＋80mm

床の遮音性能：軽量衝撃音LL-40、重量衝撃音 LH-50 程度

(ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ12mm、合板下貼12mmを貼った場合のフローリング上端までの高さ）

　

　24.カーテンレール 材質 ※ステンレス製　　　・アルミニウム製　　・鋼製

形状 ※C型またはD型　　　・角型

　

24.木製建具 　

引き戸は下部にレールを用いることとする

材種　　・アルミ製　　・木製（EP－G塗装）

　

　

形状

工事名称 図面名称 A3 縮尺 No
　　　　　　神崎信二

一級建築士　第323073号
A1 縮尺 日付

福岡県知事登録第1ｰ30027号株式会社　海　渡　設　計

―

―

特記仕様書（4）

※ アルミニウム

・ アルミニウム

材種

・450×450 ・600×600

・450×450 ・600×600床 　・ステンレス

寸法

MDF、ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ　

面材：オレフィン系シート貼り

古賀東小学校他２校 体育館等 空調設備設置工事

　・（　　　　）

Ａ-０４
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飛散防止措置　※湿潤化　　・固形化

　　　　　　　　基準法に基づく指定又は認定のあるものとする。

・モルタル面及びせっこうプラスター面　　　・Ａ種　　・Ｂ種

［6.13.2］ 合板のホルムアルデヒド放散量

　※改修標準仕様書6.13.2(3)(イ)の(a)～(d)のいずれか

　・
接着剤のホルムアルデヒド放散量

　※F☆☆☆☆

天井ボード類(ロックウール吸音板を除く)の重ね張りを行う場合［6.13.3］

合板類の張付け　・A種　・B種

せっこうボードの目地工法等

　目地工法の種類　　※仕上表による

突付け工法及び目透し工法のエッジの種類

　・ベベルエッジ　　・スクェアエッジ

21.壁紙張り
［6.14.2］

ホルムアルデヒド放散量　※F☆☆☆☆

施工箇所

・

・

・

・

紙

・

・

・

・

ﾋﾞﾆﾙ

塩化
繊維

・

・

・

・

その他

・

・

・

・・

・

・

・

無機質

・不燃 ・準不燃 ・難燃

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ

・

・

・

・

壁紙の種類

防火性能 備考

［6.14.3］ モルタル及びプラスター面の素地ごしらえの種別

　※B種　　・A種

コンクリート面の素地ごしらえの種別

　※B種　　・A種

せっこうボード面及びその他のボード面の素地ごしらえの種別

　※B種　　・A種

モルタル22.モルタル塗り

［6.15.3、5、6］
既製目地材

　・現場調合材料　　・既調合材料

　・設ける 施工箇所 (        ) 形状 (※図示による)

　・設けない

［6.15.5］ 壁面の仕上げ厚又は全塗り厚が25mmを超える場合の下地処理

　・
床の目地［6.15.6］

　・設ける

　　目地割り

　　　※2㎡程度（最大目地間隔 ※3m程度）

　　目地の種類

　　　※押し目地

　・設けない

［6.16.2］
23.タイル張り 伸縮目地の位置

　床タイル（※ 縦、横とも4m以内ごと　・図示による　)
　床タイル以外（・図示による　　)

見本焼き　・行う（施工箇所：　　　　）　・行わない

試験張り　・行う（範囲、仕様等は図示による）　・行わない

［6.16.3］ ・セメントモルタルによるタイル（セラミックタイル）張り

　 タイルの形状、寸法等

施工箇所
形状/寸法

(mm)

再生材料の

適用 Ⅰ類 Ⅱ類 Ⅲ類

吸水率による区分

施ゆう

うわぐすり

無ゆう 有 無

役物

標準 特注

色 耐凍害性

有 無

耐滑

り性
備考

・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

標準的な曲がりの役物は一体成形とする

既調合モルタル（品質・性能、試験方法は別表による）

　モルタル下地としたタイル工事に使用する張付け用

　モルタルとして、セメント、細骨材、混和剤等を予め

　工場において所定の割合に配合した材料とする。

既調合目地材（品質・性能、試験方法は別表による）

壁タイル張りの工法［6.16.4］
　内装タイル　・密着張り　・改良圧着張

内装タイル以外のユニットタイル

　・マスク張り　・モザイクタイル張り

　・有機系接着剤によるタイル（セラミックタイル）張り

　 タイルの形状、寸法等

施工箇所
形状/寸法

(mm)

再生材料の

適用 Ⅰ類 Ⅱ類 Ⅲ類

吸水率による区分

施ゆう

うわぐすり

無ゆう 有 無

役物

標準 特注

色 耐凍害性

有 無

耐滑

り性
備考

・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

1.材料

・せっこうボード及びその他ボード面

（２節　下地調整）

　　　　　・継目処理工法(新規)　　　　※ＲＡ種　　・ＲＢ種　　・ＲＣ種

・コンクリ－ト面、押出成形セメント板　・ＲＡ種　　・ＲＢ種　　・ＲＣ種

・コンクリート面、ＡＬＣパネル面　　　・ＲＡ種　　※ＲＢ種　　・ＲＣ種

・モルタル面、プラスター面　　　　　　・ＲＡ種　　※ＲＢ種　　・ＲＣ種

・亜鉛めっき鋼面　　　　　　　　　　　・ＲＡ種　　※ＲＢ種　　・ＲＣ種

・鉄鋼面　　　　　　　　　　　　　　　・ＲＡ種　　※ＲＢ種　　・ＲＣ種

・木部　　　　　　　　　　　　　　　　・ＲＡ種　　※ＲＢ種　　・ＲＣ種

　　　　　・上記以外　　　　　　　　　・ＲＡ種　　※ＲＢ種　　・ＲＣ種

塗料のホルムアルデヒド放散量

　※F☆☆☆☆（ 屋内 ）　　・（　　　　　　　）

防火材料の指定

　・指定する　※　屋内の壁及び天井の塗料仕上げ材は防火材料とし、建築

2.下地調整の工程
　種別

［7.1.3］

［7.2.2～7］
［表7.2.1～7］

（１節　共通事項）

　・指定しない　

5.錆止め塗料塗り

（３節　素地ごしらえ）

［7.3.2～7］
［表7.3.1～7］

・コンクリート面、ＡＬＣパネル面
　　　　　　　及び　押出成形セメント板面　・Ａ種　　・Ｂ種　

・せっこうボード面及びその他ボード面　　　・Ａ種　　・Ｂ種

・鉄鋼面　　　　　　　　　　　　　　　　　・Ａ種　　・Ｂ種　　・Ｃ種

・木部　　　　　　　　　　　　　　　　　　・Ａ種　　・Ｂ種

・亜鉛めっき鋼面　　　　　　　　　　　　　・Ａ種　　・Ｂ種

3.素地ごしらえ種別

［7.4.2］

4.塗 料 種 別

・つや有合成樹脂エマルションペイント塗り（EP-G） 　・Ａ種　　※Ｂ種

・鉄鋼面　※種別は表7.4.1による

・亜鉛めっき鋼面　※種別は表7.4.2による

・合成樹脂調合ペイント塗り（SOP）　　　　※Ａ種　　・Ｂ種

・新規塗装面　見え掛り部分　　※Ａ種　　・Ｂ種　　・Ｃ種

・塗替え　　　　　　　　　　　※Ａ種　　・Ｂ種　　・Ｃ種

及びつや有合成樹脂エマルションペイント塗り（EP-G）
・合成樹脂調合ペイント塗り（SOP）
【 鉄鋼面 】

・耐候性塗料塗り（DP）

・新規塗装面　　　　　　　　　※Ａ種　　・Ｂ種　　・Ｃ種

・塗替え　　　　　　　　　　　・Ａ種　　・Ｂ種　　・Ｃ種

【 亜鉛めっき鋼面 】
・合成樹脂調合ペイント塗り（SOP）

及びつや有合成樹脂エマルションペイント塗り（EP-G）

［表7.4.5］

・　　〃　　　見え隠れ部分　　・Ａ種　　※Ｂ種　　・Ｃ種

・新規塗装　鋼製建具等　　　※Ａ種　　・Ｂ種　　・Ｃ種（共通）

・　 〃 　　　上記以外　　　・Ａ種　　※Ｂ種　　・Ｃ種（SOP塗の場合）

・　 〃 　　　上記以外　　　・Ａ種　　・Ｂ種　　※Ｃ種（EP-G塗の場合）

・塗替え　              　　・Ａ種　　・Ｂ種　　※Ｃ種（共通）

［表7.4.4］

［7.4.3］

（４節　錆止め塗料塗り）

（５節　合成樹脂調合ペイント塗り（SOP））

［表7.4.3］

［7.5.2］

［表7.5.1］

6.木  部

7.鉄鋼面
［7.5.3］

［表7.5.2］

・新規　　　　　　　　　・Ａ種　　※Ｂ種　　・Ｃ種

［7.5.4］
［表7.5.3］

・新規　　　　　　　　　・Ａ種　　※Ｂ種　　・Ｃ種

・塗替え　屋内　　　　　　・Ａ種　　※Ｂ種　　・Ｃ種

・塗替え　屋外　　　　　　・Ａ種　　※Ｂ種　　・Ｃ種

・新規　　多孔質広葉樹　　・Ａ種　　・Ｂ種　　・Ｃ種

・塗替え　　　　　　　　・Ａ種　　※Ｂ種　　・Ｃ種

・塗替え　その他　　　　・Ａ種　　※Ｂ種　　・Ｃ種
・塗替え　鋼製建具　　　※Ａ種　　・Ｂ種　　・Ｃ種

8.亜鉛めっき鋼面

・新規　　屋外　　　　　　※Ａ種　　・Ｂ種　　・Ｃ種（多孔質広葉樹除く）

・新規　　屋内　　　　　　・Ａ種　　※Ｂ種　　・Ｃ種（多孔質広葉樹除く）

（７節　アクリル樹脂系非水分散形塗料（ＮＡＤ））

（６節　クリヤラッカー塗り（ＣＬ））

表7.6.1　　・Ａ種　　※Ｂ種

表7.7.1　　・Ａ種　　※Ｂ種

（８節　耐候性塗料塗り（ＤＰ））

適用箇所 上塗り塗料等級

・亜鉛めっき鋼面

・鉄鋼面

・ｺﾝｸﾘｰﾄ面

下地調整 種別

・押出成形ｾﾒﾝﾄ板

・表7.2.2　ＲＡ種

・表7.2.2　ＲＢ種

・表7.2.2　ＲＣ種

・表7.2.3　ＲＡ種

・表7.2.3　ＲＢ種

・表7.2.3　ＲＣ種

・表7.2.6　ＲＢ種

・表7.2.6　ＲＣ種

・Ａ種

・Ｂ種

・Ｃ種

・Ａ種

・Ｂ種

・Ｃ種

・Ａ－１種
・Ｂ－１種
・Ｃ－１種
・Ａ－２種
・Ｂ－２種
・Ｃ－２種

・１級(ふっ素樹脂)

・２級(ｼﾘｺﾝ樹脂)

・３級(ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ樹脂)

・１級(ふっ素樹脂)

・２級(ｼﾘｺﾝ樹脂)

・３級(ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ樹脂)

・１級(ふっ素樹脂)

・２級(ｼﾘｺﾝ樹脂)

・３級(ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ樹脂)

（９節　つや有合成樹脂エマルションペイント塗り（ＥＰ－Ｇ））

・ｺﾝｸﾘｰﾄ面、ﾓﾙﾀﾙ面、ﾌﾟﾗｽﾀｰ面、石こうﾎﾞｰﾄﾞ面、その他ﾎﾞｰﾄﾞ面等

・鉄鋼面(屋内)  　　　　表7.9.3 　 ・Ａ種　　※Ｂ種　　・Ｃ種

・木部(屋内)　　表7.9.2　 新規　   ※Ａ種　　・Ｂ種　　・Ｃ種
　　　　　　　　　　　　　塗替え　 ・Ａ種　　※Ｂ種　　・Ｃ種

　　　　　　　　表7.9.1　　　　・Ａ種　　※Ｂ種　　・Ｃ種
　　　　　　　　　 　　　　　  ※塗替えの場合のしみ止め（※7.9.2(2)による）

・亜鉛めっき鋼面(屋内)　表7.9.4　　・Ａ種　　※Ｂ種　　・Ｃ種

［7.10.2］
表7.10.1　　・Ａ種　　※Ｂ種　　・Ｃ種

（１０節　合成樹脂エマルションペイント塗り（ＥＰ））

　　　　　　※塗替えの場合のしみ止め（※7.9.2(2)による）

［7.6.2］

［7.7.2］

［7.8.2～4］

［7.8.2］

［7.9.2～5］
［表7.9.1～4］

［表7.8.1～3］

9.工程種別

10.工程種別

11.工程種別

12.耐候性塗料塗り

13.工程種別

14.工程種別

　
７
　
塗
装
改
修
工
事［

７
章］

表7.12.1　　・Ａ種　　※Ｂ種
［7.11.2］

［7.12.2］

15.工程種別

15.工程種別

（１１節　ウレタン樹脂ワニス塗り（ＵＣ））

（１２節　ステイン塗り（ＳＴ））

・ピグメントステイン塗は、表7.12.1による

［7.13.2］
16.工程種別

（１３節　木材保護塗料塗り（ＷＰ））

表7.13.1　　・Ａ種　　※Ｂ種

・オイルステイン塗は、製造所の仕様による

　
８
　
環
境
配
慮
改
修
工
事［

９
章］

標準的な曲がりの役物は一体成形とする

　内装タイル接着剤張りの接着剤のホルムアルデヒド放散量
　　 ※F☆☆☆☆

塗厚（mm）24.セルフレベ
リング材塗り

［6.17.2、3］

 ・（　　　　）

11.断熱材打込み工法
［9.3.2］

（３節　断熱・防露改修工事）

フェノールフォーム断熱材又は保温材、接着剤のホルムアルデヒド放散量

　※F☆☆☆☆　　・（　　　　　　　）

開口部等補修のための張付け用の接着剤のホルムアルデヒド放散量

　※F☆☆☆☆　　・（　　　　　　　）
　　断熱材 JIS A 9521に基づく発砲プラスチック断熱材

　　厚さ(mm)　　　　・（　　　　　）

　　施工場所　　　　・（　　　　　）

　　種類　　　　　　・（　　　　　）

12.断熱材現場発砲
   工法

［9.3.3］

　　断熱材の種類　・A種1　・A種1H

　　吹付け厚さ（mm）　・25　・30

　　施工箇所　　　・図示による

［9.3.3］

13.断熱材後張り工法 　　断熱材 JIS A 9521に基づく発砲プラスチック断熱材

　　種類　　　　　　・（　　　　　）

　　厚さ(mm)　　　　・（　　　　　）

　・断熱材にせっこうボード等を張り付けたパネル

　　材質　　　　　　・（　　　　　）

　　厚さ(mm)　　　　・（　　　　　）

　・張り付け工法

　　断熱材の張り付け工法　　　・（　　　　　　　）

　　断熱材へのボードの張付け工法　　　・（　　　　　　　）

（４節　屋上緑化改修工事）

14.材料

［9.4.2］

植栽基盤及び材料
　・屋上緑化軽量システム

　　芝及び地被類の種類等
　　　※図示による
　　見切り材、舗装材、排水孔、マルチング材等
　　　※図示による

　　　 （品質・性能、試験方法は別表による）

15.工法

［9.4.3］

建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法

　・図示による
かん水装置

　・設置する（種類　　　　）

既存保護層の撤去

　・行う　・行わない

16.新植芝及び地被類
   の枯補償

新植した芝及び地被類の枯補償の期間

　※引渡しの日から1年
［9.4.4］

　
６
　
内
装
改
修
工
事［

６
章］

（

続
き
 
２）

1.フェンス ・ネットフェンス　
９
　
そ
の
他
工
事

　　処分にあたり、あらかじめ次の事項について調査等を行うこと。

　　　　 採取箇所数　※部材が異なる毎に1箇所　　・図示　　・(　　　　)

（2）施工調査等　　　調査範囲　  ※図示　　・(　　　　)

　　　　 採取箇所　　※外壁目地　　・図示　　・(　　　　)

　　　・現場においてサンプルを採集

　　ること。

　　分析によりPCBの含有が確認された場合は施工調査等を行い、適切に処理す

　　シーリング材のサンプルについて、専門分析機関で分析を行うこと。　グ材処分
7.PCB含有シーリン

（２節　外断熱改修工事）

［9.2.2］

8.材料

厚さ（mm）材料名 種類

・・・

・ 防火性能

9.既存外壁の処置

［9.2.3］

10.工法

［9.2.4］

　　　ａ シーリング使用部位の確認　b シーリングの長さの確認

6.石綿含有外壁仕上
　塗材の除去

　・成形板等(せっこうﾎﾞｰﾄﾞ除く)　※安定型もしくは管理型最終処分場で

　・せっこうボード　　　　　　　 ※管理型最終処分場で埋立処分

処分方法［9.1.5］
　の除去
5.石綿含有成形板等

　　　　　　　※ 手ばらし

　　　　　　　　　　　　　　　　 ・中間処理（溶融処理又は無害化処理）

［9.1.4］
　の除去
4.石綿含有保温材等

　　　　　　　・9.1.3による（手ばらし以外の場合，石綿含有吹付材に準ずる）

［9.1.2］

2.除去工事共通事項

［9.1.3］
　去工事
3.石綿含有吹付材除

　　　　　　　※ 9.1.3(2)(ｱ)による

　　　　　　　・中間処理（溶融処理又は無害化処理）

　　　　　　　　　　　 ・行わない

石綿粉じん濃度測定 　　※行う（測定箇所数（　　　　　箇所））

　　　ｃ 施工範囲と工事管理区分の確認　ｄ 廃棄物等の搬出方法　ｅ 仮設計画

［9.1.1］

（１節　石綿含有建材の除去工事）

適用基準

ア　建築物等の解体に係る石綿ばく露防止及び石綿飛散漏洩防止対策徹底マニュアル

イ　石綿含有廃棄物等処理マニュアル（第3版）　（環境省）（厚生労働省・環境省）

　　　　　　　　　

防法」という。)、廃棄物処理法、労働安全衛生法及び石綿障害予防規則(平成17年

とともに、下記マニュアル等に従い諸法令を遵守する施工に当たること。

「石綿則2月24日厚生労働省令第21号)（以下」という。）その他石綿処理に関する

大気汚染防止法及び労働安全衛生法に基づく石綿を含有する、石綿含有吹付け材

（石綿含有仕上塗材を除く。）、石綿含有保温材等（石綿を含有する保温材、耐火

石綿等の取扱については，大気汚染防止法(昭和43年6月10日法律第97号)(以下「大

有建材」という。）の除去工事に適用する。

被覆材及び断熱材）及び石綿含有成形板等及び石綿含有仕上塗材（以下「石綿含

既存外壁仕上材の撤去　・あり　・なし

下地面の清掃　　　　　・行う　・行わない

欠損部の改修工法　　　・（　　　　）

建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法

・図示による

不陸等の下地調整　　・（　　　　）

断熱材の施工

・断熱材製造所の仕様による

・（　　　　　）

外装材の施工

・外装材製造所の仕様による

・（　　　　　）

通気層の有無

・あり（　　　mm）　・なし

外装材の外壁への取付け

・図示による　・（　　　　）

笠木の施工

・改修特許仕様書第3章　アルミニウム製笠木による

・（　　　　　）

断熱材の種類

外装材の種類

（1）事前調査等

石綿作業主任者、特別管理産業廃棄物管理責任者を選定した際は、資格証明書の
写しを監督員に提出する。

除去工法　　　※適用基準参照

処分方法　　　※管理型最終処分場で特別管理型産業廃棄物として埋立処分

除去工法　　　※適用基準参照
　　　　　　　※ 原形のまま手ばらし

処分方法　　　※管理型最終処分場で特別管理型産業廃棄物として埋立処分

　　　　　　　・中間処理（溶融処理又は無害化処理）

飛散防止措置　※湿潤化　　・固形化

除去工法　　　※適用基準参照

除去工法　　　※適用基準参照

処分方法　　　・安定型もしくは管理型最終処分場で石綿含有産業廃棄物として

1.一般事項

1.遮音フェンス

朝日UNフェンス同等品とする

・遮音目隠しフェンス

・メッシュフェンス

めっきの上樹脂コート仕上げ

柱や胴縁などの主要部材の下地は「高耐食性めっき鋼板」とする。
金網は亜鉛・アルミ・マグネシウム合金メッキハガネ鉄線とする

遮音パネルはポリエチレンフォームを塗装溶融2%マグネシウム添加

55%アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板で挟み込んだ3重構造とする
また、遮音パネルには配管用の穴開けを行う。

朝日フェンスGM型GGタイプ同等品とする

工事名称 図面名称 A3 縮尺 No
　　　　　　神崎信二

一級建築士　第323073号
A1 縮尺 日付

福岡県知事登録第1ｰ30027号株式会社　海　渡　設　計

―

―

特記仕様書（5）

埋立処分

石綿含有産業廃棄物として埋立処分

古賀東小学校他２校 体育館等 空調設備設置工事

(・アルミニウム　・ステンレス(SUS 304))材質

・エアコン用防球格子は

天井吊りエアコン（W1586*D690*H235程度）に対する防球格子、

HS-GS（エコウィン）（W870*D570*H2415）同等品とする

・床置きエアコン用防球格子は

床置きエアコン（W600*D390*H1750程度）に対する防球格子、

・壁付けエアコン・輻射冷暖房パネル用防球格子は

壁付けエアコン・輻射冷暖房パネルに対する防球格子、

・輻射冷暖房パネル用防球格子は

HL-GM（W2620*D290*H950）同等品とする

ecowin HYBRID LOWBO（エコファクトリー）に対する防球格子、

3.防球格子

C-BG（エコウィン）（W2210*D980*H340）同等品とする

・エアコン取付用ブラケット、エアコン防球格子取付用ブラケットは、
上記２点（４個）のブラケットがセットされた

ブラケットは、機器重量及び作用荷重を考慮し、RC躯体に直接樹脂アンカー

（取付部分の壁仕上げは撤去すること）固定とする。

（ブラケット形状：三角ブラケット　H300*D800 L-50*50 t-4mm SOP塗装）

同等品を使用するものとする。

「天吊りエアコン・防球格子用　壁面支持用ブラケット架台」（エコウィン）

・本図面は意匠上の参考図であり、施工方法、設備工事との取り合い、構造

施工者の責任において検討・調整し、監督員の承諾を得て施工すること。

・本図面に示す納まり・寸法は、設備位置に従い、施工時に調整のうえ施工

すること。 必要に応じ、監督員の承諾を得ること。

安全性については現場条件を優先し、 構造計算等により安全性を確認の上、

・鉄骨は溶融亜鉛めっき(どぶ付け)仕上げとし、現場にてSOP塗装を施すこと。

取付は樹脂アンカーにて行うこと
・躯体への取付は、天井吊下箇所はウェッジ式懸垂吊下用アンカー、壁への

3.鉄骨下地ユニット

Ａ-０５

2025年12月

HL-W-GM-VS（エコウィン）（W2620*D460*H1485）同等品とする



GL±0

±0

工事名称 図面名称 A3 縮尺 No

A1 縮尺 日付
株式会社　海　渡　設　計 福岡県知事登録第1ｰ30027号

一級建築士　第323073号

　　　　　　神崎信二

屋外階段2

屋外階段1

倉庫

9,
00
0

7,
00
0

2,
00
0

西門

フェンス

高鉄棒

ﾌﾞﾗﾝｺ

ﾊﾝﾄﾞ棒 ｼｰｿｰ

低鉄棒

ｰ400

ｵｰｼｬﾝｳｪｰﾌﾞ

ｳﾝﾃｲ

ｽﾍﾞﾘ台

ﾎﾞｰﾄﾞ

ｼﾞｬﾝｸﾞﾙｼﾞﾑ

＋2400

-100

92
00

ｰ3,300

ｰ1290

ｰ1040

ｰ50

+2160

+2160 -1100

ｰ200

被爆ｸｽﾉｷ

門

-4500

-4500

スロープ

接道長さ　39.4ｍ

＋600

S=1/800

S=1/400

＋2160

N

体育倉庫

教室棟

±0

GL±0

高低差を表した

設計GLからの高さを表す

敷地全体の高低差を表現するため、敷地中心付近（運動場側）の高さを起点とした

GL±0

今回工事範囲を示す

プール

ｷｭｰﾋﾞｸﾙ

受水槽防災倉庫
防災倉庫

特別教室棟

管理棟

配置図　　S=1/400

倉庫

用務員室

プール付属室

渡り廊下棟

国道3号線

工事場所：古賀市新久保二丁目1番1号

古賀東小学校

福岡東医療センター

県道35号線

大根川

中川

付近見取図

隣
地
境
界
線

道路境界線

フェンス （前面道路）市道424号（幅員4.45）42条1項1号

フ
ェ

ン
ス

フェンス
隣地境界線

（前
面道路

）市道
674号（幅

員9）42条
1項

1号

歩道

車道
宅地

排水
溝

防
球ネ

ット

コ
ンク

リー
ト擁壁

（安
全上支

障な
し）

道
路境

界線

第
２
種
低
層
住
居
専
用
地
域

第
１
種
住
居
地
域

隣
地

境
界

線

プロパン庫

□　工事概要

□工事名称

建ぺい率60％　　容積率　100％

建ぺい率60％　　容積率　200％

建ぺい率60％　　容積率117.96％

□地域地区等

□敷地面積

建蔽率・容積率

防火地域

□建築面積

□延べ面積

□工事内容

法第22条区域

第１種住居地域

指定なし

都市計画区域内

第２種低層住居専用地域

その他の地域・地区

1,096.57 ㎡

第２種低層住居専用地域

第１種住居地域

合計

 5,452.14㎡

24,896.32㎡

30,348.46㎡

古賀東小学校
古賀東小学校他２校 体育館等 空調設備設置工事

工事概要・付近見取図・配置図

Ａ-０６

グラウンド

古賀東小学校他２校 体育館等 空調設備設置工事

□工事場所 古賀東小学校　体育館

古賀市新久保２丁目１番１号

体育館

体 育 館

植 込

2025年12月

＋2260

空調設備設置工事

内部改修工事

外構工事

1,029.67 ㎡



クロス板張り

１）外部の改修

工事名称 図面名称 A3 縮尺 No

A1 縮尺 日付
株式会社　海　渡　設　計 福岡県知事登録第1ｰ30027号

一級建築士　第323073号

　　　　　　神崎信二 ―

S O P 合成樹脂調合ペイント塗り E P-G つや有合成樹脂エマルションペイント塗り 石膏ボード　t=12.5 不燃　NM-8619

E　P 合成樹脂エマルションペイント塗り 化粧石膏ボード　t=9.5 準不燃　QM-0524

N A D アクリル樹脂系非水分散形塗料塗り シージング石膏ボード　t=9.5 準不燃　QM-9828

―

屋 根 備 考躯 体基 礎地　業

鉄筋コンクリート造 鉄骨造砂利事業 鉄筋コンクリート造

エ プ ロ ン 幅 木 壁 軒 天 屋 根パラペット

下地：アスファルトルーフィング22㎏/品

【玄関ポーチ】

【一般出入口部】

【玄関】

【犬走り】

軽天下地

軽天下地 【玄関庇：平場】

【玄関庇：立上】

コンクリート打放しモルタル金コテ RC面：コンクリート打放しの上

RC面：コンクリート打放しの上

ガルバリウム鋼板　t=0.6　特殊立ハゼ葺（既存のまま）

下地

仕上

備　　　　　　考

下地

仕上

アリーナ

天　井

改修前

改修後

室　名階

ー

ー

鋼製床組　H=500（既存のまま）

ー

針葉樹構造用合板t=15捨張（既存のまま） SOP

工場塗装
白色

外部開口部

木製巾木

CL塗り

（既存のまま）
100

内　壁 外 壁 内 部

ー ー ー

CL CL

その他外部

木製巾木

下地

仕上

下地

仕上

改修前

改修後

ー

ー

ー

工場塗装
白色

（既存のまま）
100

ー ー ー

ギ
ャ
ラ
リー

階

ギャラリー

床
区分

下地

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

区分

下地

仕上

下地

仕上

下地

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

塗装 天井高

ビニル巾木

廻り縁

ー

ー

ステージ

下地

仕上

改修後 ーーー

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

ー

仕上

改修前
ベースボードt=21捨張（既存のまま）

ナラフローリング　t=15張　ウレタン３回塗り（既存のまま）

CL塗り

（既存のまま）

100 CL CL

仕上 仕上 仕上

下地

仕上

下地

仕上

改修前

改修後

玄関

廊下

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

【上足部】

【下足部】

100

下地
木製床組　H=800（既存のまま）

塗装 区分 塗装 区分H

巾　木

ビニル 2,600

木製

CL

木製

CL

木製

CL

RC型枠外しのままし

グラスウールボードt＝25（既存のまま）

直天井

鉄骨現し（既存のまま）

木毛セメント板t＝25（既存のまま）

SOP

直天井

ポリスチレンフォームt=25充填貼（既存のまま）

シナ合板,有孔シナ合板t=9,12　目透し張り（既存のまま）シナ合板,有孔シナ合板t=9,12　目透し張り（既存のまま）

木組下地（既存のまま）

ＲＣ型枠外しのまま

木毛セメント板t＝25（既存のまま）

鉄骨現し（既存のまま）

下地

直天井

下地

略　語 防　火　認　定　番　号

古賀東小学校　体育館
古賀東小学校他２校 体育館等 空調設備設置工事

Ａ-０７

仕上表（  改修前・後 ）

ー

仕上 ー

ー ー ー ー ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ーー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

　・・・アスベスト含有建材を示す

　　　　（本工事の建材には含有なし）

ー

改修後

改修前

バルクタンク置場　基礎・フェンス　（新設）

ー

2025年12月

ー

輻射冷暖房パネル用防球格子（新設）

ーー

桜フローリング　t=15張　ウレタン３回塗り（既存のまま）

RC直押え（既存のまま）

無溶剤系エポキシ樹脂系塗床（既存のまま）

RC直押え（既存のまま）

抗菌性塩ビ製長尺シートt=2mm（既存のまま）

モルタル下地の上、144角タイル t=13（既存のまま）

ビニール
（既存のまま）

ギャラリーFLより上は木間仕切り下地（既存のまま） ギャラリーFLより上は木間仕切り下地（既存のまま）

RC化粧打ち放し（既存のまま）

撥水材塗布（既存のまま）

RC化粧打ち放し（既存のまま）

撥水材塗布（既存のまま）

【下部】t25PF板打ち込みの上、木胴縁下地ﾍﾞﾆﾔ(既存のまま)

【上部】t25GWクロス貼板（黒色塗装品）（既存のまま）【上部】塩化ビニル樹脂エナメル（既存のまま）

【下部】塩化ビニル樹脂エナメル（既存のまま） 塩化ビニル樹脂エナメル（既存のまま）
（黒色）

軽天下地（既存のまま）

内部用岩綿吸音板（既存のまま）

RC化粧打ち放し（既存のまま）RC化粧打ち放し（既存のまま）

塩化ビニル樹脂エナメル（既存のまま） 塩化ビニル樹脂エナメル（既存のまま）

ＲＣ型枠外しのまま

【上部】RC型枠外しのまま

【下部】RC型枠外しのまま

【上部】RC型枠外しのまま

【下部】RC型枠外しのまま

(既存のまま)

(既存のまま)

(既存のまま)

(既存のまま)

■ 内 部 仕 上 表( 古賀東小学校体育館 ) 空調設備改修

■ 外 部 仕 上 表( 古賀東小学校体育館 ) 空調設備改修

■ 改 修 概 要 ( 古賀東小学校体育館 ) 空調設備改修

■ 構 造 概 要  ( 古賀東小学校体育館 ) 空調設備改修

（階段部分　ノンスリップタイル）（既存のまま）

モルタル下地150角タイル貼（既存のまま）

コンクリート直均シ塩ビ製長尺シート（既存のまま）

モルタル金コテ仕上（既存のまま）

（既存のまま） 　　　複層塗材RE（既存のまま）

　　　一部撥水剤塗布（既存のまま）

コンクリート打放しの上撥水剤塗布（既存のまま）

コンクリート打放しの上目地切

撥水剤塗布（既存のまま）

塗膜防水（アルミ押エ金物）（既存のまま）

合成樹脂シート防水（既存のまま）

下地：木毛セメント板（既存のまま）

GHP室外機置場　基礎・遮音フェンス・砂利敷き（新設）

エアコン用防球格子（新設）　　　　

トップライト：アクリドーム600角

ステンレス樋受金物（既存のまま）

防球用カバー：スチール製ネット （既存のまま）

（既存のまま）

竪樋：φ100φ150硬質塩ビ管　EP-G塗装（既存のまま）

Ｕ字溝300用　蓋（撤去）

サイン（新設）、グレーチング（新設）

２）内部の改修 ・空調設備等　取付下地　新設

・エアコン用防球格子　新設
・輻射冷暖房パネル用防球格子　新設
・壁付けエアコン・輻射冷暖房パネル用防球格子　新設

・サイン新設・バルクタンク置場　基礎　新設
・バルクタンク置場　フェンス新設
・ＧＨＰ室外機置場　基礎　新設
・ＧＨＰ室外機置場　遮音フェンス　新設
・ＧＨＰ室外機置場　基礎周辺　砂利敷き

・サイン新設
・グレーチング設置

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

壁付けエアコン・輻射冷暖房パネル用 防球格子（新設）

1階

空調設備等　取付下地（新設）　　　　サイン（新設）



G

外構

バルクタンク置場・GHP空調室外機置場　新設

・基礎新設、フェンス新設等

※外構図参照

工事名称 図面名称 A3 縮尺 No

A1 縮尺 日付
株式会社　海　渡　設　計 福岡県知事登録第1ｰ30027号

一級建築士　第323073号

　　　　　　神崎信二 ―

1：200

古賀東小学校　体育館

アリーナステージ

体育倉庫

男子更衣室

女子更衣室

倉庫

5,600 5,900 5,900 5,900 5,900 5,900 5,300

40,400 400

玄関
控室１

放送室

控室２

スロープ

女子トイレ

みんなのトイレ

男子トイレ

X7X6X2 X3 X4 X5X1X0
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7
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0
0

4
,
80

0

4
20
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,
20

0
4
2
0Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

上部ギャラリー床

Ａ

Ｄ

Ｃ

Ｂ

垂れ壁（カーテンボックス)ライン

１階平面図（改修前・後）　S=1/100

古賀東小学校他２校 体育館等 空調設備設置工事
Ａ-０８

１階平面図（ 改修前・後 ）

展開方向

※外構図参照

A A B

B BB A B A A B

上部ギャラリー床

垂れ壁（カーテンボックス)ライン

A B AB

C

D

ギャラリー　スラブ【改修前】

【改修後】

【改修前】

【改修後】

凡
例（

改
修
前
・
後）

A E

F

G

B

エアコン・防球格子　取付下地　新設

（10箇所）

（10箇所）

※空調機器取付下地詳細図 参照

※空調機器取付下地詳細図 参照

輻射冷暖房パネル・防球格子　取付下地　新設

【改修後】

【改修前】

【改修前】

エアコン用 防球格子　新設 （10箇所）

※設備図面「格子参考図」参照

輻射冷暖房パネル用 防球格子　新設【改修後】 （10箇所）

ギャラリー　スラブ

―

―

壁付けエアコン・輻射冷暖房パネル用 防球格子　新設 （４箇所）

※設備図面「格子参考図」参照

【改修後】

【改修前】 ―

―

【改修後】

【改修前】

サイン 新設 （1箇所　2枚）

・鉄骨下地ユニット(A)の製作・加工・取付

※設備図面「格子参考図」参照

【改修後】

【改修前】

F

C

B B

D D C

A

C D C D D C

E

E

E

E

D

A

CDCCDCDC

・鉄骨下地ユニット(B)の製作・加工・取付

※設備図面「格子参考図」参照

・W2620×H950×D290　アルミ製 ・鉄骨ユニット(B)にボルト取付

・非常時の機器等の操作方法を表示する

・鉄骨ユニット(A)にボルト取付

2025年12月

改修前・後

A

D

・297×420　アルミ複合板 t=3mm ｲﾝｸｼﾞｪｯﾄ印刷貼 角丸処理

・壁仕上の上より躯体へ樹脂アンカーにて取付・W2210×D980×H340　アルミ製 ・W2620×H1485×D460 アルミ製



Ｄ

工事名称 図面名称 A3 縮尺 No

A1 縮尺 日付
株式会社　海　渡　設　計 福岡県知事登録第1ｰ30027号

一級建築士　第323073号

　　　　　　神崎信二 ―古賀東小学校　体育館
古賀東小学校他２校 体育館等 空調設備設置工事

Ａ-０９

２階平面図（ 改修前・後 ）

Ａ

Ｃ

Ｂ展開方向
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屋 根
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X7X2 X3 X4 X5 X6X1X0

1：100

２階平面図（改修前・後）　S=1/100

凡
例（

改
修
前
・
後）

２階　改修なし

2025年12月

改修前・後



工事名称 図面名称 A3 縮尺 No

A1 縮尺 日付
株式会社　海　渡　設　計 福岡県知事登録第1ｰ30027号

一級建築士　第323073号

　　　　　　神崎信二 ―

1：150

南側立面図（ 改修後 ） 西側立面図（ 改修後 ）

北側立面図（ 改修後 ） 東側立面図（ 改修後 ）

古賀東小学校　体育館
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古賀東小学校他２校 体育館等 空調設備設置工事
Ａ-１０

凡
例（

改
修
前
・
後）

A

AA
（GHP室外機置場） （バルクタンク置場）

バルクタンク置場・GHP空調室外機置場　新設【改修後】

【改修前】

・基礎新設、フェンス新設等

※外構図参照

外構

2025年12月

X1

立面図（改修前・後）



※設備図面「格子参考図」参照

A

壁掛けAC

工事名称 A3 縮尺 No

A1 縮尺 日付
株式会社　海　渡　設　計 福岡県知事登録第1ｰ30027号

一級建築士　第323073号

　　　　　　神崎信二 ―

1：100
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断面図 １（ 改修前・後 ）

古賀東小学校　体育館
古賀東小学校他２校 体育館等 空調設備設置工事

Ａ -１ １

Ａ断面図（改修前・後）　S=1/100

Ｂ断面図（改修前・後）　S=1/100

E-HL-9LRAB

壁掛けAC

A

B B

A

B

A

B B

A
改修前・後

C

D

ギャラリー　スラブ【改修前】

【改修後】

【改修前】

【改修後】

凡
例（

改
修
前
・
後）

A E

FB

エアコン・防球格子　取付下地　新設

輻射冷暖房パネル・防球格子　取付下地　新設

【改修後】

【改修前】

【改修前】

エアコン用 防球格子　新設

※設備図面「格子参考図」参照

※設備図面「格子参考図」参照

輻射冷暖房パネル用 防球格子　新設【改修後】

ギャラリー　スラブ

―

―

壁付けエアコン・輻射冷暖房パネル用 防球格子　新設【改修後】

【改修前】 ―

―

【改修後】

【改修前】

サイン 新設 （1箇所　2枚）

・非常時の機器等の操作方法を表示する

・鉄骨下地ユニット(A)の製作・加工・取付

・鉄骨下地ユニット(B)の製作・加工・取付

※設備図面「格子参考図」参照

（計10箇所）

（計10箇所）

（計10箇所）

（計10箇所）

（計４箇所）

C

D D

C C C

D D D

C

E E E E

・鉄骨ユニット(A)にボルト取付

・W2620×H950×D290　アルミ製 ・鉄骨ユニット(B)にボルト取付

2025年12月

Y5

図面名称

・297×420　アルミ複合板 t=3mm ｲﾝｸｼﾞｪｯﾄ印刷貼 角丸処理

・壁仕上の上より躯体へ樹脂アンカーにて取付・W2210×D980×H340　アルミ製

※空調機器取付下地詳細図 参照

※空調機器取付下地詳細図 参照

F

・W2620×H1485×D460 アルミ製



工事名称 図面名称 A3 縮尺 No

A1 縮尺 日付
株式会社　海　渡　設　計 福岡県知事登録第1ｰ30027号

一級建築士　第323073号

　　　　　　神崎信二 ―

1：100
断面図 ２（ 改修前・後 ）
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古賀東小学校　体育館
古賀東小学校他２校 体育館等 空調設備設置工事

Ａ -１ ２

アリーナ

Ｃ断面図（改修前・後）　S=1/100

Ｄ断面図（改修前・後）　S=1/100

E-HL-9LRAB E-HL-9LRABE-HL-9LLABE-HL-9LLAB

A

BB

A

B

A

BB

A A

C

D

ギャラリー　スラブ【改修前】

【改修後】

【改修前】

【改修後】

凡
例（

改
修
前
・
後）

A E

FB

エアコン・防球格子　取付下地　新設

※空調機器取付下地詳細図 参照

※空調機器取付下地詳細図 参照

輻射冷暖房パネル・防球格子　取付下地　新設

【改修後】

【改修前】

【改修前】

エアコン用 防球格子　新設

※設備図面「格子参考図」参照

※設備図面「格子参考図」参照

輻射冷暖房パネル用 防球格子　新設【改修後】

ギャラリー　スラブ

―

―

壁付けエアコン・輻射冷暖房パネル用 防球格子　新設

※設備図面「格子参考図」参照

【改修後】

【改修前】 ―

―

【改修後】

【改修前】

サイン 新設 （1箇所　2枚）

・非常時の機器等の操作方法を表示する

・W2620×H950×D290　アルミ製

・鉄骨下地ユニット(A)の製作・加工・取付

・鉄骨下地ユニット(B)の製作・加工・取付

※設備図面「格子参考図」参照

・鉄骨ユニット(A)にボルト取付

・鉄骨ユニット(B)にボルト取付

（計10箇所）

（計10箇所）

（計10箇所）

（計10箇所）

（計４箇所）

C

D D

C C

D

C

D

C

改修前・後

D

2025年12月

X5

・297×420　アルミ複合板 t=3mm ｲﾝｸｼﾞｪｯﾄ印刷貼 角丸処理

・壁仕上の上より躯体へ樹脂アンカーにて取付・W2210×D980×H340　アルミ製 ・W2620×H1485×D460 アルミ製



工事名称 図面名称 A3 縮尺 No

A1 縮尺 日付
株式会社　海　渡　設　計 福岡県知事登録第1ｰ30027号

一級建築士　第323073号

　　　　　　神崎信二 ―

1：30

古賀東小学校　体育館
古賀東小学校他２校 体育館等 空調設備設置工事

Ａ -１ ３

矩計図（改修前・後）

凡
例（

改
修
前
・
後）

A

アリーナギャラリー
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矩計図（改修前・後）　S=1:30

250250

A

改修前・後

B

B

【改修前】

【改修後】

・鉄骨下地ユニット(A)の製作・加工・取付

※空調機器取付下地詳細図 参照

ギャラリー　スラブ

エアコン・防球格子　取付下地　新設

【改修後】

【改修前】

エアコン用 防球格子　新設

―

・鉄骨ユニット(A)にボルト取付

（計10箇所）

※設備図面「格子参考図」参照

2025年12月

Y5

・W2210×D980×H340　アルミ製

2,400（暗幕Ｈ）

カーテンボックス



エアコン取付用下地

下地天吊け　ウェッジ式懸垂吊下用アンカー用穴あけ

下地壁付け　M10樹脂アンカー用穴あけ

機器天吊り　M10ボルト用穴あけ （3個所×2程度）

（2個所×2）

（エアコン　重量：43kg）

（1個所×2）

（3個所×2程度　位置・個所数は設備機器による）

工事名称 図面名称 A3 縮尺 No

A1 縮尺 日付
株式会社　海　渡　設　計 福岡県知事登録第1ｰ30027号

一級建築士　第323073号

　　　　　　神崎信二 ―古賀東小学校　体育館
古賀東小学校他２校 体育館等 空調設備設置工事

1：30
空調機器取付下地詳細図

Ａ-１４

アリーナギャラリー

5
0

1
50

6
00

1
00

4,800

25,000420
Y1

Y5

Y4

5
1
00

壁掛けAC

輻射冷暖房パネル

B

A

壁掛けエアコン・ 輻射冷暖房パネル・ 防球格子

（
9
8
0）

カーテンボックスライン

(2,210)

（1,586）

エアコン用防球格子取付下地

下地天吊け　ウェッジ式懸垂吊下用アンカー用穴あけ（2個所×2）

下地壁付け　M10樹脂アンカー用穴あけ （1個所×2）

機器天吊り　M10ボルト用穴あけ （3個所×2程度）

（位置・個所数は設備機器による）

ギャラリースラブライン

RC躯体ライン

エアコン・防球格子

ギャラリー

鉄骨下地ユニット(A) ※ 壁仕上げ・天井仕上げ等 現況のまま

（防球格子　重量：41kg）

[-75X40 t5mm
[-75X40 t5mm

A
天吊エアコン・防球格子 取付下地

鉄骨下地ユニット取付位置　s＝1/30

輻射冷暖房パネル・防球格子

【平面】

【正面】

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ

鉄骨下地ユニット(B)

鉄骨ユニット(A)参考図　s＝1/15

（2,620）

（2,300）

FB-50×6 FB-50×6

7
5

（
1
7
0）

（
75

）
（

10
5
0）

※ 壁仕上げ・天井仕上げ等 現況のまま

[-75X40 t5mm

[-75X40 t5mm

防球格子取付下地

M12ボルト用穴あけ

輻射冷暖房パネル取付用下地

（防球格子　重量：50kg）

（輻射冷暖房パネル　重量：36kg）

（2個所×2程度（左右))

M10ボルト用穴あけ （3個所×2程度（左右・下))

３箇所×4＝１２個

躯体取付用穴あけ

鉄骨下地ユニット(B)参考図　S=1/15

天吊エアコン

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ

カーテンボックスライン

RC躯体ライン

ギャラリースラブライン

３箇所×4＝１２個

躯体取付用穴あけ

３箇所×4＝１２個

躯体取付用穴あけ

・鉄骨は溶融亜鉛めっき（どぶ付け）仕上げとし、現場にてSOP塗装を施すこと。

・躯体への取付は、天井吊下箇所はウェッジ式懸垂吊下用アンカー、壁への取付は

樹脂アンカーにて行うこと

・鉄骨は溶融亜鉛めっき（どぶ付け）仕上げとし、現場にてSOP塗装を施すこと。

・躯体への取付は、天井吊下箇所はウェッジ式懸垂吊下用アンカー、壁への取付は

樹脂アンカーにて行うこと

ギャラリースラブ

取付下地(参考)

取付下地(参考)

2025年12月

B 鉄骨下地ユニット(B)

150 250

【正面図】

剛接合(溶接)
4箇所

FB-50×6

懸垂用ウェッジ式アンカー
BIGR-4080M(M12)8箇所

(
17

0
)

[-75X40 t5mm [-75X40 t5mm

75
6
00

(1
7
0)

[-75X40 t5mm [-75X40 t5mm

[-75X40 t5mm

懸垂用ウェッジ式アンカー
BIGR-4080M(M12)8箇所

(900)

(290) （610）

ギャラリー

樹脂アンカーM12 L=144mm
4箇所

4箇所
ピン接合(ボルト固定)

ピン接合(ボルト固定) ピン接合(ボルト固定)

アリーナ

アリーナ

【平面図】
アリーナ側

手摺

手摺

(900)

(290) （610）

手摺

ギャラリースラブ

鉄骨下地ユニット(A)

4箇所
ピン接合(ボルト固定)

樹脂アンカーM12 L=144mm 4箇所

ピン接合(ボルト固定) FB-50×6 ピン接合(ボルト固定)

鉄骨下地ユニットの製作・取付に関する注意事項

施工者の責任において検討・調整すること。 構造計算等により安全性を確認のうえ、監督員の承諾を得て

承諾を得ること。

・本図に示す納まり・寸法は、設備位置に従い、施工時に調整のうえ施工すること。 必要に応じ、監督員の

施工すること。

・本図は意匠上の参考図であり、施工方法、設備工事との取り合い、構造安全性については現場条件を優先し、

150 250

輻射冷暖房パネル・防球格子 取付下地

（樹脂アンカー　M12 L=144mm　にて壁仕上げ上より取付）



A
凡
例（

改
修
前）

外構図（ 改修前 ）S=1/100

工事名称 図面名称 A3 縮尺 No

A1 縮尺 日付
株式会社　海　渡　設　計 福岡県知事登録第1ｰ30027号

一級建築士　第323073号

　　　　　　神崎信二 ―

1：100

古賀東小学校　体育館

ステージ

5,600 5,900 5,900

控室１

放送室

控室２

X2 X3X0

4
,
80

0
7
,8

0
0

7
,8

0
0

4
,
80

0

4
20

25
,
20

0
4
2
0Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

アリーナ
ステージ

5,600 5,900 5,900

控室１

放送室

控室２

X2 X3X1X0

4
,
80

0
7
,8

0
0

7
,8

0
0

4
,
80

0

4
20

25
,
20

0
4
2
0Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

アリーナ

古賀東小学校他２校 体育館等 空調設備設置工事
外構図（ 改修前・後 ）

Ａ-１５

外構図（ 改修後 ）S=1/100

A

B

凡
例（

改
修
前
・
後）

B

改 修 前 改 修 後

バルクタンク置場　基礎新設

GLからの高さ　GL+150 C

D

ＧＨＰ室外機置場　基礎新設

鉄筋 D13@200（SD295)ダブル配筋

E

Ｆ
ＧＨＰ室外機置場　遮音フェンス新設（基礎共） サイン新設

※非常時の操作方法を表示する

G

A

（２枚×2箇所）

GLからの高さ　GL+150

9
,
50

0

2,500

C

E

F

F

ｺﾝｸﾘｰﾄ強度 Fc21 ｽﾗﾝﾌﾟ12cm(±2.5cm)

建物とバルクタンクの間は

1.5mの離隔距離を確保すること

Ｕ字溝300用　蓋　撤去

（400×600 t=60程度)

グレーチング設置（8m程度）（受枠の設置込み）

鋼（SS400）防錆処理（亜鉛めっき）

受枠の設置、跳ね上がり防止の固定を行う（再生クラッシャラン t=100mm、捨てコンt=50）

1100×8000×400

鉄筋 D13@200（SD295)ダブル配筋

（再生クラッシャラン t=100mm、捨てコンt=50）

ｺﾝｸﾘｰﾄ強度 Fc21 ｽﾗﾝﾌﾟ12cm(±2.5cm)

3500×3500×400

※フェンス参考図参照

8,0008,000

G

（8m程度)

細目グレーチング　ノンスリップ仕様

積載４ｔ仕様

2025年12月

3,000

3
,
00

0

A

・砂利敷き　厚さ50mm程度（21.51㎡）

・外周部　縁石設置（26.4m)

X1

ＧＨＰ室外機置場　基礎周辺　砂利敷き

297×420　ステンレス製 シルクスクリーン印刷

角丸処理 遮音フェンスのクランプ金物等で柱に固定

施錠（南京錠用受金物付）

バルクタンク置場　フェンス新設

フェンス長さ11ｍ、扉1ｍ（計12ｍ）
支柱はバルクタンク置場新設基礎に埋め込み

メッシュフェンス　H=2000 片開扉付

※フェンス参考図参照

配管用穴あけ1箇所
施錠（南京錠用受金物付）
上部　防球ネット貼り
片開扉（くぐり戸）付（扉Ｈ＝2000程度）
遮音フェンス　 D2500×W9500　H=2400 

※設備工事と調整の上、位置を確定すること

・基礎のための掘削残土は、敷地内に移動させる。

D



ワイヤメッシュ図 門柱・扉枠位置関係図
ワイヤメッシュ図

菊形リブ鋼管断面図パネル断面図

Ｂ部取付図

Ａ部取付図 S=1:5

工事名称 図面名称 A3 縮尺 No

A1 縮尺 日付
株式会社　海　渡　設　計 福岡県知事登録第1ｰ30027号

一級建築士　第323073号

　　　　　　神崎信二 ―

古賀東小学校他２校 体育館等 空調設備設置工事

c

b

a

cd

a

b

d

開き方向

基礎条件・・・長期許容地耐力　９８ｋＮ／㎡（１０ｔ／㎡）

設計荷重・・・昭和５７年改正の建築基準法・同施行令に基づく風圧力に
依る。

備考

設計条件

本図門扉は片側１８０゜開きとする。

  ワイヤメッシュ

・Ｕ　型　金　具

・ボルト、ナット

２．

１．
・門　柱、枠　体
　ジョイント
　押え金具

外装について
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設計条件
設計荷重・・・昭和５７年改正の建築基準法・同施行令に基づく風圧力に

依る。

備考
１．外装について

・主柱、ジョイント
亜鉛・アルミ・マグネシウム合金めっ

　押え金具 ・・・　
きの上高耐候性樹脂粉体塗装

  ワイヤメッシュ

亜鉛・アルミ合金めっきの上高耐候性
・バ　ン　ド ・・・　

樹脂粉体塗装

亜鉛・アルミ・マグネシウム合金めっ
・Ｕ　型　金　具 ・・・　

きの上防錆着色処理

・ボルト、ナット ・・・　溶融亜鉛めっきの上防錆着色処理

基礎条件・・・長期許容地耐力　９８ｋＮ／㎡（１０ｔ／㎡）

・施錠門柱の扉開き側に障害物（兼用フェンス、壁など）を有する場合には、
　両面回転施錠の戸当りが障害物と干渉するため、開き方向の変更が必要で

注意

　ある。

フェンス参考図

古賀東小学校　体育館

1：20　1：40 2025年12月
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平面図
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フロントカバ－ 六角BT M8(大W,SW付)
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開き方向

扉枠

[SUS]

(W、SW付)
門柱六角穴付ボタンBT M8

隙間防止プレ－ト

押えプレ－ト

34 41
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門柱

扉枠

ドリルビス [SUS]

取付け後、同色補修液にて
タッチアップ

BT M10

（袋ナット、W3枚、SW付）蝶番

裏
側

表
側

門柱・扉枠位置関係図 S=1:6S=1:6パネル取付図

基礎条件・・・長期許容地耐力 ９８ｋＮ／㎡（１０ｔ／㎡）

・くぐり門扉には構造上隙間が生じる。
注意

本図門扉は外側９０°開き、外側施錠とする。４．
蝶番（門柱側）及び隙間防止プレ－トは現地取付けとする。３．
隙間防止材は下胴縁に現地貼り付けとする。２．

溶融亜鉛めっきのみ・ ・・施錠装置

ボルト・ナットは溶融亜鉛めっきのみ
・ ・・ボルト、ナット

溶融亜鉛めっきの上防錆着色処理とし一部の

めっき鋼板（制震加工）
・ ・・遮音板

塗装溶融マグネシウム添加アルミ・亜鉛合金

溶融亜鉛めっきの上高耐候性樹脂粉体塗装・ ・・蝶番、押えプレ－ト

　隙間防止プレ－ト
　フロントカバ－

高耐候性樹脂粉体塗装　押えＬ型プレ－ト
・ ・

亜鉛・アルミ・マグネシウム合金めっきの上　ブラケット、縦枠
　枠体、胴縁
・主柱、門柱

外装について（ＳＵＳ品を除く）１．
備考

設計荷重・・・昭和５７年改正の建築基準法・同施行令に基づく風圧力に依る。
設計条件

遮音フェンス参考図(室外機置場)　　　　　　　S=1：40

フェンス参考図(バルクタンク置場)　　　　　　　S=1：20
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工事名称 図面名称 A3 縮尺 No

A1 縮尺 日付
株式会社　海　渡　設　計 福岡県知事登録第1ｰ30027号

一級建築士　第323073号

　　　　　　神崎信二

屋外階段2

屋外階段1
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ｰ3,300
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-4500

スロープ

接道長さ　39.4ｍ

＋600

S=1/800

S=1/400

＋2160

N

体育倉庫

教室棟

プール

ｷｭｰﾋﾞｸﾙ

受水槽防災倉庫

グラウンド

特別教室棟

配置図　　S=1/400

倉庫

用務員室

プール付属室

渡り廊下棟

隣
地
境
界
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道路境界線

フェンス （前面道路）市道424号（幅員4.45）42条1項1号

フ
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ン
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）市道
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員9）42条
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防
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低
層
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居
専
用
地
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第
１
種
住
居
地
域

隣
地

境
界

線

プロパン庫

古賀東小学校

仮設計画図

管理棟

凡　例（仮設計画)

ｰ200ｰ1040

ｰ1290

正門

植込

西門
工

搬

排
水溝

玄関

-4500児 来

+2160

ロ

ロ

ローリング足場 工事期間中配置

±0

歩道

車道

防災倉庫

特記事項 工事用出入口位置及び作業時間、足場設置位置については

工事完了時、作業場及び進入路は原型復旧のこと。

現場事務所

建物出入口

学校と十分協議のこと。

体育館は体育授業等で運用しながら工事の為、

居ながら施工であるため、内部を適切に区画し、

学校側と十分に協議のこと

安全確保と動線確保に配慮して施工すること

Ａ-１７

誘

誘

誘

現場事務所は10㎡程度とする

Ｇ

現場事務所
ＬＰガス搬入ルート

工事対象棟を示す。

既存建物

±000 GLからのレベルを示す。

誘

工 工事動線を示す。

児 児童及び職員の動線を示す。

来 来客の動線を示す。

搬 搬入車輌出入口を示す。

Ｇ ＬＰガス搬入ルート

凡　例

2025年12月

ｼﾞｬﾝｸﾞﾙｼﾞﾑ

体 育 館

仮囲い H2000程度

交通誘導警備員（資材搬出入時等）（工事期間中40人見込むこと）

古賀東小学校他２校 体育館等 空調設備設置工事



工事場所：古賀市久保107番地

工事名称 図面名称 A3 縮尺 No

A1 縮尺 日付
株式会社　海　渡　設　計 福岡県知事登録第1ｰ30027号

一級建築士　第323073号

　　　　　　神崎信二

古賀中学校

国道3号線

大根川
福岡県立古賀

竟成館高校

いきいきセンター

国
道

３
線

S=1/1000

S=1/500

ポ ンプ 室

受 水槽

N

正門

道路境界線

水路

体育館倉庫

±0

±0

弓道場

部
室

棟
部

室
棟

テニスコート
プール

テニスコート

水路

プー

ル
棟

武道場

渡廊下

WC

駐車場

管理棟

教室棟

グラウンド

野球場

前面道路

付近見取図

□　工事概要

道路境界線

（高 架水 槽なし ）

隣
地

境
界

線

道
路

境
界

線

今回工事範囲を示す

□工事名称

□地域地区等

□敷地面積

□建築面積

□延べ面積

□工事内容

都市計画区域内

市街化調整区域

防火地域：指定なし

合計 45,064㎡

ＲＣ造２Ｆ（昭和５４年７月竣工） ＲＣ造２Ｆ（平成４年４月竣工）

合計

空調設備設置工事

合計

1,628.32㎡

680.96㎡2F

1F

2,309.28㎡

2F

1F

2,016.66㎡

1,254.76㎡

空調設備設置工事

建蔽率 60％　容積率 200％ 　用途地域 指定なし

古賀中学校
古賀東小学校他２校 体育館等 空調設備設置工事

工事概要・付近見取図・配置図

号

N

Ａ-１８

体 育 館

キュービクル

体育館

2025年12月

配置図　S=1/500

古賀東小学校他２校 体育館等 空調設備設置工事

□工事場所 古賀中学校　体育館・武道場

古賀市久保107番地

武道場

766.06㎡

627.38㎡

627.38㎡

内部改修工事

外構工事



防　火　認　定　番　号略　語

有孔合板厚5.5目透し張りOS（既存のまま）

　　　　　　複層塗材（既存のまま）

コンクリート打放しサンダー処理の上

１）外部の改修 ２）内部の改修

屋 根 備 考躯 体基 礎地　業

エ プ ロ ン 幅 木 壁 軒 天 屋 根 備 考

改修前

改修後

下地

仕上

下地

仕上

改修前

改修後

下地

仕上

下地

仕上

アリーナ

改修前

改修後

図面名称 A3 縮尺 No

A1 縮尺 日付
株式会社　海　渡　設　計 福岡県知事登録第1ｰ30027号

一級建築士　第323073号

　　　　　　神崎信二 ―

S O P 合成樹脂調合ペイント塗り E P-G つや有合成樹脂エマルションペイント塗り 石膏ボード　t=12.5 不燃　NM-8619

E　P 合成樹脂エマルションペイント塗り 化粧石膏ボード　t=9.5 準不燃　QM-0524

N A D アクリル樹脂系非水分散形塗料塗り シージング石膏ボード　t=9.5 準不燃　QM-9828

―

パラペット

階 室　名
床

区分

巾　木

区分 区分塗装 塗装

廻り縁

区分

天　井

塗装 天井高

備　　　　　　考

2階

外部開口部

H

100

100

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

木製

下地

仕上

下地

仕上

■ 構 造 概 要  (古賀中学校　屋内運動場)  空調設備改修

犬走り：モルタル鏝磨き

北側ポーチ、スロープ：100角磁器質ノンスリップ

卓球場

腰　壁 壁

OP塗り

木製（ﾗｳﾝ）

VP

下地

仕上

下地

仕上

OP塗り

木製（ﾗｳﾝ）
OP OP

OP

VP
岩綿吹付け鏝仕上（ニッカウール）直天

RC面：コンクリート打放し　アクリル系リシン吹付け

古賀中学校　体育館
古賀東小学校他２校 体育館等 空調設備設置工事

仕上表（ 改修前・後 ）

ー ー ー ー ー

ー ー ー ー ー ーー ー

ー ー ー ー ー

ー

ー ー ー ー ー

ー

ー ー ー ー

ー

ー ー ー ー

ー ー ー ー ー

ー

ー ー ー ー ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

　・・・アスベスト含有建材を示す

　　　　（本工事の建材には含有なし）

Ａ-１９

2025年12月

工事名称

改修前

改修後

ギャラリー

鋼製床組下地（既存のまま）

フローリング貼り（既存のまま）

研磨の上樹脂塗装（既存のまま）

モザイクパーケット貼り（既存のまま）

研磨の上樹脂塗装（既存のまま）
合板（ﾗｳﾝ）厚5.5張りOS（既存のまま） 有孔合板厚5.5目透し張りOS（既存のまま）

　　　　一部　コンクリート金鏝押さえ（既存のまま）

ポーチ、出入口階段：100角磁器質ﾀｲﾙ貼り(既存のまま)

　　　　　　　　　　　タイル貼り（既存のまま）

渡り廊下：アスファルト再舗装嵩上げ（既存のまま）

足洗場：モルタル塗り、グレーチング（既存のまま）

一部根廻り　モルタル金鏝押さえの上

　　　サンダー処理の上複層塗材（既存のまま） 複層塗材（既存のまま）

一部笠木：アルミ製（既製品）W250（既存のまま） シート防水（S3S工法）（既存のまま）

　　　一部硬質塩ビ管100φカラー（既存のまま）

竪樋：硬質塩ビ管75φカラー

ー

下地

仕上

下地

仕上

100

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

木製

下地

仕上

下地

仕上

OP

VP

ー ー ー ー

ー

ー ー ー ー ー

ー

ー ー ー ー ー

ー ー ー ー ー

研磨の上樹脂塗装（既存のまま）

モルタル

ポリウレタン塗（既存のまま）
塩ビ製

有孔合板厚5.5目透し張りOS（既存のまま）モルタル金鏝磨きVP（既存のまま）

VP

VP吹付け（既存のまま）

岩綿吹付け鏝仕上(ﾆｯｶｳｰﾙ)直天(既存のまま)

【庇・バルコニー床】

一部デッキプレートの上押さえコンクリート

モルタル防水（既存のまま）

　　露出シート防水厚1.5（非歩行用）（既存のまま）

EXP.J：アルミ製　（既存のまま）

スロープ手摺：ステンレス34φ（既存のまま）

手摺、設備用配管：鋼管上　OP（既存のまま）一部ALC版　厚125の上　複層塗材（既存のまま）

横羽目板張り（一部撤去）

横羽目板張り（一部新設）

OS

E-PG

■ 改 修 概 要 ( 古賀中学校 体育館 ) 空調設備改修

■ 外 部 仕 上 表 (古賀中学校 体育館) 空調設備改修

■ 内 部 仕 上 表 (古賀中学校　体育館) 空調設備改修

・キュービクル置場　フェンス支柱　新設

・キュービクル置場　フェンス　新設
・キュービクル置場　基礎　新設

・キュービクル置場　フェンス　撤去・再取付 ・壁：下地・仕上　一部撤去・補修
・エアコン取付用ブラケット　新設
・エアコン防球格子取付用ブラケット　新設
・エアコン用 防球格子　新設

・輻射冷暖房パネル用 防球格子　新設
・床置きエアコン用防球格子　新設

・木製カバー配管　新設
・天井点検口　新設

・防護ネットセット　新設

・壁付けバスケットゴール　撤去・新設

壁付けエアコン・輻射冷暖房パネル用防球格子（新設）

エアコン用防球格子（新設）　　　　　、輻射冷暖房パネル用防球格子（新設）

空調設備等　取付下地（新設）　　　　、バスケットボード（撤去・新設）

天井点検口（新設）（玄関ホール）

床置きエアコン用防球格子（新設）

防護ネットセット（新設）

輻射冷暖房パネル用 防球格子（新設）

ギャラリー腰壁　手すりパネル部分（撤去）

エアコン・防球格子　取付下地（新設）

アクリルリシン吹付　直天（既存のまま）

VP吹付け（既存のまま）

・エアコン・防球格子　取付下地　新設
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exp. j

図面名称 A3 縮尺 No

A1 縮尺 日付

―古賀中学校　体育館

株式会社　海　渡　設　計 福岡県知事登録第1ｰ30027号

一級建築士　第323073号

　　　　　　神崎信二

１階平面図（ 改修前・後 ）
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（上部吹抜）

アリーナ

ピロティ

古賀東小学校他２校 体育館等 空調設備設置工事

みんなのトイレ

みんなのトイレ

女子トイレ

男子トイレ

Ａ-２０

展開方向

Ａ

Ｃ

Ｂ展開方向Ｄ

改修前・後

A

B

【改修前】

【改修後】

凡
例（

改
修
前
・
後）

天井点検口　新設

玄関ホール天井

450×450　アルミ製

【改修前】

A

【改修後】 木製配管カバー　新設（１箇所）

・木製、D360　H560　L=12m程度　EP-G塗装

・取外し可能なものとする

※断面図1参照

壁面上部
B

C
外構（図面外）【改修前】

【改修後】 キュービクル置場　基礎・フェンス新設

※配置図・外構図参照

2025年12月

工事名称

1
2,

0
00



・RC躯体に直接樹脂アンカーにて固定、または
鉄骨下地にボルト固定とする

工事名称 図面名称 A3 縮尺 No

A1 縮尺 日付
株式会社　海　渡　設　計 福岡県知事登録第1ｰ30027号

一級建築士　第323073号

　　　　　　神崎信二 ―
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古賀中学校　体育館
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水平引出上下式バスケット台

練習用固定式バスケット台

２階平面図（ 改修前・後 ）
古賀東小学校他２校 体育館等 空調設備設置工事
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I
凡
例（

改
修
前
・
後）

A

B

C

D

【改修前】

【改修後】

【改修前】 壁　下地・仕上　撤去

エアコン・防球格子　取付下地　新設

ギャラリー腰壁　手すりパネル部分　撤去（15箇所）

（15箇所）

【改修前】

【改修後】

【改修前】

【改修後】

―

―

エアコン取付用ブラケット　新設
E

F
【改修後】 輻射冷暖房パネル用 防球格子　新設

―

【改修後】

―【改修前】

【改修前】

エアコン用 防球格子　新設

※設備図面「格子参考図」参照

※設備図面「格子参考図」参照

【改修前】

【改修後】

【改修前】

【改修後】 防護ネットセット　新設

―

G

H

―

W870×H2415×D570　アルミ製

※設備図面「格子参考図」参照

・床置きエアコン用 防球格子に取付

床置きエアコン用防球格子　新設 （卓球場４箇所）

（卓球場４箇所） J

【改修前】

【改修後】

【改修後】

【改修前】

※設備図面「格子参考図」参照

・W2620×H950×D290　アルミ製

輻射冷暖房パネル用 防球格子　新設（卓球場４箇所）

卓球場　窓下腰壁

エアコン防球格子取付用ブラケット 新設

・W2620×H950×D290　アルミ製

（19箇所）

（19箇所）

D E D E D E

D E D E D E D E D E

※空調機器取付下地詳細図 参照

・撤去部に鉄骨下地ユニット(A)を製作・加工・取付

【改修後】 壁　下地・仕上　補修
・ブラケットを避け、 周囲を木製の見切り材

・ブラケット外形寸法に対し、
クリアランスを確保し撤去する

（EP-G塗装）にて補修する。
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B CCCCCC

周囲30～50mm程度の

・ブラケットに取付

C

2025年12月

更衣室

H

・RC躯体に直接樹脂アンカーにて固定、または
鉄骨下地にボルト固定とする

・D800×H300 L-50×50 t=40 SOP塗装

・D800×H300 L-50×50 t=40 SOP塗装

壁付けバスケットゴール　撤去

壁付けバスケットゴール　新設

・水平引込式バスケットゴール

・壁仕上の上より躯体へ樹脂アンカーにて取付
・W2210×D980×H340　アルミ製

・両面壁仕上げを新設すること

（38箇所×2個分）

（38箇所×2個分）

（19箇所×２個組）

（19箇所×２個組）

・壁仕上げの上より躯体または鉄骨下地に取付
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工事名称 図面名称 A3 縮尺 No

A1 縮尺 日付
株式会社　海　渡　設　計 福岡県知事登録第1ｰ30027号

一級建築士　第323073号

　　　　　　神崎信二 ―
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古賀中学校　体育館
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北側立面図（ 改修後 ）東側立面図（ 改修後 ）

西側立面図（ 改修後 ） 南側立面図（ 改修後 ）

古賀東小学校他２校 体育館等 空調設備設置工事
立面図（改修前・後）

Ａ-２２

外構（図面外）

【改修後】 キュービクル置場　基礎・フェンス新設

※配置図・外構図参照

凡
例（

改
修
前
・
後）

A

改修前・後

2025年12月

【改修前】



工事名称 図面名称 A3 縮尺 No

A1 縮尺 日付
株式会社　海　渡　設　計 福岡県知事登録第1ｰ30027号

一級建築士　第323073号

　　　　　　神崎信二 ―
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断面図 １（ 改修前・後 ）

古賀中学校　体育館
古賀東小学校他２校 体育館等 空調設備設置工事

Ａ-２３

50
0

L-40×40×3

200

50
0

（S=1/10）

ビス止めとする。

I
凡
例（

改
修
前
・
後）

J

【改修前】

【改修後】

【改修後】

【改修前】

※設備図面「格子参考図」参照

・W2620×H950×D290　アルミ製

輻射冷暖房パネル用 防球格子　新設（卓球場４箇所）

壁付けバスケットゴール　新設

卓球場　窓下腰壁 壁面上部

木製配管カバー　新設（１箇所）

・木製、D360　H560　L=12m程度　EP-G塗装

・取外し可能なものとする

【改修後】

【改修前】

改修前・後

E-HL-9LRAB E-HL-9LRAB E-HL-9LRAB E-HL-9LRAB E-HL-9LRAB E-HL-9LRAB E-HL-9LRAB

E-HL-9LRAB E-HL-9LRAB E-HL-9LRAB E-HL-9LRABE-HL-9LRAB
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F

F
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K

K

G H

G H

I

【改修前】（15箇所）ギャラリー腰壁　手すりパネル部分　撤去【改修前】 【改修前】
CA G

（15箇所） 【改修後】 床置きエアコン用防球格子　新設【改修後】 エアコン・防球格子　取付下地　新設 【改修後】

・撤去部に鉄骨下地ユニット(A)を製作・加工・取付 W870×H2415×D570　アルミ製
・ブラケットに取付

※設備図面「格子参考図」参照※設備図面「格子参考図」参照※空調機器取付下地詳細図 参照

【改修前】【改修前】 【改修前】
D HB 周囲30～50mm程度の・ブラケット外形寸法に対し、

【改修後】 【改修後】 防護ネットセット　新設
クリアランスを確保し撤去する

【改修後】 ・床置きエアコン用 防球格子に取付
・ブラケットを避け、 周囲を木製の見切り材

― ――【改修前】
E 【改修後】 （卓球場４箇所）エアコン取付用ブラケット　新設 エアコン用 防球格子　新設 （19箇所）

―【改修前】壁　下地・仕上　撤去 ――
F

【改修後】 輻射冷暖房パネル用 防球格子　新設（19箇所） （卓球場４箇所）エアコン防球格子取付用ブラケット 新設

・W2620×H950×D290　アルミ製
壁　下地・仕上　補修

B C

B

B C C B C B C B C B C

B B B B B

B B B B B B

B C B C B C B C B C B C

A A A A A

（EP-G塗装）にて補修する。

2025年12月

Ａ断面図（ 改修前・後 ）

Ｂ断面図（ 改修前・後 ）

B

B

側面もカバーすること

将来の点検・更新に配慮し、取り外し可能な構造とする。

カバー下端は 角R加工または面取り（5～10mm）を行い

木製配管カバー参考図 12ｍ（2ｍ×6）

EP-G塗装

表面には塗装を施すこと

木製配管カバーは、壁内木下地に固定したL字金物で支持し、

L-40×40×3

A A A AAK

・RC躯体に直接樹脂アンカーにて固定、または
鉄骨下地にボルト固定とする

鉄骨下地にボルト固定とする
・RC躯体に直接樹脂アンカーにて固定、または

・D800×H300 L-50×50 t=40 SOP塗装

・D800×H300 L-50×50 t=40 SOP塗装

※断面図1参照

壁付けバスケットゴール　撤去

・水平引込式バスケットゴール

・壁仕上の上より躯体へ樹脂アンカーにて取付
・W2210×D980×H340　アルミ製

J

（38箇所×2個分）

（38箇所×2個分）

・両面壁仕上げを新設すること

（19箇所×２個組）

（19箇所×２個組）

※設備図面「格子参考図」参照

・壁仕上げの上より躯体または鉄骨下地に取付



・D800×H300 L-50×50 t=40 SOP塗装
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株式会社　海　渡　設　計 福岡県知事登録第1ｰ30027号

一級建築士　第323073号
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卓球場

断面図 ２（ 改修前・後 ）

古賀中学校　体育館
古賀東小学校他２校 体育館等 空調設備設置工事

Ａ-２４

I
凡
例（

改
修
前
・
後）

J 【改修後】

【改修後】

【改修前】

※設備図面「格子参考図」参照

・W2620×H950×D290　アルミ製

輻射冷暖房パネル用 防球格子　新設（卓球場４箇所）

壁付けバスケットゴール　新設

卓球場　窓下腰壁

K

壁面上部

木製配管カバー　新設（１箇所）

・木製、D360　H560　L=12m程度　EP-G塗装

・取外し可能なものとする

【改修後】

【改修前】

改修前・後

FFFFF

J

F

I

D E D E D E D E D E D E

G H

G H

【改修前】（15箇所）ギャラリー腰壁　手すりパネル部分　撤去【改修前】 【改修前】
CA G

（15箇所） 【改修後】 床置きエアコン用防球格子　新設【改修後】 エアコン・防球格子　取付下地　新設 【改修後】

・撤去部に鉄骨下地ユニット(A)を製作・加工・取付 W870×H2415×D570　アルミ製
・ブラケットに取付

※設備図面「格子参考図」参照※設備図面「格子参考図」参照※空調機器取付下地詳細図 参照

【改修前】【改修前】 【改修前】
D HB 周囲30～50mm程度の・ブラケット外形寸法に対し、

【改修後】 【改修後】 防護ネットセット　新設
クリアランスを確保し撤去する

【改修後】 ・床置きエアコン用 防球格子に取付
・ブラケットを避け、 周囲を木製の見切り材

― ――【改修前】
E 【改修後】 （卓球場４箇所）エアコン取付用ブラケット　新設 エアコン用 防球格子　新設 （19箇所）

―【改修前】壁　下地・仕上　撤去 ――
F

【改修後】 輻射冷暖房パネル用 防球格子　新設（19箇所） （卓球場４箇所）エアコン防球格子取付用ブラケット 新設

・W2620×H950×D290　アルミ製
壁　下地・仕上　補修

（EP-G塗装）にて補修する。

AAAAA

B B B B B B

B CB CB CB CB CB C

2025年12月

5
,
30

0

Ｄ断面図（ 改修前・後 ）

Ｃ断面図（ 改修前・後 ）

・RC躯体に直接樹脂アンカーにて固定、または
鉄骨下地にボルト固定とする

・RC躯体に直接樹脂アンカーにて固定、または
鉄骨下地にボルト固定とする

・D800×H300 L-50×50 t=40 SOP塗装
・水平引込式バスケットゴール

壁付けバスケットゴール　撤去【改修前】

※断面図1参照

・壁仕上の上より躯体へ樹脂アンカーにて取付
・W2210×D980×H340　アルミ製

・両面壁仕上げを新設すること

（38箇所×2個分）

（38箇所×2個分）

（19箇所×２個組）

（19箇所×２個組）

※設備図面「格子参考図」参照

・壁仕上げの上より躯体または鉄骨下地に取付
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株式会社　海　渡　設　計 福岡県知事登録第1ｰ30027号

一級建築士　第323073号

　　　　　　神崎信二 ―
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古賀中学校　体育館
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古賀東小学校他２校 体育館等 空調設備設置工事
矩計図１（改修前・後）

Ａ-２５

改 修 前 改 修 後

矩計図（改修後）　S=1:305,000 2,500

Y2 Y1

矩計図（改修前）　S=1:30
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天吊エアコン

輻射冷暖房

A

A凡
例（

改
修
前）

E

D

C

B

A凡
例（

改
修
後）

D

E

B C

2025年12月

壁　下地・仕上　撤去

・ブラケットを避け、 周囲を木製の見切り材
壁　下地・仕上　補修 エアコン防球格子取付用ブラケット 新設

エアコン用 防球格子　新設

・ブラケットに取付
※設備図面「格子参考図」参照

輻射冷暖房パネル用 防球格子　新設

・W2620×H950×D290　アルミ製

（EP-G塗装）にて補修する。
・ブラケット外形寸法に対し、周囲30～50mm

程度のクリアランスを確保し撤去する

A

・D800×H300 L-50×50 t=40 SOP塗装
・RC躯体に直接樹脂アンカーにて固定、または
鉄骨下地にボルト固定とする

エアコン取付用ブラケット　新設

鉄骨下地にボルト固定とする
・RC躯体に直接樹脂アンカーにて固定、または
・D800×H300 L-50×50 t=40 SOP塗装

・W2210×D980×H340　アルミ製

※設備図面「格子参考図」参照

・壁仕上げの上より躯体または鉄骨下地に取付



輻射冷暖房

工事名称 図面名称 A3 縮尺 No

A1 縮尺 日付
株式会社　海　渡　設　計 福岡県知事登録第1ｰ30027号

一級建築士　第323073号

　　　　　　神崎信二 ―
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古賀中学校　体育館
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矩計図（改修前）　S=1:30

古賀東小学校他２校 体育館等 空調設備設置工事
矩計図２（改修前・後）

卓球場

Ａ-２６

改 修 前 改 修 後

卓球場

AB B

C

C

B
・床置きエアコン用 防球格子に取付

床置きエアコン用防球格子　新設

防護ネットセット　新設

凡
例(

改
修
後)

―
凡
例(

改
修
前)

2,000 4,000 2,000

X9X8

矩計図（改修後）　S=1:30

輻射冷暖房パネル用 防球格子　新設

※設備図面「格子参考図」参照

・W870×H2415×D570　アルミ製

※設備図面「格子参考図」参照

・W2620×H950×D290　アルミ製A

2025年12月

A

・壁仕上の上より躯体へ樹脂アンカーにて取付



施工者の責任において検討・調整すること。 構造計算等により安全性を確認のうえ、監督員の承諾を得て

（5.2ｍ）

工事名称 図面名称 A3 縮尺 No

A1 縮尺 日付
株式会社　海　渡　設　計 福岡県知事登録第1ｰ30027号

一級建築士　第323073号

　　　　　　神崎信二 ―古賀中学校　体育館

1：10

古賀東小学校他２校 体育館等 空調設備設置工事
空調機器取付下地詳細図

改 修 前

改 修 後

１

２

3

4

6

5

　 　

凡
例（

改
修
前）

Ａ-２７

t=5.0mm

手すりパネル　撤去

木製笠木（三方枠）　撤去

笠木：米松 210×60 OP塗装

笠木上のアングル取り外しにより撤去

w2400×Ｈ1100　　支柱：アルミ製　パネル：ポリカーボネート

コンクリート　カッター入れ

１
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0

FL カッター入れ

2

2

2

2

2

3

3

3

4

4

5
4 5

5

カッター入れ

130130

カッター入れ

2,400

腰壁仕上：米松 210×60 op

（下地組 不明）

笠木：米松 210×60 op

▼FL

１

7
0

カッター入れ

２

3 4

２

43

6

凡
例（

改
修
後）

２

3

4

木製笠木　新設

巾木　新設

１

6

5上弦材 □-100×100×4.5（STKR400）（2.6ｍ）

縦材 C-100×50 t4 下弦材 FB 100×9

□-100×100×4.5（STKR400）

[-100×50 t＝4mm

設備の取付位置にあわせて設置する

鉄骨下地のC型鋼支柱は

[-100×50 t＝4mm

RC躯体

FB 100×9

壁固定用
2か所

機器固定用
2か所

　ブラケット参考図　　　　　　　　　　　　　　S=1/10

2025年12月

（横向き）

2,660

手すりパネル

コンクリート撤去範囲

仕上撤去

3,000

1,
30

0
仕

上
撤

去

1,
1
00

巾木　撤去 （ギャラリー・卓球場側　3ｍ）

（斜線部分）

壁　下地・仕上　撤去（両面）

コンクリート　撤去

（新設壁上部3ｍ）

鉄骨下地ユニット(A)
エアコン・輻射冷暖房パネル・防球格子

取付下地(参考)

木製見切　新設

笠木：木製 210×60 程度　EP-G塗装

・EP-G塗装

卓球場：モザイクパーケット）

床：ギャラリー：ポリウレタン塗床　ノンスリップ

笠木：米松 210×60 op

1,
2
00

120

腰壁仕上：米松 210×60 op

（下地組 不明）

巾木：ラワン　H＝150

手すりパネル

空調取付下地参考図(改修前)　S=1/10

鉄骨下地ユニット(A)　製作・加工・取付

腰壁（RC部分） 手すりパネル部分

（ギャラリー・卓球場側）

▼FL

6

3

１

2

5

（アリーナ側）

天吊エアコン

輻射冷暖房

1
,2

0
0

空調取付下地参考図(改修後)　S=1/10

※手すりパネル撤去部分　１箇所あたり

・既設壁仕上げ・新設壁仕上げの間に設置する

・空調機器の設置に干渉しないよう配慮する

既設鉄筋コンクリート　はつり部分　モルタル補修

（既設部分との段差処理含む）

3 4

4

4

3,000
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,
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0

(205) (450) (145)

(205) (450) (145)

承諾を得ること。

鉄骨下地ユニットの製作・取付に関する注意事項

・本図に示す納まり・寸法は、設備位置に従い、施工時に調整のうえ施工すること。 必要に応じ、監督員の

・本図は意匠上の参考図であり、施工方法、設備工事との取り合い、構造安全性については現場条件を優先し、

・鉄骨は溶融亜鉛めっき（どぶ付け）仕上げとし、現場にてSOP塗装を施すこと。

・躯体への取付は、天井吊下箇所はウェッジ式懸垂吊下用アンカー、壁への取付は

樹脂アンカーにて行うこと

ギャラリー・卓球場　改修範囲　Ｓ＝1/30

アリーナ側　改修範囲　s-1/30

施工範囲は現地状況により減ずることがある。

その場合は実施数量により清算する。

手すりパネル撤去に伴う改修範囲

（1箇所あたり）

M12樹脂アンカー×5
（横向き）

1,
1
10

1
,
20

0

5 4

（アリーナ側）

（アリーナ側）

1
,0

0
0

2,620

3,000 43

M12樹脂アンカー×1
PL-4.5

剛接合(溶接)

FB 100×9

[-100×50 t＝4mm

□-100×100×4.5（STKR400）

FB 100×9

A-A´断面図

（両面）（片面4.88m×2＝9.76m）

(0.02立米）

壁　下地・仕上（両面）新設 （ギャラリー・卓球場側　3ｍ）

巾木：木製　H＝150　EP-G塗装

（D＝120　4.88ｍ）

（壁両面、笠木部分　計11ｍ）

無収縮モルタルを充填し、

 面接触を確保すること。

鉄骨ユニットと躯体の間には。

6

・D800×H300 L-50×50 t=40 SOP塗装

（
2
00

）

（
5
0
）

（
5
0
）

施工すること。

・アリーナ側：横羽目板貼り（0.95㎡）

・ギャラリー・卓球場側：ラワン合板貼り（0.65㎡）

（既設壁面と同面で仕上げる）

・アリーナ側：3.9㎡　木下地組・合板下地の上、横羽目板貼り OS塗装

・ギャラリー・卓球場側　3.6㎡　木下地組・合板仕上げの上、EP-G塗装

剛接合(溶接)

剛接合(溶接)×10以上

PL-4.5
M12樹脂ｱﾝｶｰ×1

A

A´

M12樹脂アンカー×7（下向き）

M12樹脂アンカー×5

M12樹脂アンカー×7（下向き）
鉄骨ユニット(A)参考図　s＝1/10

木製　H=150 OP塗装

機器重量及び作用荷重を考慮し、RC躯体に直接

樹脂アンカー固定とする。

必要に応じ、防振材を設置する。



古賀中学校　体育館
工事名称 図面名称 A3 縮尺 No

A1 縮尺 日付
株式会社　海　渡　設　計 福岡県知事登録第1ｰ30027号

一級建築士　第323073号

　　　　　　神崎信二

1：100

1：200

外構図（ 改修前・後 ）
古賀東小学校他２校 体育館等 空調設備設置工事

外構図（ 改修後）S=1/100外構図（ 改修後）S=1/100
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教室棟
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キュービクル置き場

管理棟

教室棟

N

4,500

2,000

キュービクル置き場

既設キュービクル用基礎新設キュービクル用基礎

基礎断面図　S＝1/30

▼GL

Ａ-２８

2025年12月
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新設捨てコンクリート

新設クラッシャラン

既設捨てコンクリート

既設クラッシャラン
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,
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4,500

差し筋

既設基礎部分を目荒らしの上差し筋 

シングル配筋 SD290 D13 @200 
コンクリート強度 Fc21　スランプ12cm(±25cm)

改 修 前 改 修 後

A

B

AA

A

B B B

C C

D

A

B

凡
例（

改
修
後）

C

D

・H＝2000

・メッシュフェンス 1ｍ×２箇所

フェンス支柱新設 フェンス　新設

キュービクル用基礎　新設

Ｗ2000×Ｌ1000

（基礎共）

高さ：300(立上150+埋込150）
フェンス　再取付

※フェンス参考図参照

設備基礎について

出隅部は10～15mmの面取りを行なうこと

既設基礎にあわせた施工とすること。

既存基礎に隣接して新設基礎を設けるため、
凡
例（
改
修
後）

A

B

既設フェンス　一時撤去

既設フェンス支柱　撤去（基礎共）

メッシュフェンス

H＝2000



工事名称 図面名称 A3 縮尺 No

A1 縮尺 日付
株式会社　海　渡　設　計 福岡県知事登録第1ｰ30027号

一級建築士　第323073号

　　　　　　神崎信二 ―

古賀東小学校他２校 体育館等 空調設備設置工事
フェンス参考図

古賀中学校　体育館

1：20　1：40

Ａ-２９

2025年12月

設計条件
設計荷重・・・昭和５７年改正の建築基準法・同施行令に基づく風圧力に

依る。

備考
１．外装について

・主柱、ジョイント
亜鉛・アルミ・マグネシウム合金めっ

　押え金具 ・・・　
きの上高耐候性樹脂粉体塗装

  ワイヤメッシュ

亜鉛・アルミ合金めっきの上高耐候性
・バ　ン　ド ・・・　

樹脂粉体塗装

亜鉛・アルミ・マグネシウム合金めっ
・Ｕ　型　金　具 ・・・　

きの上防錆着色処理

・ボルト、ナット ・・・　溶融亜鉛めっきの上防錆着色処理

基礎条件・・・長期許容地耐力　９８ｋＮ／㎡（１０ｔ／㎡）

φ50.8×2.3

（菊形リブ鋼管） （菊形リブ鋼管）

GL+0m

Ａ

ワイヤメッシュ

（ハイテンション線）
亜鉛・アルミ・マグネシウム
合金めっき鉄線〔                 〕 Ｂ

Ｃ

2000 2000

1
97

0

2
00

0

30

30
0

45
0

250 250

φ50.8×2.3

フェンス参考図(キュービクル置場)　　　　　　　S=1：20

パネルと柱のすきまがせまい場合の取付図標準的な取付図

（W付）

角根BN M8×25U型金具

（W付）

角根BN M8×25U型金具

（回転防止付）

中間バンド

（回転防止付）

中間バンド
ワイヤメッシュ図

（　）内は芯径を示す。
［  ］内は上部パネルを示す。

φ
5
.0

(
φ

4.
5
)

1
25

≒

[≒
11

5]

φ4.0

(φ3.6)

50

菊形リブ鋼管断面図

S=1:3

φ50.
8

t＝2.3

パネル断面図

接続押え金具 角根BN M8×53

（W付）

ジョイント

(W付)

S=1:5Ｃ部取付図
ジョイント

ジョイント 押え金具

角根BN M8×65 角根BN M8×53

（W付） （W付）

S=1:5Ｂ部取付図

S=1:5Ａ部取付図

角根BN M8×65

≒



防　火　認　定　番　号略　語

―

―

―

―

―

―

―

4,200

3,800

１）外部の改修 ２）内部の改修

屋 根 備 考躯 体基 礎地　業

エ プ ロ ン 幅 木 壁 軒 天 屋 根 備 考

改修前

下地

仕上

下地

仕上

改修前

改修後

下地

仕上

下地

仕上

改修前

改修後

図面名称 A3 縮尺 No

A1 縮尺 日付
株式会社　海　渡　設　計 福岡県知事登録第1ｰ30027号

一級建築士　第323073号

　　　　　　神崎信二 ―

S O P 合成樹脂調合ペイント塗り E P-G つや有合成樹脂エマルションペイント塗り 石膏ボード　t=12.5 不燃　NM-8619

E　P 合成樹脂エマルションペイント塗り 化粧石膏ボード　t=9.5 準不燃　QM-0524

N A D アクリル樹脂系非水分散形塗料塗り シージング石膏ボード　t=9.5 準不燃　QM-9828

―

パラペット

【天端】

階 室　名
床

区分

巾　木

区分 区分塗装 塗装

廻り縁

区分

天　井

塗装 天井高

備　　　　　　考

2階

外部開口部

H

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

■ 改 修 概 要 ( 古賀中学校 武道場 ) 空調設備改修

■ 構 造 概 要  (古賀中学校　武道場)  空調設備改修

■ 外 部 仕 上 表 (古賀中学校　武道場) 空調設備改修

■ 内 部 仕 上 表 (古賀中学校　武道場) 空調設備改修

― ― ― ― ―

【換気用】H=GL+450

【玄関庇】

【渡り廊下】

【ポーチ】

ビニールラインマット（600×3250）

北面一部：既既セッ器質レンガタイル貼（既設のまま）

【犬走り・渡り廊下】

【スロープ】

1階 武道場

武道場

竪木

OP塗り

竪木

OP塗り
100

100

腰　壁 壁

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

CL

CL

CL

CL

―

下地

仕上

下地

仕上

AEP

―

～

4,200

3,800
下地

仕上

下地

仕上

AEP

―

～

―

―

―

―

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

古賀中学校　武道場
古賀東小学校他２校 体育館等 空調設備設置工事

仕上表（ 改修前・後  ）

― ― ― ― ― ― ― ―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

― ―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

　・・・アスベスト含有建材を示す

　　　　（本工事の建材には含有なし）

Ａ-３０

2025年12月

工事名称

　　ー

150角磁器質タイル貼（ノンスリップ）

枠：FB　6×25　ステンレス（既存のまま）

150角磁器質タイル貼（ノンスリップ）（既存のまま）

コンクリートコテ押え（目地切）（既存のまま）

化粧型枠コンクリート打放しのまま（既存のまま） 化粧型枠コンクリート打放しの上

吹付タイル（外部増打t=20）（既存のまま）

石綿ケイカル板　目透し貼　EP（既存のまま）

有孔石綿ケイカル板　目透し貼　EP（既存のまま）

軒先：フッ素樹脂鋼板t=0.4（既存のまま）

軒裏：アルミスパンドレルt=1.0（既存のまま）

フッ素樹脂鋼板（一文字葺）t=0.4（既存のまま）

コンクリート増打の上　

アスファルト露出防水（露出用特殊砂付ルーフィング）

ルーフデッキt=0.8（W=200　H=85）（既存のまま）

膨れ防止用ステンレス脱気筒（14ヶ所）（既存のまま）

シルバーコート吹付（ゴム系）（既存のまま）

手摺：アルミ（電解発色）50φ（既存のまま）

樋：硬質塩ビ管　100φ　VP（既存のまま）

呼び樋：硬質塩ビ管　60φ　VP（既存のまま）―

手摺子：アルミ（電解発色）48.5φ@1500（既存のまま）

タラップ：ｽﾃﾝﾚｽ 25φ（SUS 304）H.L（既存のまま）

          ｽﾃﾝﾚｽ 22φ（SUS 304）H.L（既存のまま）

足金物：ｽﾃﾝﾚｽ（SUS 304）H.L 50×6 @1200(既存のまま)

館名表示：ｶﾗｰｽﾃﾝﾚｽ（箱文字）200角（既存のまま）

LGS下地（既存のまま）

合板t=15下地（既存のまま）

桧フローリング（JAS特殊貼）t=5　PP（既存のまま）

LGS下地（既存のまま）

合板t=15下地（既存のまま）

桧フローリング（JAS特殊貼）t=5　PP（既存のまま）

RC増打t=15（既存のまま）

化粧型枠コンクリート打放し（既存のまま）

LGS下地（既存のまま）

システム天井（ｸﾞﾗｽｳｰﾙ天井）(既存のまま)

RC増打t=15（既存のまま）

化粧型枠コンクリート打放し（既存のまま）

LGS下地（既存のまま）

システム天井（ｸﾞﾗｽｳｰﾙ天井）(既存のまま)

サイン（新設）

空調取付用ブラケット（新設）

天井点検口（ホール）（新設）

・壁：下地・仕上　一部撤去・補修
・空調取付用ブラケット　新設

・天井点検口　新設

サイン（新設）

空調取付用ブラケット（新設）

改修後

アクリルゴム系防水塗料（既存のまま）

コンクリート打放しの上

木組下地（一部撤去）

桧羽目板（本実）横貼t=15（一部撤去）

LGS＋合板t=12下地（一部撤去）

桧羽目板（本実）横貼t=15（一部撤去）

木組下地（一部補修）

桧羽目板（本実）横貼t=15（一部補修）

LGS＋合板t=12下地（一部補修）

桧羽目板（本実）横貼t=15（一部補修）

木組下地（一部補修）

桧羽目板（本実）横貼t=15（一部補修）

LGS＋合板t=12下地（一部補修）

桧羽目板（本実）横貼t=15（一部補修）

木組下地（一部撤去）

桧羽目板（本実）横貼t=15（一部撤去）

LGS＋合板t=12下地（一部撤去）

桧羽目板（本実）横貼t=15（一部撤去）

―

（剣道場）

（柔道場）



１階平面図（ 改修前 ） １階平面図（ 改修後 ）

倉庫

男子更衣室

武道場（剣道場）

女子更衣室
廊下

車椅子
階段室用便所
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展開方向展開方向

工事名称 図面名称 A3 縮尺 No

A1 縮尺 日付
株式会社　海　渡　設　計 福岡県知事登録第1ｰ30027号

一級建築士　第323073号

　　　　　　神崎信二 ―

改 修 前 改 修 後

1：150

古賀中学校　武道場
古賀東小学校他２校 体育館等 空調設備設置工事

１階平面図（ 改修前・後 ）

Ａ-３１

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

B

B

B

B

B

B

2025年12月

凡
例（

改
修
前）

A 壁 下地・仕上　撤去（６箇所×2)

仕上げ撤去範囲は、ブラケット外形寸法に対し、

範囲とする。

周囲30～50mm程度のクリアランスを確保した
凡
例（

改
修
後）

A

B

C

壁 下地・仕上　補修

ブラケット取付のため撤去した部分の補修とする。

RC躯体固定用ブラケットを避け、 周囲を木製の

細見切り材(CL塗装）等により補修する。

天井点検口

450×450　アルミ製　

（1箇所）

C

空調取付用ブラケット　新設

D800×H300 L-50×50 t=40 SOP塗装

樹脂アンカー固定とする。

機器重量及び作用荷重を考慮し、RC躯体に直接

（６箇所×2箇所）

（６箇所×2個分）



工事名称 図面名称 A3 縮尺 No

A1 縮尺 日付
株式会社　海　渡　設　計 福岡県知事登録第1ｰ30027号

一級建築士　第323073号

　　　　　　神崎信二 ―

改 修 前 改 修 後

２階平面図（ 改修後 ）

1：150

古賀中学校　武道場
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武道場（柔道場）
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古賀東小学校他２校 体育館等 空調設備設置工事
２階平面図（ 改修前・後 ）

展開方向展開方向

２階平面図（ 改修前 ）

Ａ-３２

A A B

AA B

AA B

A BA

A BA

A BA

2025年12月

凡
例（

改
修
前）

A 壁 下地・仕上　撤去（６箇所×2)

仕上げ撤去範囲は、ブラケット外形寸法に対し、

範囲とする。

周囲30～50mm程度のクリアランスを確保した
凡
例（

改
修
後）

空調取付用ブラケット　新設A

B
壁 下地・仕上　補修

5,910

機器重量及び作用荷重を考慮し、RC躯体に直接

D800×H300 L-50×50 t=40 SOP塗装

樹脂アンカー固定とする。

（６箇所×2個組）

（６箇所×2個分）

ブラケット取付のため撤去した部分の補修とする。

RC躯体固定用ブラケットを避け、 周囲を木製の

細見切り材(CL塗装）等により補修する。
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工事名称 図面名称 A3 縮尺 No

A1 縮尺 日付
株式会社　海　渡　設　計 福岡県知事登録第1ｰ30027号

一級建築士　第323073号

　　　　　　神崎信二 ―

1：150

古賀中学校　武道場
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古賀東小学校他２校 体育館等 空調設備設置工事
立面図（改修前・後）

西側立面図（ 改修前・後 ）

東側立面図（ 改修前・後 ）北側立面図（ 改修前・後 ）

南側立面図（ 改修前・後 ）

Ａ-３３

凡
例（

改
修
前
・
後）

建物外部　改修なし

2025年12月

2,525
5,910



2,525 3,685

武道場

武道場
玄関

女子更衣室

武道場

武道場

工事名称 図面名称 A3 縮尺 No

A1 縮尺 日付
株式会社　海　渡　設　計 福岡県知事登録第1ｰ30027号

一級建築士　第323073号

　　　　　　神崎信二

1：100

―古賀中学校　武道場
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古賀東小学校他２校 体育館等 空調設備設置工事
断面図（改修前・後）

Ａ-３４

B

A B

2025年12月

機器重量及び作用荷重を考慮し、RC躯体に直接

樹脂アンカー固定とする。

凡
例（

改
修
前
・
後）

A

A

【改修前】 ―

【改修前】

仕上げ撤去範囲は、ブラケット外形寸法に対し、

壁 下地・仕上　撤去

クリアランスを確保した範囲とする

壁 下地・仕上　補修

ブラケット取付のため撤去した部分の補修とする。RC躯体固定用

補修する。

【改修後】

ブラケットを避け、 周囲を木製の細見切り材(CL塗装）等により

周囲30～50mm程度の

B
空調取付用ブラケット　新設【改修後】

D800×H300 L-50×50 t=40 SOP塗装

断面図１（ 改修前・後 ）

断面図２（ 改修前・後 ）



工事名称 図面名称 A3 縮尺 No

A1 縮尺 日付
株式会社　海　渡　設　計 福岡県知事登録第1ｰ30027号

一級建築士　第323073号

　　　　　　神崎信二 ―

1：30

古賀中学校　武道場
古賀東小学校他２校 体育館等 空調設備設置工事

Ａ-３５
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改 修 後

矩計図・ 支持金物取付参考図

改 修 前

支持金物取付参考図

2025年12月

壁仕上

壁仕上げカット位置

ブラケット取付位置
30～50

改修前　1/10

・必要に応じ、施工時にコンクリート引抜試験を行うこと

・必要に応じ、防振材を設置する

既存躯体

ブラケット取付部

捨て胴縁

木見切等

2か所
壁固定用

改修後　1/10
2か所

機器固定用

（205） （450） （145）

（205） （450） （145）

空調取付用ブラケット　新設

機器重量及び作用荷重を考慮し、RC躯体に直接

樹脂アンカー固定とする。

ブラケット取付のため撤去した部分の補修とする。RC躯体固定用

ブラケットを避け、 周囲を木製の細見切り材(CL塗装）等により
補修する。

壁 下地・仕上　撤去

仕上げ撤去範囲は、ブラケット外形寸法に対し、

クリアランスを確保した範囲とする

武道場

D800×H300 L-50×50 t=40 SOP塗装

矩計図（S=1:30）

(
2
00

)

(
5
0)

(
5
0)



工事名称 図面名称 A3 縮尺 No

A1 縮尺 日付
株式会社　海　渡　設　計 福岡県知事登録第1ｰ30027号

一級建築士　第323073号

　　　　　　神崎信二

国
道

３
号

線

S=1/1000

S=1/500

ポ ンプ 室

受 水槽

N

正門

道路境界線

水路

体育館倉庫

弓道場

部
室

棟
部

室
棟

テニスコート
プール

テニスコート

水路

プー

ル
棟

武道場

渡廊下

WC

駐車場

教室棟

グラウンド

前面道路

道路境界線

キュービクル

（高 架水 槽なし ）

隣
地

境
界

線

道
路

境
界

線

古賀中学校

仮設計画図
古賀東小学校他２校 体育館等 空調設備設置工事

野球場

凡　例（仮設計画)

ロ 工事期間中配置ローリング足場

建物出入口

体 育 館

±0

配置図　S=1/500

搬

±0

体育館は体育授業等で運用しながら工事の為、
学校側と十分に協議のこと

居ながら施工であるため、内部を適切に区画し、
安全確保と動線確保に配慮して施工すること

工 来

特記事項

凡　例

工事対象棟を示す。

既存建物

±000 GLからのレベルを示す。

誘

工 工事動線を示す。

来 来客の動線を示す。

搬 搬入車輌出入口を示す。

特記事項 工事用出入口位置及び作業時間、足場設置位置については
学校と十分協議のこと。
工事完了時、作業場及び進入路は原型復旧のこと。

誘

玄関

ロ

ロ

管理棟

現場事務所

ロ

ロ

Ａ-３６

2025年12月

内部区画を適切に行い、安全性に配慮すること

行うこと

武道場は運用しながらの工事のため、十分な協議を

30,600
誘

2階柔道場の工事の際は必要箇所の畳を撤去、仮
保管し、工事後復旧すること

生

生徒及び職員の動線を示す。生

仮囲い H2000程度

外部足場

交通誘導警備員（資材搬出入時等）（40人見込むこと）



工事名称 図面名称 A3 縮尺 No

A1 縮尺 日付
株式会社　海　渡　設　計 福岡県知事登録第1ｰ30027号

一級建築士　第323073号

　　　　　　神崎信二 S=1/1000

S=1/500

千鳥ヶ池地区公園

千鳥駅

古賀自動車学校

福岡県立古賀

特別支援学校

古賀北中学校

工事場所：古賀市千鳥四丁目４番1号

□　工事概要

□工事名称

□工事内容 空調設備設置工事

□地域地区等

□建築面積

防火地域

その他の地域・地区

都市計画区域内

指定なし

法第22条区域

古賀市千鳥四丁目４番1号

市街化区域

第一種低層住居専用地域

建蔽率40％　容積率60％建蔽率・容積率

用途地域

区域区分

武道場

591.948㎡

1F

2F

313.47 ㎡

278.478㎡

合計

□延べ面積

空調設備設置工事

内部改修工事

隣地

テニスコート

公道

隣地

公道

隣地境界線

倉庫

スロープ

体
育
倉
庫

正門

道
路
境
界
線

管理棟

教室棟

大プール

部
室
棟

部
室
棟

隣
地
境
界
線

渡
廊
下

受水槽

特別教室棟 植込 広場

プー

ル
棟

ポンプ室
キュービクル

今回工事範囲を示す

道
路
境
界
線

体育館

武道場

配置図　　S=1/500

古賀東小学校他２校 体育館等 空調設備設置工事 工事概要・付近見取図・配置図

古賀北中学校

室外機置場

Ａ-３７

2025年12月

グランド

古賀東小学校他２校 体育館等 空調設備設置工事

□工事場所 古賀北中学校　体育館・武道場

体育館

1357.362㎡

1F

2F

合計

地下

330.11㎡

35.91㎡

1564.296㎡

1198.276㎡

461.1511㎡

外構工事

外構工事



下地

仕上

下地

仕上

【倉庫及び非常口ポーチ】

１）外部の改修

屋 根 備 考躯 体基 礎地　業

エ プ ロ ン 幅 木 壁 軒 天 屋 根 備 考

改修前

改修後

改修前

改修後

工事名称 図面名称 A3 縮尺 No

A1 縮尺 日付
株式会社　海　渡　設　計 福岡県知事登録第1ｰ30027号

一級建築士　第323073号

　　　　　　神崎信二 ―

防　火　認　定　番　号

S O P 合成樹脂調合ペイント塗り E P-G つや有合成樹脂エマルションペイント塗り 石膏ボード　t=12.5 不燃　NM-8619

E　P 合成樹脂エマルションペイント塗り 化粧石膏ボード　t=9.5 準不燃　QM-0524

N A D アクリル樹脂系非水分散形塗料塗り シージング石膏ボード　t=9.5 準不燃　QM-9828

略　語

―

パラペット

階 室　名
床

区分

巾　木

区分 区分塗装 塗装

廻り縁

区分

天　井

塗装 天井高

備　　　　　　考

外部開口部

H

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地：アスファルトルーフィング17㎏品

S造部：アクリル樹脂フィルム積層鋼板t=0.4

野地板：木毛マグネシウム板t=25

RC造部：均しモルタルt=30の上　露出アスファルト防水

　　　　均しモルタルt=30の上　塗膜防水

RFスラブ下断熱材フォームポリスチレンボードt=25

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　打込み

コンクリート打放し　アクリル系吹付タイルS造部：石綿セメント板t=4.0　目透し張り　VP

RC造部：コンクリート打放し　アクリル系吹付タイル

モルタル金コテ押えの上　複層仕上塗材E吹付

打継ぎ目地：ポリサルファイド系シーイング25×15

【玄関ポーチ・スロープ】

【犬走り】

（側溝蓋：コンクリート製又は鋳鉄製グレーチング）

玄関ホール

100

75

ー

ー

ﾃﾗｿﾞｰﾌﾞﾛｯｸ

ビニル巾木

下地

仕上

下地

仕上

腰　壁 壁

下地

仕上

下地

仕上

ー―

1階

ー ー ー

― ――

古賀北中学校　体育館
古賀東小学校他２校 体育館等 空調設備設置工事

仕上表（ 改修前・後 ）

― ― ― ― ― ― ―

―

―

―

―

― ― ーー

―

―

―

―
ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

　・・・アスベスト含有建材を示す

　　　　（本工事の建材には含有なし）

Ａ-３８

2025年12月

100角磁器質タイル貼り（ノンスリップ）（既存のまま）

長尺ビニルシート貼t=2.0（既存のまま）

（既存のまま）

（既存のまま）

コンクリート打放し（既存のまま）

内装用吹付タイル（既存のまま）

サンダー処理の上　内装仕上塗材吹付（既存のまま）

コンクリート打放し（既存のまま）

内装用吹付タイル（既存のまま）

サンダー処理の上　内装仕上塗材吹付（既存のまま）

石膏ボードt=9.5（既存のまま）

岩綿吸音板t=9.0（既存のまま）

２）内部の改修

■ 構 造 概 要  (古賀北中学校　体育館)  空調設備改修

■ 改 修 概 要 ( 古賀北中学校 体育館 ) 空調設備改修

■ 外 部 仕 上 表 (古賀中学校 体育館) 空調設備改修

■ 内 部 仕 上 表 (古賀北中学校　体育館) 空調設備改修

100角磁器質タイル貼り（ノンスリップ）（既存のまま）

モルタル金ゴテ目地切（既存のまま）

段鼻：ノンスリップタイル貼り（W=60）（既存のまま）

モルタル金ゴテ目地切（既存のまま）

コンクリート打放し　アクリル系吹付タイル

複層仕上塗材E吹付（既存のまま） 　　　（一部　有孔石綿セメント板）（既存のまま）

　　　　サンダー処理の上外装薄塗材E吹付け

　　　　（既存のまま）

（既存のまま） （既存のまま）

複層仕上塗材E吹付（既存のまま）

　　 　アクリル樹脂塗装（既存のまま）

トップライト（既存のまま）

木製ドア（既存のまま）

スチールドア（既存のまま）

アルミサッシ及びドア（既存のまま）

・バルクタンク置場基礎・フェンス新設

・GHP室外機置場 　基礎新設
・GHP室外機置場　遮音フェンス新設

・駐車区画線　新設
・アスファルト舗装　新設

・車止めブロック　新設
・サイン　新設
・室外機置場　基礎周辺　砕石敷き・縁石新設

・インターロッキング　一時撤去・復旧

・輻射冷暖房パネル・防球格子　取付下地　新設
・エアコン・防球格子　取付下地　新設

・壁：下地・仕上　撤去・補修（ブラケット取付部）
・エアコン取付用ブラケット　新設
・エアコン防球格子取付用ブラケット 新設

・エアコン用 防球格子　新設
・輻射冷暖房パネル用 防球格子 新設
・天井点検口　新設
・サイン 新設　新設
・バスケットゴール 一時撤去・再設置

既存植栽、植込、アスファルト、駐車場区画線（撤去）

室外機置場、バルクタンク置場基礎（新設）

室外機置場防音ﾌｪﾝｽ、ﾊﾞﾙｸﾀﾝｸ置場ﾌｪﾝｽ（新設）

玄関マット：600×1500 枠：ステンレス（既存のまま）

スロープ手摺：ステンレス製手摺（既存のまま）

掴み金物：6×19　@1500内外　SOP塗り（既存のまま）

竪樋：100φ硬質塩ビパイプ VP塗り（既存のまま）

ルーフドレイン：鋳鉄製100φ用（既存のまま）

大屋根部軒樋：均しモルタルt=30の上

　　　　　　　合成ゴム系シート防水（既存のまま）

残置物（簡易木製棚等）（移動）

下地

仕上

下地

仕上

改修前

改修後

下地

仕上

下地

仕上

改修前

改修後

アリーナ

卓球場

75
木製

EP-G
ー

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

ー SOP ー

ー

―

―
木製

EP-G
75

ー

EP-G EP-G

下地

仕上

下地

仕上

―

―

ー

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

ー

ー ―

――

―

ー

ーー

ーー

ー ー

ー

（既存のまま）

（既存のまま）

モルタル金ゴテ　AEP（既存のまま）

下地調整の上　EP-G（既存のまま）

モルタル金ゴテ　AEP（既存のまま）

下地調整の上　EP-G（既存のまま）

鉄骨表し　（既存のまま）

化粧石膏ボード張りt=9.0（既存のまま）

空調設備等　取付下地（新設）　　　　、エアコン取付用ブラケット（新設）

エアコン用防球格子（新設）　　　　　、サイン（新設）

エアコン用防球格子用ブラケット（新設）

モルタル金ゴテ（既存のまま）

上部：音響調整シナ合板　t=12.0（一部撤去）

上部：音響調整シナ合板　t=12.0（一部補修）

モルタル金ゴテ（一部補修）

モルタル金ゴテ（既存のまま）

響調整シナ合板GW32K25m/m充填　t=12.0（既存のまま）

鋼製床組みの上　捨貼り針葉樹合板t=12.0（既存のまま）

カバ桜積層フローリング貼t=15.0（既存のまま）

カバ桜積層フローリング貼t=15.0

ウレタン樹脂塗装（既存のまま）
2階

輻射冷暖房パネル用防球格子（新設）　、天井点検口（玄関ホール）（新設）

バスケットゴール（一時撤去、再設置）

鉄筋コンクリート造 鉄筋コンクリート造・鉄骨造
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工事名称 図面名称 A3 縮尺 No

A1 縮尺 日付
株式会社　海　渡　設　計 福岡県知事登録第1ｰ30027号

一級建築士　第323073号

　　　　　　神崎信二 ―古賀北中学校　体育館

上部 ギャラリー床

上部 ギャラリー床

１階平面図（ 改修前・後 ）
1：100

Ａ

Ｄ

Ｃ

Ｂ

１階平面図（ 改修前・後 ）S=1/100

天井

古賀東小学校他２校 体育館等 空調設備設置工事

展開方向

Ａ-３９

6

A

B

H

凡
例（

改
修
前
・
後）

A

B

C

D

【改修後】

【改修前】

【改修前】

【改修後】
F

G I

J

エアコン・防球格子　取付下地　新設（8箇所）

・鉄骨下地ユニット(A)の製作・加工・取付

※空調機器取付下地詳細図 参照

ギャラリー　スラブ

ギャラリー　スラブ

※空調機器取付下地詳細図 参照

輻射冷暖房パネル・防球格子　取付下地　新設

・鉄骨下地ユニット(B)の製作・加工・取付

（8箇所）

E

・ブラケット外形寸法＋50mm程度の仕上・下地撤去

【改修前】

【改修後】

【改修後】

―【改修前】

エアコン取付用ブラケット　新設

【改修後】

【改修前】
壁　下地・仕上　補修

―

エアコン用 防球格子　新設

―

【改修後】

【改修前】

※設備図面「格子参考図」参照

―【改修前】

【改修後】

【改修後】

【改修前】天井

※位置は施工時の現場打合せによる

450×450アルミ製

バスケットゴール　再設置

バスケットゴール 一時撤去

【改修前】

【改修後】

【改修後】

【改修前】

【改修前】

【改修後】

外構

バルクタンク置場・GHP空調室外機置場　新設

・基礎新設、フェンス新設等

※外構図参照

K

（13箇所）

輻射冷暖房パネル用 防球格子 新設（13箇所）

新設（１箇所）天井点検口

F

G

A

B

F

G

A

B

F

G

B G

A F

B G

A F

B G

A F

J

JJ

B G

A F

B G

A F

（2対4箇所）

サイン 新設 （1箇所　2枚）
・297×420　アルミ複合板 t=3mm

・ｲﾝｸｼﾞｪｯﾄ印刷 角丸処理

・非常時の機器等の操作方法を表示する

―

※バスケットゴール移設位置は

施工時に協議・検討すること

・１箇所につきブラケット２個分

K

2025年12月

H

壁　下地・仕上　撤去

・鉄骨ユニット(A)又は、ブラケットにボルト取付

改修前・後

J

I

エアコン防球格子取付用ブラケット 新設

C E

C D

F

G

C E

C D

F

G

C E

C D

F

G

C E

C D

F

G

C E

C D

F

G

（5箇所×２個組）

（5箇所×２個組）

D800×H300 L-50×50 t=40 SOP塗装

機器重量及び作用荷重を考慮し、RC躯体に直接

樹脂アンカー固定とする。

D800×H300 L-50×50 t=40 SOP塗装

機器重量及び作用荷重を考慮し、RC躯体に直接

樹脂アンカー固定とする。

（10箇所×2個分）

（10箇所×2個分）

・W2210×D980×H340 アルミ製

・W2620×H950×D290　アルミ製
・鉄骨ユニット(B)にボルト取付又は、壁仕上げ

の上より躯体に樹脂アンカー取付
※設備図面「格子参考図」参照



工事名称 図面名称 A3 縮尺 No

A1 縮尺 日付
株式会社　海　渡　設　計 福岡県知事登録第1ｰ30027号

一級建築士　第323073号

　　　　　　神崎信二 ―古賀北中学校　体育館
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スペース

※トレーニングスペースの

には防球格子は設置しない

エアコン・輻射冷暖房パネル

Ａ

Ｄ

Ｃ

Ｂ

管理棟

1：100
２階平面図（ 改修前・後 ）

２階平面図（ 改修前・後 ）S=1/100

古賀東小学校他２校 体育館等 空調設備設置工事

展開方向

Ａ-４０

【改修前】

【改修後】

【改修後】

―【改修前】

エアコン取付用ブラケット　新設

壁　下地・仕上　撤去

壁　下地・仕上　補修
凡
例（

改
修
前
・
後）

A

B

A B

A B

A B

2025年12月

・ブラケット外形寸法＋30～50mm程度の仕上・下地撤去

改修前・後

トレーニング

（3箇所×2個分）

（3箇所×2個分）

・１箇所につきブラケット２個分

（3箇所×２個分）



工事名称 図面名称 A3 縮尺 No

A1 縮尺 日付
株式会社　海　渡　設　計 福岡県知事登録第1ｰ30027号

一級建築士　第323073号

　　　　　　神崎信二 ―

1：150

南側立面図（ 改修後 ）

北側立面図（ 改修後 ）

西側立面図（ 改修後 ）

東側立面図（ 改修後 ）

古賀北中学校　体育館
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古賀東小学校他２校 体育館等 空調設備設置工事
立面図（改修前・後）

Ａ-４１

2025年12月

A
【改修前】

【改修後】

外構

バルクタンク置場・GHP空調室外機置場　新設

・基礎新設、フェンス新設等

※外構図参照

AA

28,000
5,400

凡
例（

改
修
前
・
後）

改修前・後



6,000 8,000 8,000 6,000

750 75028,000

Y5 Y4 Y3 Y2 Y1

60
0

3,
4
50

8
,
60

0
6,

0
00

1
4,

6
00

消 火 栓

ギャラリーギャラリー

アリーナ

ステージ

3
,
95

0
6
0
0

5,000 5,300 5,300 5,300 5,300 5,400 5,000

42,000

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9

450

6
0
0

3
,
45

0
3
,
95

0
6
00

8
,6

0
0

5
,
40

0

14
,
00

0

CH
=
3,

0
00

CH
=
2,

4
00

アリーナ

ステージ

更衣室

C
H=

5
,3

5
0

Ａ断面図（ 改修前・後 ）

Ｂ断面図（ 改修前・後 ）

トレーニング

スペース
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5,400

バスケットゴール 一時撤去

工事名称 図面名称 A3 縮尺 No

A1 縮尺 日付
株式会社　海　渡　設　計 福岡県知事登録第1ｰ30027号

一級建築士　第323073号

　　　　　　神崎信二 ―

1：100
断面図 １（ 改修前・後 ）

古賀北中学校　体育館
古賀東小学校他２校 体育館等 空調設備設置工事

Ａ-４２

B G B BG B G GJ J

A F A AF A F F

2025年12月

改修前・後

H

凡
例（

改
修
前
・
後）

A

B

C

D

【改修後】

【改修前】

【改修前】

【改修後】
F

G I

J

エアコン・防球格子　取付下地　新設（8箇所）

・鉄骨下地ユニット(A)の製作・加工・取付

※空調機器取付下地詳細図 参照

ギャラリー　スラブ

ギャラリー　スラブ

※空調機器取付下地詳細図 参照

輻射冷暖房パネル・防球格子　取付下地　新設

・鉄骨下地ユニット(B)の製作・加工・取付

（8箇所）

E

・ブラケット外形寸法＋50mm程度の仕上・下地撤去

【改修前】

【改修後】

【改修後】

―【改修前】

エアコン取付用ブラケット　新設

【改修後】

【改修前】壁　下地・仕上　撤去

壁　下地・仕上　補修

―

エアコン用 防球格子　新設

―

【改修後】

【改修前】

※設備図面「格子参考図」参照

―【改修前】

【改修後】

【改修後】

【改修前】天井

※位置は施工時の現場打合せによる

450×450アルミ製

バスケットゴール　再設置

【改修前】

【改修後】

【改修後】

【改修前】
（13箇所）

輻射冷暖房パネル用 防球格子 新設（13箇所）

新設（１箇所）天井点検口
（2対4箇所）

サイン 新設 （1箇所　2枚）
・297×420　アルミ複合板 t=3mm

・非常時の機器等の操作方法を表示する

―

※バスケットゴール移設位置は

施工時に協議・検討すること
・鉄骨ユニット(A)又は、ブラケットにボルト取付

エアコン防球格子取付用ブラケット 新設（5箇所×２個組）

（5箇所×２個組）

・D800×H300 L-50×50 t=40 SOP塗装

・機器重量及び作用荷重を考慮し、RC躯体に直接

樹脂アンカー固定とする。

・機器重量及び作用荷重を考慮し、RC躯体に直接

樹脂アンカー固定とする。

・D800×H300 L-50×50 t=40 SOP塗装

（10箇所×2個分）

（10箇所×2個分）

・ｲﾝｸｼﾞｪｯﾄ印刷貼 角丸処理・１箇所につきブラケット２個分

・W2210×D980×H340　アルミ製

・W2620×H950×D290　アルミ製
・鉄骨ユニット(B)にボルト取付又は、壁仕上げ
の上より躯体に樹脂アンカー取付

※設備図面「格子参考図」参照



Ｄ断面図（ 改修前・後 ）

工事名称 図面名称 A3 縮尺 No

A1 縮尺 日付
株式会社　海　渡　設　計 福岡県知事登録第1ｰ30027号

一級建築士　第323073号

　　　　　　神崎信二 ―

1：100
断面図 ２（ 改修前・後 ）

6,0008,0008,0006,000

750750 28,000

Y5Y4Y3Y2Y1

60
0

3,
4
50

8
,
60

0
6,

0
00

1
4,

6
00

ギャラリー ギャラリー

アリーナ

3
,
95

0
6
0
0

5,0005,4005,3005,3005,3005,4005,000

42,000

X1X2X3X4X5X6X7X8X9

450

60
0

3
,
45

0
3
,
95

0
6
00

8
,6

0
0

5
,
40

0

14
,
00

0

アリーナ

ステージ 4
,6

0
0

8
0
0

CH
=
3,

0
00

CH
=
2,

4
00

更衣室

C
H=

5
,3

5
0

Ｃ断面図（ 改修前・後 ）

古賀北中学校　体育館
古賀東小学校他２校 体育館等 空調設備設置工事

5,300

トレーニング

スペース
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J JB G

A FA
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F

G G

F

B

A

I

2025年12月

改修前・後

H

凡
例（

改
修
前
・
後）

A

B

C

D

【改修後】

【改修前】

【改修前】

【改修後】
F

G I

J

エアコン・防球格子　取付下地　新設（8箇所）

・鉄骨下地ユニット(A)の製作・加工・取付

※空調機器取付下地詳細図 参照

ギャラリー　スラブ

ギャラリー　スラブ

※空調機器取付下地詳細図 参照

輻射冷暖房パネル・防球格子　取付下地　新設

・鉄骨下地ユニット(B)の製作・加工・取付

（8箇所）

E

・ブラケット外形寸法＋50mm程度の仕上・下地撤去

【改修前】

【改修後】

【改修後】

―【改修前】

エアコン取付用ブラケット　新設

【改修後】

【改修前】壁　下地・仕上　撤去

壁　下地・仕上　補修

―

エアコン用 防球格子　新設

―

【改修後】

【改修前】

※設備図面「格子参考図」参照

―

※設備図面「格子参考図」参照

【改修前】

【改修後】

【改修後】

【改修前】天井

※位置は施工時の現場打合せによる

450×450アルミ製

バスケットゴール　再設置

バスケットゴール 一時撤去

【改修前】

【改修後】

【改修後】

【改修前】
（13箇所）

輻射冷暖房パネル用 防球格子 新設（13箇所）

新設（１箇所）天井点検口
（2対4箇所）

サイン 新設 （1箇所　2枚）
・297×420　アルミ複合板 t=3mm

・非常時の機器等の操作方法を表示する

―

※バスケットゴール移設位置は

施工時に協議・検討すること
・鉄骨ユニット(A)又はブラケットにボルト取付

エアコン防球格子取付用ブラケット 新設

G GG

EC

C D

F

G

EC

C D

F

EC

C D

F

EC

C D

F

EC

C D

F

（5箇所×２個組）

（5箇所×２個組）

・機器重量及び作用荷重を考慮し、RC躯体に直接

樹脂アンカー固定とする。

・D800×H300 L-50×50 t=40 SOP塗装

・機器重量及び作用荷重を考慮し、RC躯体に直接

樹脂アンカー固定とする。

・D800×H300 L-50×50 t=40 SOP塗装

（10箇所×2個分）

（10箇所×2個分）

・１箇所につきブラケット２個分 ・ｲﾝｸｼﾞｪｯﾄ印刷貼 角丸処理

既存躯体

捨て胴縁
木見切等

（205） （450） （145）

（205） （450） （145）

D800×H300 L-50×50 t=40 SOP塗装

(
2
00

)
(5

0
)

(
5
0)

・必要に応じ、施工時にコンクリート引抜試験を行うこと

・必要に応じ、防振材を設置する

ブラケット取付部

2か所
壁固定用

2か所
機器固定用

ブラケット参考図

改修後　1/15

・W2210×D980×H340 アルミ製

・W2620×H950×D290　アルミ製
・鉄骨ユニット(B)にボルト取付又は、壁仕上げ

の上より躯体に樹脂アンカー取付

G



日付

工事名称 図面名称 A3 縮尺 No

A1 縮尺
株式会社　海　渡　設　計 福岡県知事登録第1ｰ30027号

一級建築士　第323073号

　　　　　　神崎信二 ―

1：30

古賀北中学校　体育館
古賀東小学校他２校 体育館等 空調設備設置工事

矩計図（改修前・後）

Ａ-４４

2025年12月

凡
例（

改
修
前
・
後）

A

B

【改修後】

【改修前】

【改修前】

【改修後】

エアコン・防球格子　取付下地　新設

・鉄骨下地ユニット(A)の製作・加工・取付

※空調機器取付下地詳細図 参照

ギャラリー　スラブ

ギャラリー　スラブ

※空調機器取付下地詳細図 参照

輻射冷暖房パネル・防球格子　取付下地　新設

・鉄骨下地ユニット(B)の製作・加工・取付

エアコン用 防球格子　新設

―

【改修後】

【改修前】

※設備図面「格子参考図」参照

―

※設備図面「格子参考図」参照

【改修前】

【改修後】 輻射冷暖房パネル用 防球格子 新設

C

D

750 4,804.64
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A

矩計図（改修前・後）　S=1:30

改修前・後

輻射冷暖房パネル

天吊エアコン

C

B

D

・W2210×D980×H340 アルミ製

・鉄骨ユニット(A)又にボルト取付

・W2620×H950×D290　アルミ製

・鉄骨ユニット(B)にボルト取付



工事名称 図面名称 A3 縮尺 No

A1 縮尺 日付
株式会社　海　渡　設　計 福岡県知事登録第1ｰ30027号

一級建築士　第323073号

　　　　　　神崎信二 ―古賀北中学校　体育館

1：100

古賀東小学校他２校 体育館等 空調設備設置工事
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天吊エアコン

輻射冷暖房パネル

輻射冷暖房パネル

Ａ-４５

2025年12月

・本図は意匠上の参考図であり、施工方法、設備工事との取り合い、構造安全性については現場条件を優先し、

承諾を得ること。

施工者の責任において検討・調整すること。 構造計算等により安全性を確認のうえ、監督員の承諾を得て

鉄骨下地ユニットの製作・取付に関する注意事項

・本図に示す納まり・寸法は、設備位置に従い、施工時に調整のうえ施工すること。 必要に応じ、監督員の

鉄骨下地ユニット取付位置　s＝1/30

アリーナ天井吊エアコン・防球格子

A

B

空調機器取付下地詳細図

輻射冷暖房パネル・防球格子

天吊りエアコン

施工すること。

・鉄骨は溶融亜鉛めっき（どぶ付け）仕上げとし、現場にてSOP塗装を施すこと。

・躯体への取付は、天井吊下箇所はウェッジ式懸垂吊下用アンカー、壁への取付は

樹脂アンカーにて行うこと

※ 壁仕上げ・天井仕上げ等 現況のまま

（2,300）

（2,620）

FB-50×6

（輻射冷暖房パネル　重量：36kg）

（ボルト種類、位置、個所数は設備機器による）

M10ボルト用穴あけ（3個所×2程度（左右・下))

FB-50×6

（
1
,
20

0
）

[-75X40 t5mm

[-75X40 t5mm

[-75X40 t5mm

【見上図】

[-75X40 t5mm

[-75X40 t5mm
剛接合(溶接) 剛接合(溶接)

懸垂用ウェッジ式アンカー

既存天井
（ギャラリー下部）

ギャラリー

アリーナ

【側面図】

[-75X40 t5mm

剛接合(溶接)
4箇所

懸垂用ウェッジ式アンカー
BIGR-4080M(M12)8箇所

BIGR-4080M(M12)8箇所

輻射冷暖房パネル

防球格子

5501,100

7
5

(
5
30

)

[-75X40 t5mm

FB-50

樹脂アンカーM12 L=144mm
4箇所

手摺

[-75X40 t5mm

[-75X40 t5mm

アリーナ側

【平面図】
剛接合(溶接) 剛接合(溶接)

ギャラリー
[-75X40 t5mm(スラブ下)

（ボルト種類、位置、個所数は設備機器による）

M12ボルト用穴あけ

防球格子取付下地（防球格子　重量：50kg）、L型ｱﾝｸﾞﾙ2箇所設置(左右)

輻射冷暖房パネル取付用下地

M12ボルト用穴あけ（2箇所×2程度（左右裏面))

（4箇所×2程度（左右))

【正面図】

[-75X40 t5mm [-75X40 t5mm 鉄骨ユニット(A)参考図　s＝1/15

400

L-150×150×10　2箇所

あと施工アンカーM12　6箇所

ボルトM12×3　4箇所

75

ボルトM12×3　4箇所

あと施工アンカーM12　6箇所

L-150×150×10　2箇所

75

150 250

輻射冷暖房パネル・防球格子

取付下地(参考)

※ 壁仕上げ・天井仕上げ等 現況のまま

鉄骨下地ユニット(B)参考図　S=1/15

・鉄骨は溶融亜鉛めっき（どぶ付け）仕上げとし、現場にてSOP塗装を施すこと。

・躯体への取付は、天井吊下箇所はウェッジ式懸垂吊下用アンカー、壁への取付は

樹脂アンカーにて行うこと

（
9
80

）

(2,210)

（1,586）

エアコン取付用下地

天吊り　ウェッジ式懸垂吊下用アンカー用穴あけ

天吊り　M10ボルト用穴あけ

（3個所×2）

（3個所×2程度）

（3個所×2程度　ボルト種類、位置、個所数は設備機器による）

（エアコン　重量：43kg）

エアコン用防球格子取付下地

天吊り　ウェッジ式懸垂吊下用アンカー用穴あけ （3個所×2）

天吊り　M10ボルト用穴あけ

（3個所×2程度　位置・個所数は設備機器による）

（防球格子　重量：41kg）

[-75X40 t5mm [-75X40 t5mm

[-75X40 t5mm

[-75X40 t5mm[-75X40 t5mm
天吊エアコン

ギャラリー

アリーナ

手摺

[-75X40 t5mm [-75X40 t5mm [-75X40 t5mm

【側面図】

150 250

【正面図】

4箇所

樹脂アンカーM12 L=144mm
4箇所

手摺

懸垂用ウェッジ式アンカー
BIGR-4080M(M12)8箇所

樹脂アンカーM12 L=144mm
4箇所

[-75X40 t5mm

防球格子 防球格子

ピン接合(ボルト固定)

ピン接合(ボルト固定)
4箇所

5501,100

645

ギャラリースラブライン

[-75X40 t5mm[-75X40 t5mm

6
45

(2
0
0)

(980)

ギャラリースラブ

【平面図】
アリーナ側

(重量46.85kg、塗装面積2.10㎡）

エアコン・防球格子

取付下地(参考)
鉄骨下地ユニット(A)

鉄骨下地ユニット(B)B

A

A 鉄骨下地ユニット(A)

B
鉄骨下地ユニット(B)
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株式会社　海　渡　設　計 福岡県知事登録第1ｰ30027号

一級建築士　第323073号

　　　　　　神崎信二 ―古賀北中学校　体育館
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1：100

改 修 後

アリーナ

体育館

アリーナ

体育館

改 修 前

古賀東小学校他２校 体育館等 空調設備設置工事
外構図（ 改修前・後 ）

B

A

A

A

A

A

駐車スペース
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7
00

700700

A

B
A
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1,900

Ａ-４６
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外構図（ 改修前 ）S=1/100 外構図（ 改修後 ）S=1/100

5,300 5,400 5,000

X6 X7 X8 X9

450

5,300 5,400 5,000

X6 X7 X8 X9

450

凡
例（

改
修
後）

凡
例（

改
修
前）

A

B

A

B

バルクタンク置場　基礎新設

GLからの高さ：GL+150

鉄筋 D13@200（SD295)ダブル配筋

バルクタンク置場　フェンス新設

（再生クラッシャラン t=100mm、捨てコンt=50）

3500×6000×400
ｺﾝｸﾘｰﾄ強度 Fc21 ｽﾗﾝﾌﾟ12cm(±2.5cm)

C

D

E

C
ＧＨＰ室外機置場　基礎新設

GLからの高さ　GL+150

鉄筋 D13@200（SD295)ダブル配筋

（再生クラッシャラン t=100mm、捨てコンt=50）

ｺﾝｸﾘｰﾄ強度 Fc21 ｽﾗﾝﾌﾟ12cm(±2.5cm)

D
ＧＨＰ室外機置場　遮音フェンス新設（基礎共）

E

Ｆ

ＧＨＰ室外機置場　基礎周辺　砕石・縁石

再生クラッシャラン補充・整正　t＝50mm

サイン新設

※非常時の操作方法を表示する

駐車区画線　新設

W150×20ｍ程度

F

G

C

C

E

E

E

E

E

E

E

E

D

D

G

50
0

50
0

I

渡り廊下

体育館出入口

渡り廊下

1階平面図　　　S=1/250 1階平面図　　　S=1 / 250

体育館

体育館出入口

体育館

※渡り廊下まで復旧（上記１階平面図参照）
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55
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G

J

J

J

IG

J

I

H

G

G

G

G

60
0
70

0
60

0

15
0

車止めブロック　3セット新設

CB製 W=600 D=180 H=120

インターロッキング　復旧 W=500　22.65㎡

※渡り廊下まで
CB製インターロッキング100×200　t=60想定

1.5mの離隔距離を確保すること

バルクタンクと建物の間は

2025年12月

1100×10600×400 アスファルトt=50

既存植栽　撤去 （８本） 伐根

アスファルト舗装　カッター入れ

アスファルト t=50想定

アスファルト舗装　撤去

（既存路盤は整正のうえ再利用）

アスファルト t=50想定

　 　

CB製インターロッキング 100×200　t=60想定

既存植込　撤去

・三方縁石（幅100mm）19.15m

・植込　約1.9m×15.35m、土深さ400想定

（31.6ｍ）

（約30㎡）

幅500の範囲で、体育館端の渡り廊下まで撤去

※上記 １階平面図参照

インターロッキング　一時撤去の上保管　(22.65㎡)（50.4㎡）

アスファルト舗装 新設（19.43㎡）

※渡り廊下まで一時撤去（上記１階平面図参照）
F

（3箇所×2枚）

H

H

H

（幹250φ・枝張り1800φ・高さ4.5ｍ×８本）

297×420　ステンレス製 シルクスクリーン印刷

角丸処理 遮音フェンスのクランプ金物等で柱に固定

3,000

2mの離隔距離を確保すること

バルクタンクと室外機・車との間は

5
,
50

0

遮音フェンス　D2500×W12000　H=2400

片開扉（くぐり戸）付（扉Ｈ＝2000程度）

施錠（南京錠用受金物付）、配管の穴開け

※フェンス参考図参照

支柱はバルクタンク基礎に埋め込み

※フェンス参考図参照
施錠（南京錠用受金物付）、配管の穴開け

フェンス長さ15ｍ、扉1ｍ×2か所（計17ｍ）
メッシュフェンス　H=2000 片開扉付

A

A

1
5,

3
50

残置物 移動

（施工時に学校と協議すること）

（幅150mm  26.8m）既存駐車区画線　消去　　

（研磨等）

屋外に置かれた簡易的な木製棚等を撤去または移動

F

5,0001,5002,500

F

C

・外周部　縁石設置（フェンス外周計32m)

・砂利敷き均し（31㎡）
※設備工事と調整の上、位置を確定すること

C



胴縁 t＝2.3

工事名称 図面名称 A3 縮尺 No

A1 縮尺 日付
株式会社　海　渡　設　計 福岡県知事登録第1ｰ30027号

一級建築士　第323073号

　　　　　　神崎信二 ―

古賀東小学校他２校 体育館等 空調設備設置工事
フェンス参考図

基礎条件・・・長期許容地耐力　９８ｋＮ／㎡（１０ｔ／㎡）

設計荷重・・・昭和５７年改正の建築基準法・同施行令に基づく風圧力に
依る。

備考

設計条件

本図門扉は片側１８０゜開きとする。

  ワイヤメッシュ

・Ｕ　型　金　具

・ボルト、ナット

２．

１．
・門　柱、枠　体
　ジョイント
　押え金具

外装について

・バ　ン　ド
樹脂粉体塗装

きの上防錆着色処理

溶融亜鉛めっきのみ

溶融亜鉛めっきの上防錆着色処理

亜鉛・アルミ・マグネシウム合金めっ

きの上高耐候性樹脂粉体塗装
亜鉛・アルミ・マグネシウム合金めっ

亜鉛・アルミ合金めっきの上高耐候性

・戸当り付両面回転施錠

・・・　

・・・　

・・・　

・・・　

・・・　

50≒

φ4.0

(φ3.6)

φ
5.

0

(φ
4
.5

)

11
5

≒

ワイヤメッシュ図
（　）内は芯径を示す．

開き方向 41

門柱

5
3

扉枠

34

門柱・扉枠位置関係図

1
97

0

2
00

0
35

0

30

φ60.5×3.2

φ50.8×1.6

戸当り付両面回転施錠

60
0

W1000

GL+0m

蝶番

ワイヤメッシュ

亜鉛・アルミ・マグネシウム
合金めっき鉄線〔                 〕

（ハイテンション線）

□300

φ50.8×2.3 φ50.8×2.3

（菊形リブ鋼管） （菊形リブ鋼管）

GL+0m

Ａ

ワイヤメッシュ
（ハイテンション線）

亜鉛・アルミ・マグネシウム
合金めっき鉄線〔                 〕 Ｂ

Ｃ

2000 2000

19
7
0

20
00

3
0

30
0

45
0

250

パネルと柱のすきまがせまい場合の取付図標準的な取付図

（W付）

角根BN M8×25U型金具

（W付）

角根BN M8×25U型金具

（回転防止付）

中間バンド

（回転防止付）

中間バンド
ワイヤメッシュ図

（　）内は芯径を示す。
［  ］内は上部パネルを示す。

φ
5.

0

(
φ

4
.5

)

12
5

≒

[
≒

11
5
]

φ4.0

(φ3.6)

≒50

菊形リブ鋼管断面図

S=1:3

φ50.
8

t＝2.3

パネル断面図

250

接続押え金具 角根BN M8×53

（W付）

ジョイント

(W付)

S=1:5Ｃ部取付図
ジョイント

ジョイント 押え金具

角根BN M8×65 角根BN M8×53

（W付） （W付）

S=1:5Ｂ部取付図

S=1:5Ａ部取付図

設計条件
設計荷重・・・昭和５７年改正の建築基準法・同施行令に基づく風圧力に

依る。

備考
１．外装について

・主柱、ジョイント
亜鉛・アルミ・マグネシウム合金めっ

　押え金具 ・・・　
きの上高耐候性樹脂粉体塗装

  ワイヤメッシュ

亜鉛・アルミ合金めっきの上高耐候性
・バ　ン　ド ・・・　

樹脂粉体塗装

亜鉛・アルミ・マグネシウム合金めっ
・Ｕ　型　金　具 ・・・　

きの上防錆着色処理

・ボルト、ナット ・・・　溶融亜鉛めっきの上防錆着色処理

基礎条件・・・長期許容地耐力　９８ｋＮ／㎡（１０ｔ／㎡）

・施錠門柱の扉開き側に障害物（兼用フェンス、壁など）を有する場合には、
　両面回転施錠の戸当りが障害物と干渉するため、開き方向の変更が必要で

注意

　ある。

c

b

a

c

a

b

開き方向

d

d

古賀北中学校　体育館

角根BN M8×65

1：20　1：40 2025年12月
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基礎条件・・・長期許容地耐力 ９８ｋＮ／㎡（１０ｔ／㎡）

・くぐり門扉には構造上隙間が生じる。
注意

本図門扉は外側９０°開き、外側施錠とする。４．
蝶番（門柱側）及び隙間防止プレ－トは現地取付けとする。３．
隙間防止材は下胴縁に現地貼り付けとする。２．

溶融亜鉛めっきのみ・ ・・施錠装置

ボルト・ナットは溶融亜鉛めっきのみ
・ ・・ボルト、ナット

溶融亜鉛めっきの上防錆着色処理とし一部の

めっき鋼板（制震加工）
・ ・・遮音板

塗装溶融マグネシウム添加アルミ・亜鉛合金

溶融亜鉛めっきの上高耐候性樹脂粉体塗装・ ・・蝶番、押えプレ－ト

　隙間防止プレ－ト
　フロントカバ－

高耐候性樹脂粉体塗装　押えＬ型プレ－ト
・ ・

亜鉛・アルミ・マグネシウム合金めっきの上　ブラケット、縦枠
　枠体、胴縁
・主柱、門柱

外装について（ＳＵＳ品を除く）１．
備考

設計荷重・・・昭和５７年改正の建築基準法・同施行令に基づく風圧力に依る。
設計条件
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フェンス下部に配管用の
穴開けを行う(1箇所)

□100×100×3.2 □100×100×3.2

角根BN M8(W付)

[ナットはＵナット]

隙間防止材

t=3

六角BT M8(大W,SW付)

六角BT M8(大W,SW付)

角根BN M8(W付)

[ナットはＵナット]

隙間防止材

角根BN M8(W付)

[ナットはＵナット]

六角BT M8(大W,SW付)
ブラケット

t=3.2

2000 2000

裏
側

表
側

主柱側

M8タップ加工□100×50×3.2

六角BT M8(大W,SW付)フロントカバ－

＜中間部＞

角根BN M8(W付)

[ナットはＵナット]隙間防止材

t=3

角根BN M8(W付)

[ナットはＵナット]

隙間防止材

t=15

角根BN M8(W付)胴縁 t=2.3

[ナットはＵナット]

フロントカバ－

遮音板
遮音板

(t=0.6)
(t=0.6)

ポリエチレンフォ－ム

(t=4.0)

押えＬ型プレ－ト

裏側表側

主柱側

M8タップ加工

□100×100×3.2

スペ－サ－

フロントカバ－ 六角BT M8(大W,SW付)

＜コ－ナ－部＞

開き方向

扉枠

[SUS]

(W、SW付)
門柱六角穴付ボタンBT M8

隙間防止プレ－ト

押えプレ－ト

34 41

53

75

門柱

扉枠

ドリルビス [SUS]

取付け後、同色補修液にて
タッチアップ

BT M10

（袋ナット、W3枚、SW付）蝶番

裏
側

表
側

a～a視図

平面図

門柱・扉枠位置関係図 S=1:6S=1:6パネル取付図

12000

b～b視図

フェンス参考図(バルクタンク置場)　　　　　　　S=1：20

遮音フェンス参考図(室外機置場)　　　　　　　S=1：40

Ａ-４７



杭地業

2階

鉄筋コンクリート造

１）外部の改修 ２）内部の改修

屋 根 備 考躯 体基 礎地　業

エ プ ロ ン 幅 木 壁 軒 天 屋 根 備 考

改修前

下地

仕上

下地

仕上

改修前

改修後

下地

仕上

下地

仕上

改修前

改修後

工事名称 図面名称 A3 縮尺 No

A1 縮尺 日付
株式会社　海　渡　設　計 福岡県知事登録第1ｰ30027号

一級建築士　第323073号

　　　　　　神崎信二 ―

防　火　認　定　番　号

S O P 合成樹脂調合ペイント塗り E P-G つや有合成樹脂エマルションペイント塗り 石膏ボード　t=12.5 不燃　NM-8619

E　P 合成樹脂エマルションペイント塗り 化粧石膏ボード　t=9.5 準不燃　QM-0524

N A D アクリル樹脂系非水分散形塗料塗り シージング石膏ボード　t=9.5 準不燃　QM-9828

略　語

―

パラペット

階 室　名
床

区分

巾　木

区分 区分塗装 塗装

廻り縁

区分

天　井

塗装 天井高

備　　　　　　考

外部開口部

H

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

■ 改 修 概 要 ( 古賀北中学校 武道場 ) 空調設備改修

■ 構 造 概 要  (古賀北中学校　武道場)  空調設備改修

■ 外 部 仕 上 表 (古賀北中学校　武道場) 空調設備改修

■ 内 部 仕 上 表 (古賀北中学校　武道場) 空調設備改修

古賀北中学校　武道場

鉄筋コンクリート造・鉄骨造 鉄筋コンクリート造・鉄骨造

【ポーチ】

【犬走り】

【玄関】

【その他の開口部】

【渡り廊下】

【アプローチ】

柔道場

剣道場

4,100

（梁下）
3,800

3,800

4,500

～

OS-LC

木製（杉）
60

OS-LC

木製（杉）
60

腰　壁 壁

―

―

―

―

―

―

OS-LC

OS-LC

下地

仕上

下地

仕上

塩ビ

塩ビ

EP

PBt=9

―

PBt=9

―

EP

1階

古賀東小学校他２校 体育館等 空調設備設置工事
仕上表（ 改修前・後  ）

― ― ― ― ― ― ― ―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

ー

ー―

―

―

―

―

――

―

――

― ―

　・・・アスベスト含有建材を示す

　　　　（本工事の建材には含有なし）

―

2025年12月

Ａ-４８

磁器質タイル張り　100角（既存のまま）

コンクリート直押え（既存のまま）

磁器質タイル張り　150角（既存のまま）

インターロッキングブロック舗装t=60（既存のまま）

コンクリート打放し　カラークリア吹付（既存のまま） コンクリート打放し　カラークリア吹付（既存のまま） コンクリート打放し　カラークリア吹付（既存のまま）

スチール　SOP（既存のまま）

アルミサッシ　無着色陽極酸化被膜（既存のまま）

軒樋：塩ビ製　半丸　幅150（既存のまま）

樋：VP管　EP塗（既存のまま）

換気口：ステンレス管（既存のまま）

手摺：スチール42.7φ　SOP（既存のまま）

【屋根断熱】

（RC部）

下地：アスファルトルーフィング22㎏/品（既存のまま）

硬質木片セメント板t=25（既存のまま）

フッ素樹脂ガルバリウム鋼板t=0.4　（既存のまま）

瓦棒葺（一部一文字葺）（既存のまま）

下地：パーライトモルタルt=35（既存のまま）

硬質木片ｾﾒﾝﾄ板下 硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ吹付t=20（既存のまま）

フッ素樹脂ガルバリウム鋼板t=0.4　瓦棒葺(既存のまま）

木下地（一部撤去）

杉羽目板貼（本実）t=15（一部撤去）

木下地（一部補修）

杉羽目板貼（本実）t=15（一部補修）

鋼製下地（既存のまま）

合板t=20（パーティクルボード）（既存のまま）

桧フローリングt=15　PP３回塗（既存のまま）

柔道用畳t=55（既存のまま）

鋼製下地（既存のまま）

合板t=20（パーティクルボード）（既存のまま）

桧フローリングt=15　PP３回塗（既存のまま）

（既存のまま）

（既存のまま）

―

改修後

・GHP室外機置場　防音フェンス　新設
・GHP室外機置場　基礎　新設

・アスファルト舗装　新設
・駐車区画線　新設
・サイン　新設

・空調取付用ブラケット　新設
・壁：下地・仕上　補修（ブラケット取付部）
・サイン 新設
・天井点検口　新設

空調取付用ブラケット（新設）

サイン（新設）

天井点検口（新設）（指導員室）

空調取付用ブラケット（新設）

サイン（新設）

天井点検口（新設）（指導員室）



１階平面図（ 改修後）S=1/100
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指導員室

女子更衣室

F.WC

身障者

M.WC

ホール

指導員室

女子更衣室

F.WC

身障者

M.WC

男子更衣室

倉庫1

ホール

工事名称 図面名称 A3 縮尺 No

A1 縮尺 日付
株式会社　海　渡　設　計 福岡県知事登録第1ｰ30027号

一級建築士　第323073号

　　　　　　神崎信二 古賀北中学校　武道場

1：100

1：200

古賀東小学校他２校 体育館等 空調設備設置工事
Ａ-４９

１階平面図（ 改修前・後 ）

改 修 後改 修 前

凡
例（

改
修
前）

凡
例（

改
修
後）

空調取付用ブラケット　新設A

A

A

A

A

A

A

A

B

B

B

B

B

B

B

A

A

A

A

A

C

D

C E
※外構図参照

壁 下地・仕上　補修

ブラケット取付のため撤去した部分の補修とする。

RC躯体固定用ブラケットを避け、 周囲を木製の

天井点検口

450×450　アルミ製　

E

壁 下地・仕上　撤去（６箇所×2) ＧＨＰ空調室外機置場　新設

仕上げ撤去範囲は、ブラケット外形寸法に対し、

範囲とする。

（1箇所）

細見切り材(CL塗装）等により補修する。

2025年12月

周囲30～50mm程度のクリアランスを確保した

A

【改修前】

【改修後】 サイン 新設 （1箇所　2枚）
・297×420　アルミ複合板 t=3mm

・非常時の機器等の操作方法を表示する

―

D

（６箇所×2個組）

（６箇所×2個分）

樹脂アンカー固定とする。

機器重量及び作用荷重を考慮し、RC躯体に直接

D800×H300 L-50×50 t=40 SOP塗装

・ｲﾝｸｼﾞｪｯﾄ印刷貼 角丸処理
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工事名称 図面名称 A3 縮尺 No

A1 縮尺 日付
株式会社　海　渡　設　計 福岡県知事登録第1ｰ30027号

一級建築士　第323073号

　　　　　　神崎信二 古賀北中学校　武道場

1：100

1：200

古賀東小学校他２校 体育館等 空調設備設置工事
２階平面図（ 改修前・後 ）
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２階平面図（ 改修前）S=1/100

改 修 後改 修 前
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凡
例（

改
修
後）

A

B D

C

壁 下地・仕上　補修

ブラケット取付のため撤去した部分の補修とする。

天井点検口

450×450　アルミ製　

凡
例（

改
修
前）

A 壁 下地・仕上　撤去（６箇所×2)

仕上げ撤去範囲は、ブラケット外形寸法に対し、

範囲とする。

D

（1箇所）

細見切り材(CL塗装）等により補修する。

2025年12月

周囲30～50mm程度のクリアランスを確保した

２階平面図（ 改修後 ）S=1/100

【改修前】

【改修後】 サイン 新設 （1箇所　2枚）
・297×420　アルミ複合板 t=3mm

・非常時の機器等の操作方法を表示する

―

樹脂アンカー固定とする。

機器重量及び作用荷重を考慮し、RC躯体に直接

D800×H300 L-50×50 t=40 SOP塗装

空調取付用ブラケット　新設 （６箇所×2個組）

（６箇所×2個分）

RC躯体固定用ブラケットを避け、 周囲を木製の

・ｲﾝｸｼﾞｪｯﾄ印刷貼　 角丸処理
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南側立面図（ 改修前・後 ） 西側立面図（ 改修前・後 ）

北側立面図（ 改修前・後 ） 東側立面図（ 改修前・後 ）

工事名称 図面名称 A3 縮尺 No

A1 縮尺 日付
株式会社　海　渡　設　計 福岡県知事登録第1ｰ30027号

一級建築士　第323073号

　　　　　　神崎信二 ―

1：150

古賀北中学校　武道場

立面図（改修前・後）
古賀東小学校他２校 体育館等 空調設備設置工事

Ａ-５１

A凡
例（

改
修
前
・
後）

【改修後】

※外構図参照

―

A

ＧＨＰ空調室外機置場　新設

2025年12月

【改修前】

改修前・後



工事名称 図面名称 A3 縮尺 No

A1 縮尺 日付
株式会社　海　渡　設　計 福岡県知事登録第1ｰ30027号

一級建築士　第323073号

　　　　　　神崎信二

1：100

―古賀北中学校　武道場
古賀東小学校他２校 体育館等 空調設備設置工事

断面図（改修前・後）
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機器重量及び作用荷重を考慮し、RC躯体に直接

樹脂アンカー固定とする。

凡
例（

改
修
前
・
後）

2025年12月

【改修前】

仕上げ撤去範囲は、ブラケット外形寸法に対し、

壁 下地・仕上　撤去

クリアランスを確保した範囲とする

壁 下地・仕上　補修

ブラケット取付のため撤去した部分の補修とする。RC躯体固定用

補修する。

【改修後】

ブラケットを避け、 周囲を木製の細見切り材(CL塗装）等により

周囲30～50mm程度のA

D800×H300 L-50×50 t=40 SOP塗装

【改修前】 ―

空調取付用ブラケット　新設【改修後】

断面図1（ 改修前・後 ）

断面図2（ 改修前・後 ）

改修前・後
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工事名称 図面名称 A3 縮尺 No

A1 縮尺 日付
株式会社　海　渡　設　計 福岡県知事登録第1ｰ30027号

一級建築士　第323073号

　　　　　　神崎信二 ―古賀北中学校　武道場
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改 修 前

改修前　1/10

改 修 後

矩計図・支持金物取付参考図（ 改修前・後 ）

A B

A B

Ａ-５３

改修後　1/10

壁固定用
2か所

2か所

B
機器重量及び作用荷重を考慮し、RC躯体に直接

樹脂アンカー固定とする。

凡
例（

改
修
前
・
後）

2025年12月

ブラケット取付位置

壁仕上

壁仕上げカット位置

仕上げ撤去範囲は、ブラケット外形寸法に対し、

クリアランスを確保した範囲とする

・必要に応じ、施工時にコンクリート引抜試験を行うこと

機器固定用

機器重量及び作用荷重を考慮し、RC躯体に直接

樹脂アンカー固定とする。

既存躯体

ブラケット取付部

捨て胴縁

木見切等

ブラケット取付のため撤去した部分の補修とする。RC躯体固定用

ブラケットを避け、 周囲を木製の細見切り材(CL塗装）等により
補修する。

（205） （450） （145）

（205） （450） （145）

壁 下地・仕上　撤去

支 持 金 物 取 付 参 考 図

空調取付用ブラケット　新設

（
5
0）

（
5
0
）

（
20

0
）

・必要に応じ、防振材を設置すること

D800×H300 L-50×50 t=40 SOP塗装

A

空調取付用ブラケット　新設

【改修前】

【改修後】

―

【改修前】

仕上げ撤去範囲は、ブラケット外形寸法に対し、

壁 下地・仕上　撤去

クリアランスを確保した範囲とする

壁 下地・仕上　補修

ブラケット取付のため撤去した部分の補修とする。RC躯体固定用

補修する。

【改修後】

ブラケットを避け、 周囲を木製の細見切り材(CL塗装）等により

周囲30～50mm程度の

D800×H300 L-50×50 t=40 SOP塗装

矩計図　S=1/30

古賀東小学校他２校 体育館等 空調設備設置工事
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工事名称 図面名称 A3 縮尺 No

A1 縮尺 日付
株式会社　海　渡　設　計 福岡県知事登録第1ｰ30027号

一級建築士　第323073号

　　　　　　神崎信二 古賀北中学校　武道場
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指導員室

女子更衣室

F.WC

身障者

M.WC

男子更衣室

倉庫1

ホール

物入

物入

柔道場

犬走り

外構図（ 改修前・後 ）

体
育
倉
庫

スロープ

渡
廊
下

部
室
棟

古賀東小学校他２校 体育館等 空調設備設置工事

X1 X2 X3 X4 X5

18,000

4,500 4,500 4,500 4,500

1,800 2,700

大プール

6
,3
0
0

6
,
3
0
0

6
,
30
0

1
8
,
9
0
0

Y1

Y2

Y3

Y4

改 修 前 改 修 後

指導員室

女子更衣室

F.WC

身障者

M.WC

男子更衣室

倉庫1

ホール

物入

物入

柔道場

犬走り

体
育
倉
庫

スロープ

渡
廊
下

部
室
棟

X1 X2 X3 X4 X5

18,000

4,500 4,500 4,500 4,500

1,800 2,700

大プール

6
,3
0
0

6
,
3
0
0

6
,
30
0

1
8
,
9
0
0

Y1

Y2

Y3

Y4

6
0
0

7
0
0

5900

60
0

750 750

A

B

凡
例（

改
修
後）

ＧＨＰ室外機置場　基礎新設 アスファルト舗装

駐車区画線　新設

W150×10m

サイン新設

※非常時の操作方法を表示する

凡
例（

改
修
後）

A

B アスファルト 撤去

アスファルト　カッター入れ

ＧＨＰ室外機置場　フェンス新設（基礎共）

A

2
,1

0
0

7,000

（14.7㎡）

外構図（ 改修後）S=1/100外構図（ 改修前）S=1/100

A B

CCCCC

（W150 25ｍ）

B

（2箇所×２枚）新設

アスファルトt=50
再生クラッシャラン補充・整正　t＝50mm

アスファルト t=50想定

（既存路盤は整正のうえ再利用）

D

D

EE

・設備工事と調整の上、位置を確定すること

C

駐車区画線　消去

Ａ-５４

2025年12月

（9.9㎡）

アスファルト t=50想定
（11.2ｍ） E

D

CC

施錠（南京錠用受金物）※フェンス参考図参照

その他の支柱は独立基礎設置
犬走上の支柱はプレート＋アンカー固定

フェンス長さ 10.7m、扉1m(計11.7m)
メッシュフェンス　H=2000 片開扉付

1100×4400 基礎総高さ：400

鉄筋D13＠200(sd295)ﾀﾞﾌﾞﾙ配筋
（再生クラッシャラン t=100mm、捨てコンt=50）

コンクリート強度 Fc21 ｽﾗﾝﾌﾟ12cm（±2.5cm)
297×420　ステンレス製 シルクスクリーン印刷

角丸処理 遮音フェンスのクランプ金物等で柱に固定

※ 設備工事と調整の上、位置を確定すること



(W付)

工事名称 図面名称 A3 縮尺 No

A1 縮尺 日付
株式会社　海　渡　設　計 福岡県知事登録第1ｰ30027号

一級建築士　第323073号

　　　　　　神崎信二 ―

古賀東小学校他２校 体育館等 空調設備設置工事
フェンス参考図

基礎条件・・・長期許容地耐力　９８ｋＮ／㎡（１０ｔ／㎡）

設計荷重・・・昭和５７年改正の建築基準法・同施行令に基づく風圧力に
依る。

備考

設計条件

本図門扉は片側１８０゜開きとする。

  ワイヤメッシュ

・Ｕ　型　金　具

・ボルト、ナット

２．

１．
・門　柱、枠　体
　ジョイント
　押え金具

外装について

・バ　ン　ド
樹脂粉体塗装

きの上防錆着色処理

溶融亜鉛めっきのみ

溶融亜鉛めっきの上防錆着色処理

亜鉛・アルミ・マグネシウム合金めっ

きの上高耐候性樹脂粉体塗装
亜鉛・アルミ・マグネシウム合金めっ

亜鉛・アルミ合金めっきの上高耐候性

・戸当り付両面回転施錠

・・・　

・・・　

・・・　

・・・　

・・・　

設計条件
設計荷重・・・昭和５７年改正の建築基準法・同施行令に基づく風圧力に

依る。

備考
１．外装について

・主柱、ジョイント
亜鉛・アルミ・マグネシウム合金めっ

　押え金具 ・・・　
きの上高耐候性樹脂粉体塗装

  ワイヤメッシュ

亜鉛・アルミ合金めっきの上高耐候性
・バ　ン　ド ・・・　

樹脂粉体塗装

亜鉛・アルミ・マグネシウム合金めっ
・Ｕ　型　金　具 ・・・　

きの上防錆着色処理

・ボルト、ナット ・・・　溶融亜鉛めっきの上防錆着色処理

基礎条件・・・長期許容地耐力　９８ｋＮ／㎡（１０ｔ／㎡）

・施錠門柱の扉開き側に障害物（兼用フェンス、壁など）を有する場合には、
　両面回転施錠の戸当りが障害物と干渉するため、開き方向の変更が必要で

注意

　ある。

備考

樹脂粉体塗装

きの上防錆着色処理

きの上高耐候性樹脂粉体塗装

・Ｕ　型　金　具

・ボルト、ナット

  ワイヤメッシュ

１．

・バ　ン　ド

外装について

　押え金具
・ジョイント

亜鉛・アルミ・マグネシウム合金めっ

亜鉛・アルミ・マグネシウム合金めっ

亜鉛・アルミ合金めっきの上高耐候性

ベ－スプレ－トの穴径は本図で施工上支障ないか確認を要す。２．

・主　柱
塗装
溶融亜鉛めっきの上高耐候性樹脂粉体

設計条件

ベ－スプレ－ト図 S=1:5
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5
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2525

4-φ14
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75
7
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φ50.8×2.3

6

4-ホ－クカットアンカ－#10CA

（BTM10、大W、SW付）

溶融亜鉛めっきの上防錆着色処理とし
一部のボルト・ナットは溶融亜鉛めっ
きのみ
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3
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7
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GL+0m

ワイヤメッシュ

亜鉛・アルミ・マグネシウム

合金めっき鉄線〔                 〕
（ハイテンション線）

依る。
設計荷重・・・昭和５７年改正の建築基準法・同施行令に基づく風圧力に

φ50.8×2.3φ50.8×2.3

（180kg/cm ）

コンクリート強度
Fc＝18N/mm 2

2

パネル断面図
（　）内は芯径を示す。
［  ］内は上部パネルを示す。

φ4.0

(φ3.6)

φ
5.

0

(
φ

4
.5

)

[≒
11

5]

≒
1
25

ワイヤメッシュ図

50≒

・・・　

・・・　

・・・　

・・・　

・・・　

φ50.8×2.3 φ50.8×2.3
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合金めっき鉄線〔                 〕 Ｂ

Ｃ

2000 2000

19
7
0

20
0
0

3
0

3
00

4
50

250

パネルと柱のすきまがせまい場合の取付図標準的な取付図

（W付）

角根BN M8×25U型金具

（W付）

角根BN M8×25U型金具

（回転防止付）

中間バンド

（回転防止付）

中間バンド
ワイヤメッシュ図

（　）内は芯径を示す。
［  ］内は上部パネルを示す。

φ
5
.0

(φ
4.

5
)

12
5

≒

[≒
1
15

]

φ4.0

(φ3.6)

≒50

菊形リブ鋼管断面図
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パネル断面図

接続押え金具 角根BN M8×53

（W付）

ジョイント

S=1:5Ｃ部取付図
ジョイント

ジョイント 押え金具
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門柱・扉枠位置関係図
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戸当り付両面回転施錠
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ワイヤメッシュ

亜鉛・アルミ・マグネシウム
合金めっき鉄線〔                 〕

（ハイテンション線）

□300

ベースプレート

古賀北中学校　武道場

角根BN M8×65

1：20　1：40

フェンス参考図(GHP室外機置場)　　　　　　　S=1：20

2025年12月

250

Ａ-５５
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工事名称 図面名称 A3 縮尺 No

A1 縮尺 日付
株式会社　海　渡　設　計 福岡県知事登録第1ｰ30027号

一級建築士　第323073号

　　　　　　神崎信二 S=1/1000

S=1/500

古賀東小学校他２校 体育館等 空調設備設置工事
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仮設計画図

古賀北中学校

室外機置場
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凡　例（仮設計画)

ロ 工事期間中配置ローリング足場

建物出入口

現場事務所

現場事務所は10㎡程度とする特記事項

凡　例

工事対象棟を示す。 -2400

既存建物

±000 GLからのレベルを示す。

誘

工 工事動線を示す。

来

搬 搬入車輌出入口を示す。

特記事項 工事用出入口位置及び作業時間、足場設置位置については

ロ

ロ
±000-2400

ロ

ロ

±000

±000

-2400

-2400

±000

体育館は体育授業等で運用しながら工事の為、
学校側と十分に協議のこと

居ながら施工であるため、内部を適切に区画し、
安全確保と動線確保に配慮して施工すること

現場事務所

誘

誘

学校と十分協議のこと。
工事完了時、作業場及び進入路は原型復旧のこと。

2段（H3600程度）

Ａ-５６

2025年12月

グランド

高所作業車入場ルート

LPガス搬入ルート G

来

搬

工

来客の動線を示す。

生徒及び職員の動線を示す。生

生

仮囲い

外部足場

H=2000程度

管し、工事後復旧すること

内部区画を適切に行い、安全性に配慮すること

運用しながらの工事のため、十分な協議を行うこと

1階柔道場の工事の際は必要箇所の畳を撤去、仮保

交通誘導警備員（資材搬出入時等）（工事期間中40人見込むこと）


